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　　　一〇六号室の一日　四月二十四日（金）





　里さと見み孝こう太た郎ろうの寝ね起おきはすこぶる悪い。

　この日もその例外には当たらず、部屋に強い朝日が差し込んできていても彼かれの眠ねむりはビクともせず、元気な寝息を立て続けていた。

「すかーっ、すかーっ」

　いびきと言うほどでは無いが、大口を開けて寝ている孝太郎の寝息はそこそこ大きい。台所から響ひびく冷蔵庫のコンプレッサー音にも掻かき消けされないくらいの大きさだ。

「ん～～」

　とはいえ流石さすがに顔に当たる朝日がまぶしいのか、孝太郎は寝返りを打った。しかしすぐ横が壁かべであったせいで半分ぐらいしか寝返りを打てない。元々孝太郎は部屋の中央に布団ふとんを敷しいて寝ていた。寝起きだけでなく寝相も悪い彼は、いつの間にか部屋の隅すみまで転がってきていたのだ。

「すかーっ、すかーっ」

　それでもその寝返りのおかげで顔に朝日が当たらなくなり、彼は再び規則正しい寝息を立て始める。

　時刻は朝の六時。

　部屋に差し込む陽光は強く、窓の向こうに広がる空は青く晴はれ渡わたっている。四月も後半にさしかかり、暖かく過ごしやすい時期となっていた。窓を開ければきっと気持ちの良い空気が入りこんでくる事だろう。

　しかし朝のころな荘そう一〇六号室では、最初に開くのは窓ではなかった。

　ガタッ

　小さな物音と共に、一番玄げん関かんよりの畳たたみが僅わずかに持ち上がった。するとその上に載っていたスーパーのレジ袋ぶくろがガサガサと揺ゆれ始める。それは買い置きのカップ麺めんで、袋ふくろの口からは十個近いカップ麺が顔を覗のぞかせていた。だが揺れていたのは一いつ瞬しゆんの事だ。次の瞬しゆん間かんには畳が一気に持ち上がり、その下から一人の少女が姿を現した。

　ガッシャーン

「………だからいつもちゃんとしまっておけと言っているのに………」

　少女が畳をひっくり返したおかげでカップ麺が袋ごと転がっていく。彼かの女じよはそれを溜ため息いき交じりに見送ると、長く美しい黒くろ髪かみを揺らしながら一〇六号室へと這はい上あがってきた。少女の名前はキリハ。着物と巫み女この装束の中間のような独特な衣装と、涼すずしげな切れ長の目元が印象的だ。彼女はこの一〇六号室の奪だつ取しゆを目もく論ろむ少女のうちの一人だった。

『ハイホー、ハイホー』

『ホー、ホー、ホホホのホー』

　キリハに続いて畳の下から出て来る者達たちがいた。それは三十センチほどの大きさの二体の埴輪はにわだ。彼らは一〇六号室へ入るとキリハの命令を待つ事も無く、あたりに散らかったカップ麺を拾い集めていった。毎朝起こる事なので、彼らも慣れっこなのだ。

　ヒュン

　そんな時、部屋の一番奥おくの壁が光り始めた。光っている範はん囲いはちょうど一畳じようほどの大きさの長方形。場所は壁かべ際ぎわで寝ている孝太郎の頭の上のあたりだった。

「ルースか」

　そんな奇き妙みような光景にもキリハが動じる事はなく、彼女は落ち着いた様子で部屋に入ってくる時に返した畳を元の位置にはめ込んだ。そしてキリハが畳をはめ込むのとほぼ同時に、光っている壁を突つき抜ぬけるようにして一人の少女が一〇六号室へと姿を現した。それはショートカットに真面目まじめそうな目をした少女で、軍服に似た何かの制服を身に着けていた。彼女の名前はルース。一千万光年の彼方かなたからやってきた異星人だった。

　むぎゅっ

「きゃああぁぁぁぁっ!?」

　ルースは部屋に着地するなり悲鳴を上げた。別に転んだとかそういう訳ではない。問題は彼女が着地した場所の方だった。

「すっ、済みませんサトミ様っ!!　すぐにどきます!!」

　ルースが着地したのは孝太郎の上だった。ストッキングに包まれた彼女の両足は綺き麗れいに彼の顔の上に乗っかっていたのだ。

　光る壁はルース達が乗ってきた宇宙戦せん艦かんへと繋つながる扉とびらの役割を果たしている。そこを通り抜ければ地球の軌き道どう上に停てい泊はくしている宇宙戦艦へ瞬しゆん時じに移動する事が出来るのだ。

　とはいえこれは普ふ通つうの扉とは少し違ちがうので、実際に通り抜けるまではその向こうがどうなっているのかは分からない。そのせいでしばしばルースは寝ている孝太郎の上に乗ってしまう事があった。

「申し訳ありませんサトミ様！　毎朝毎朝踏ふんでしまって！」



















　大おお慌あわてで孝太郎の顔の上から下りたルースは、同じく大慌てで孝太郎に詫わびた。ぺこぺこと頭を下げるその姿からは、心底申し訳ないという彼女の気持ちが滲にじみ出だしている。

「………」

　しかし孝太郎からの返事は無い。

「サ、サトミ様？」

「大物だな、里見孝太郎」

　二人の少女は並んで孝太郎を覗き込む。ルースは驚おどろき、キリハは感心していた。

「すかーっ、すかーっ」

　孝太郎は眠ったままだった。寝起きの悪い孝太郎はルースに乗られたぐらいではビクともせず、まるで何事もなかったかのように眠り続けていたのだった。





　一〇六号室にキリハとルースが姿を現すと、地味だった部屋は一気に華はなやかになる。彼かの女じよ達たちの正体はともかく、今は二人ともエプロンを身に着けているので、ごく普通の年とし頃ごろの少女達のようにしか見えない。

「キリハ様、この細長い野菜はどのようにすればよいのでしょうか？」

「ネギは味み噌そ汁しるに入れるから、輪切りにしておいてくれ」

「はい、分かりました」

　コンロの前でおたまを握にぎるキリハと、流し台で包丁を握るルース。二人は協力して朝食の準備にあたっていた。とはいえ異星人のルースにはまだ地球流の料理は出来ないので、キリハが主に調理を担当し、ルースはその手伝いをしていた。そうやって協力して料理する姿は仲の良い友達同士にしか見えない。この光景を見て二人が敵対関係にあると想像するものはほとんど居ないだろう。

『お～～～は～～～よ～～～』

　そこへ二人が敵対関係にあると知る人間のうちの一人が姿を見せた。それは夏物のドレスを身に着けた小学生か中学生くらいの年ねん齢れいの少女だった。

「おはようございます」

「おはよう、早さ苗なえ」

『ん～～～～』

　しかし彼女を人間と呼んでいいものか。彼女は眠そうに目を擦すりながら、天てん井じようの板のシミから染しみ出すようにして姿を現した。畳を返したのでも、壁を光らせたのでもない。文字通りの意味で、天井から染み出て来たのだ。彼女の名前は早苗。この部屋に棲すみついている幽ゆう霊れいだった。

『今日の朝ごはんはな～に？』

「ご飯とお味噌汁、それと昨日買ってきた………えーと、キリハ様、あの魚は何と申しましたでしょうか？」

「鮭さけだ。それと弁当に入り切らなかった分のウィンナーもある」

　けれどキリハもルースも早苗の登場に驚いた様子はない。まるで友達に接するかのような気安さで笑え顔がおを覗かせている。二人とも早苗の存在にはすっかり慣れっこだった。

『ウッ、ちゃんとタコさんになってる!?』

「年頃の娘むすめのたしなみだ」

「そうなのですか？」

『嘘うそよ、そんなの。キリハはすぐに真顔で嘘を言うんだから………っといけない、本題を忘れる所だった。ねぇねぇ、味見して良い!?』

「構わないぞ。どうせ孝太郎に食べさせようと思っていたものだ」

『やった！』

　味見の許可が出ると、早苗は表情を輝かがやかせる。元々幼い彼女なので、そうすると子供じみた印象が強まって見える。だが何な故ぜか彼女は目の前のウィンナーに手を出さず、身を翻ひるがえして六畳間の方へ向かっていった。

『起きて孝太郎っ！　ねえったらっ！』

「ん～～～」

　六畳へ入った早苗は孝太郎を起こしにかかった。彼女がウィンナーを味見する為ためには、どうしても孝太郎の協力が必要なのだ。

　幽霊の早苗は物を食べる事が出来ない。だから味見をする為には誰だれか他ほ人かに取とり憑ついて感覚を共有するしかない。そしてその取り憑く相手というのが孝太郎だった。早苗は孝太郎と休戦する代わりに取り憑いて良いという取引をしていたのだ。

『早く起きてってばぁっ!!　タコさんウィンナーが冷めちゃうでしょっ!?』

「ん～～～、もう食べられない………むにゃふが………」

『あんただけ美う味まいもん食ってんじゃないわよぉっ!!』

　しかしそこはやはり孝太郎。早苗が呼ぼうが揺さぶろうが、全く起きる気配が無かった。しかも孝太郎は何かを食べる夢を見ているようで、その事がなおの事早苗の気持ちを逆さか撫なでた。

「ケケケ、まっけんじー、払はらいはお前に任せたからな………むにゃ………」

『くぅぅぅぅっ!?　あんたって奴やつは、どうしていつも幽霊の存在意義を否定するかなぁっ!!　もはや驚けとは言わん!!　せめてあたしの声を聞けっ!!　揺さぶられたら目を開けろ!!　愛くるしい早苗ちゃんに、ぐっどもーにんまいえんじぇるとゆえっ!!』

「泣くなよ、そのぐらいで………情けない………」

『泣きたくもなるわぁぁっ!!』

　全く起きる気配の無い孝太郎に寝ね言ごとで呆あきれられ、早苗の怒いかりは遂ついに頂点を超こえる。

『かっ、かくなるうえは………』

　半泣きの早苗は両手で孝太郎の襟えり首くびを掴つかんだままポルターガイスト現象を引き起こし、近くに転がっていた百科事典を宙に持ちあげた。幽霊ならではの大おお技わざだった。

『見てなさいよぉっ、いつも女が泣なき寝ね入いりをすると思ったら大おお間ま違ちがいなんだからっ!!』

　早苗はそう言ってニヤリと笑うと、百科事典を僅かに傾かたむけた。彼女は辞典の角で孝太郎の頭をド突くつもりだった。

『………ん？』

　しかし早苗がそれを実行に移そうとしたまさにその時、目の前で壁が光り始めた。それはルースが姿を現した時と全く同じ光景だった。

「よっと」

　違っていたのは光る壁から飛び出してきた人物が別人だったという事だけ。それ以外は全く同じ事が繰くり返かえされた。

　壁から飛び出て来たのは早苗よりも僅かに年上の少女だった。美しい金きん髪ぱつに真っ白なドレス、深く澄すんだブルーの瞳ひとみ。彼女の名前はティア。異星人の皇族で、先さき程ほど同じように現れたルースが仕える人物だった。

　ぐさっ

「ぐあああぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁぁっ!?」

「居たのか愚ぐ民みん」

　そして全く同じだったので、ティアはルースと同じように孝太郎の顔を踏んだ。しかしティアはルースとは違って孝太郎を踏まないようにしようという努力は皆かい無むで、しかも靴くつを履はいていた。だからその高いヒールが孝太郎の額にめり込んだ。

「イタタタタタタタタタタッ!?」

「学習しない奴じゃのう。何故いつもそこで寝ておるのじゃ？　まったく………だから愚民だというのじゃ」

　ティアは呆れたようにそう言うと、靴を鳴らしてスタッと畳に下り立った。白いドレスの裾すそがひらひらとなびく姿はとても様になっているのだが、踏まれた孝太郎はそれどころではなかった。

「馬ば鹿か野や郎ろうチューリップッ!!　何度言えば分かるっ!!　人を踏むなッ!!　部屋で靴履くなッ!!」

　孝太郎の額にはくっきりと赤いあざが出来上がっていた。ティアの全体重がヒールの先せん端たんにかかっていたので、流石の孝太郎も寝てはいられなかった。

「ああぁぁぁぁっ!?　こっ、この愚民がっ!!　またわらわを馬ば鹿かと言うたなッ!?」

「何度でも言うわこのボケェッ!!」

「まったく主人に対する心構えのなっとらん奴じゃっ!!」

　ガツンッ

　孝太郎とティアは額をぶつけあうようにして怒ど鳴なり合う。それは今にもキス出来そうな距きよ離りなのだが、興奮した二人にはそんな事は関係無かった。

「しかも何じゃっ!?　何故わらわにだけ文句を言う!?　そなたを踏むのはわらわだけではあるまいにっ!!」

「申し訳ありませんサトミ様。主従に渡る度たび重かさなる御ご無ぶ礼れいの段、わたくしの方からお詫びをさせて頂きます」

　いつの間にかルースも孝太郎達の傍そばへやってきていた。そして彼女はまるで自分が怒おこられているかのように、深々と孝太郎に頭を下げた。

「いいえ、ルースさんに詫びていただく必要はありません。顔を上げてください」

　しかし孝太郎は首を横に振ふった。孝太郎にはルースに文句を言うつもりなど欠片かけらも無かった。

「悪いのはチューリップだけです」

「しかし………」

「コラァァァァッ、愚民っ!!　なにゆえルースだけを許すっ!?　おかしいではないかっ!!　何故そうやってルースばかりをえこ贔ひい屓きするのじゃっ!?」

　ダンダンッ

　顔を真っ赤にして怒るティアは悔くやしそうに地団駄踏む。すると靴のヒールが何度となく畳に突き刺ささる。それを見た孝太郎は更さらに語気を強めた。

「当たり前だ馬鹿皇女っ!!　自分の胸に訊きいてみろッ!!」

「胸………？」

　ティアはきょとんとして自分の胸を見た後、続けてルースの胸を見る。

「で、殿でん下か?!」

　するとルースは顔を赤らめて両りよう腕うでで胸を隠かくした。

「………胸………」

　きょとんとした拍ひよう子しに一度は怒りが消えたティアだったが、いくらもしないうちに再び烈れつ火かの如く怒りだした。

「胸が大きければ許すというのかぁっ、貴様ぁぁぁぁぁぁっ!!」

　今度のティアの怒りはこれまでの比ではなかった。興奮したティアはすっかり我を忘れて孝太郎を怒鳴り付けた。

「違うわぁっ!!　どうしてそうなるんだっ!!」

『孝太郎っ、そんなあるかどうかも分からない胸の話なんてどうでも良いからさぁっ、味見味見!!』

「喧けん嘩か売ってるのか貴様らぁぁぁぁぁっ!?」

「いけません、殿下っ!!」

　こうして六畳間では朝から泥どろ沼ぬまの殴なぐり合あいが始まった。

「………ん、美お味いしく出来た」

　しかしキッチンに立つキリハはそれを気にした様子もなく、出来あがった味噌汁の味に満足して大きな笑顔を作った。

「今日という今日は、誰が飼い主なのかを教えてやるぅっ！」

「やってみろチューリップ！　お前の居場所は表の花か壇だんだけだ！」

「どこまで主人を馬鹿にすれば気が済むのじゃっ!!　この無礼者の原始人がぁっ!!」

「お二人ともおやめ下さいっ！」

『味見！　味見！』

「今日も平へい穏おん、事も無し、と………」

　キリハが落ち着いているのも当然で、このぐらいの騒そう動どうは一〇六号室では良くある事なのだった。





『いっただっきまーす！』

「はい、召めし上がれ」

　朝食の準備が済むと、早さ苗なえは孝こう太た郎ろうの背中に飛びつき首に腕うでを回した。早苗の言葉によるとその格好が取り憑き状態なのだが、一見すると子供が父親に甘あまえて抱だきついているようにしか見えない。

『早く食べて、孝太郎！』

「………」

　早苗は一刻も早く孝太郎に朝食を食べて貰もらいたくて仕方がないのだが、その孝太郎は食事ではなく真正面を睨にらみつけていた。

「………」

　孝太郎の視線の先には、ちゃぶ台を挟はさんでティアが座すわっていた。そのティアも同じように孝太郎を睨みつけている。二人は先さき程ほどからそうして睨み合いを続けていた。

　孝太郎の顔には額の踏ふみ跡あとの他に、引ひっ掻かき傷きずや噛かみ跡があった。対するティアも目めの辺あたりに青あざが出来上がっている。それらは先程まで繰くり広ひろげられていた格かく闘とう戦せんによるものだった。

「殿下、いつまでもそうしていては朝食が冷めてしまいますよ？」

「それはあの愚民に言え！　主人に手を上げる阿あ呆ほうにしつけをして何が悪い！」

　ルースは孝太郎とティアの間の席に座り、先程から何とかして二人を仲直りさせようとしていた。

「ハンッ、阿呆が聞いて呆あきれる」

「フンッ、ゴミムシめが」

　しかしお互たがいに完全にへそを曲げた二人は仲直りの兆きざしすらなく、苛いら立だたしげに顔を背そむけた。相あい性しようは悪いが、意地っ張りな所はそっくりな二人だった。

「しかし殿下、きっかけは我々が悪い訳ですから」

「知らぬ。家臣ならば事情には頓とん着ちやくせずに、わらわを尊重するべきじゃ」

「誰が家臣だ、誰が」

『大人げないなぁ………』

「そんな事は無い。チューリップが悪い」

　二人ともそっぽを向きながらも、結局は遠回しに当てつける。それは相手を強く意識していればこその意地の張り合いだった。

「いけないな孝太郎」

　そんな時、偶ぐう然ぜん孝太郎の視線の先にいたキリハが苦く笑しようする。

　キリハはルースの向かい側の席に座っていて、やはり孝太郎とティアの席の間にいた。ちゃぶ台を中心にして、孝太郎と早苗、キリハ、ティア、ルースの順。最近は自然とこういう配置で座ることが多くなっていた。だから孝太郎が顔を背けた先がキリハの顔だったのだ。

「汝なんじがそのように怖こわい顔をしていては、賢けん治じや静しず香かが心配するぞ」

「けどな、チューリップが───」

「そ・こ・ま・で」

　なおも声を荒あらげようとした孝太郎。そんな孝太郎の口をキリハのほっそりとした白い指先が塞ふさぐ。キリハは軽く身を乗り出すようにして孝太郎に笑いかけていた。

「我もそのような孝太郎は好まない。もっと笑顔の孝太郎が好きだ」

「え………」

　唇くちびるに触ふれている柔やわらかくあたたかな指先。それは孝太郎にはまるでキスでもされているかのように感じられた。そして目の前で輝く笑顔。その涼すずしげな眼まな差ざしに、孝太郎は吸い込まれそうな気分を味わっていた。

「良いか孝太郎、時には怖い顔をするのも良い。しかしそれを関係の無い人間にまで見せる事は無い。賢治や静香、そして我はそれを見ると悲しくなる。汝の大切な者達たちにまで、怒りを振りまいてはいけない」

「うっ………」

「怒りを収めろ孝太郎。それが我らと汝の為だ」

　キリハに穏おだやかに諭さとされ、孝太郎の怒りは一気にしぼんでいく。

　孝太郎がティアに怒るのはティアの身勝手さに腹を立てての事。だとしたら、孝太郎がティア以外に怒りをぶつけるのも身勝手だろう。

　キリハの笑顔を見て、孝太郎はその事に気付いたのだ。

『ちょっと待て～～～～いっ!!　黙だまって聞いていれば勝手な事をベラベラとっ!!』

「なっ、なんだっ!?」

　孝太郎がキリハに頷うなずきそうになった時、孝太郎にしがみついていた早苗が二人を怒鳴り付けた。早苗は孝太郎の首に回した腕に力を込め、首を絞しめそうな勢いだった。

『キリハッ！　あんた何自分だけ孝太郎の敵じゃないフリしてんのよっ！　孝太郎は別にあんたを怒鳴りつけても良いのよっ！　あんただって部屋の乗っ取りを企くわだててるんだからっ！　さり気なく無関係を装よそおうんじゃないわよっ!!』

「ふふふ、手厳しいな、早苗」

『孝太郎っ！　あんたもあんたよっ！　あんたに油断させて部屋を乗っ取ろうっていう、この女のいつもの手でしょうがっ！』

「すっ、すまん、つい………」

『ついじゃないついじゃっ！　いい加減にしてよね孝太郎っ！　こないだから何回引っ掛かかりそうになってんのよっ！　あたしがいなかったらどうなっていた事かっ！』

「悪かったから、落ち着け、なっ？」

『………反省してる？』

　孝太郎が詫わびると、早苗の声のトーンと腕の力が落ちる。

「してるしてる。もちろんだって」

『気苦労の絶えない美少女幽霊にお礼の言葉は？』

「いつも気を使って頂いて、ありがとうございます」

　実際、孝太郎は早苗に少しだけ感謝していた。それこそキリハに騙だまされずに済んでいるのは早苗が止めてくれているからこそなのだ。早苗と休戦中でなければ、とっくの昔にキリハに騙されていただろう。

『よろしい、だったらとっとと朝ごはん食べなさい。あたしはもうお腹なかがペコペコなのよ！』

　孝太郎の答えに満足したのか、早苗は彼かれに身体を押おし付けるようにして腕を伸のばし、ちゃぶ台の上を指さした。そこにはご飯に味み噌そ汁しる、焼いた塩しお鮭ざけ、そしてタコの形に切られたウィンナーが並んでいる。早苗の待ちに待った朝食だった。

「分かったよ。いただきます」

『孝太郎、タコさんウィンナーから食べてっ！』

　孝太郎が箸はしを取った時には、早苗の声はいつもの調子に戻もどっていた。その見た目の通りに、声は無む邪じや気きに明るく弾はずんでいた。

「………あのさ、早苗」

　ウィンナーに届く直前に、孝太郎の箸が止まる。

『なぁに？』

「いや、何でもない」

　───そういうお前はすっかりキリハさんに餌え付づけされちまったのな。

　そう続く筈はずの言葉を、孝太郎は途と中ちゆうで呑のみ込んでいた。何となくそうしたい気分だったのだ。

『そぉ？　だったら早くぅっ！』

「へいへい」

　───でも、どうしてそう思うんだろうな？

　自分でも、それが少し不思議な孝太郎だった。





「殿下、そろそろお時間です」

「うむ、分かった。参るとしよう」

　流し台で洗い物をしていたルースが六畳じよう間に戻ってくると、ティアはそれまで弄いじっていた空っぽの湯ゆ呑のみをちゃぶ台に置いて立ち上がった。すると彼かの女じよのドレスの裾が大きく広がって部屋の何分の一かを埋うめ尽つくす。この六畳という狭せまいスペースでは、彼女のドレスはそこにあるだけで酷ひどく邪じや魔まだった。

「それでは皆みな様さま、また後ほど」

「遅ち刻こくなどするでないぞ愚民」

「する訳ないだろ」

「なら良い。家臣の恥はじは我わが恥も同然じゃ。そなたもようやく家臣としての自覚が出て来たようじゃのう。良きかな、良きかな」

　そしてティアとルースは光る壁かべの向こうへと消えていく。彼かの女じよ達たちは一度宇宙戦せん艦かんに戻って着き替がえてから、独自のルートで吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへと向かう事になっているのだ。

「………勝手な事ばかり言いやがって………」

『あの子、どうあっても孝こう太た郎ろうを家臣にするつもりらしいわね』

　ちゃぶ台で食後のお茶を飲んでいた孝太郎と早さ苗なえは、ティア達が消えていった光る壁を溜ため息いき交じりに眺ながめていた。そんな二人に、一いつ緒しよにお茶を飲んでいたキリハが苦笑して軽く肩かたを竦すくめてみせる。

「それがティア殿どのの皇位継けい承しようの条件だ。退く訳にはいかないだろう。もっとも、退く訳にはいかないのは我も同じなのだがな。さて………」

　孝太郎がお茶を飲み終わるのを見届けると、キリハはちゃぶ台に残された湯呑みを全すべて流し台の方へ持って行った。

『ホー！』

『ハイホー！』

　それと同時に二体の埴輪はにわが一番玄げん関かんよりの畳たたみをひっくり返す。その下にはキリハの秘密基地へと繋つながるトンネルがぽっかりと口を開けていた。このトンネルは最初こそただ地面に掘ほられた穴だったのだが、いつの間にかコンクリートとタイルで綺き麗れいに補強されていた。これは二体の埴輪の努力の成果だった。

「我もそろそろ出かける事にする。クラスで会おう、孝太郎、早苗」

　キリハもティア達と同様に、孝太郎達とは別に春風高校へ向かうのが普ふ通つうだった。キリハにしろティアにしろ、余計な騒動は好まないのだ。

「ああ。行ってらっしゃ───」

『すと～～～～っぷ！』

　ゲシッ

　普通にキリハを送り出そうとした孝太郎の後頭部に早苗の拳こぶしが炸さく裂れつする。

『また騙されてるっ！　あの女に行ってらっしゃいなんて言わなくて良いのよっ！』

「そ、そうだった」

　───い、いかんいかん、すっかりキリハさんの思い通りになっちまってる！

　孝太郎は慌あわてて自分を戒いましめる。普ふ段だんのキリハのまともな言動に流されてすっかり忘れてしまいそうになるのだが、彼女の言葉は全て孝太郎を取り込もうという罠わななのだ。孝太郎が安易に気を許せば、明日にもこの部屋には地上侵しん略りやくに使う怪あやしい祭さい壇だんが築かれる事になる。

「ふふふ、我が本気で孝太郎に想おもいを寄せているとは思って貰えない訳か」

『あったり前でしょう!?　あんたのどこをつつけば、恋れん愛あいなんて感情が出てくるのよっ!!』

「………孝太郎、汝もそう思っているのか………？」

　キリハは笑え顔がおを消すと悲しげに目を伏ふせた。そして胸の前で両手を組み、甘えるように小声で囁ささやく。

「ううっ………ごくっ………」

　軽く潤うるんだ真まっ直すぐな瞳ひとみ、とろけるような甘い声。そんな彼女に圧あつ倒とうされ、孝太郎は思わず唾つばを飲み込んでいた。相手が敵だと分かってはいても、孝太郎も年とし頃ごろの男の子。そういう事をされるとどうしても目を奪うばわれてしまう。

『孝太郎ぉっ！　しっかりしてったらぁっ！』

「お、おう、す、すまん早苗」

　───いかん、本当にいかん！　分かっていてこれだ！

　孝太郎は焦あせり始める。キリハの攻こう撃げきは日を追う毎ごとに巧たくみになっていた。それはキリハが孝太郎の性格を知るにつれて、少しずつ戦法を切きり替かえているからだった。

「ふふふ、失敗か。………行ってきます、孝太郎」

　孝太郎の気持ちを知ってか知らずか、キリハは笑顔のままあっさりとトンネルの中に姿を消した。

　バタン

　二体の埴輪もそれに続き、最後に畳が閉じられた。

「………し、心臓に悪い………」

　孝太郎は心臓を高鳴らせたまま、キリハ達の消えた畳を見つめ続ける。

『あの女が一番タチが悪いわね………』

　そして早苗は憮ぶ然ぜんとした表情で忌いま々いましそうに溜め息をつくのだった。





「早苗、そろそろ行くぞ」

『あぁん、待って待ってっ』

　先に制服に着替え終わった孝太郎が荷物をまとめて学校へ向かう準備を済ませても、早苗はまだ自分の制服との格闘戦の真っ最中だった。胸むな元もとのスカーフは斜ななめに折れ曲がり、スカートに上着の裾すその一部が挟まって下着が覗のぞいていた。その上靴くつ下したも片方しか穿はけていない。服装には比ひ較かく的てき無む頓とん着ちやくの孝太郎から見ても酷ひどい格好だった。

「もっとちゃんとしろよ、お前………」

『ご、ごめん………てへへへへっ』

　早苗は照れ笑いをしながら靴下を穿いていく。その間に孝太郎は早苗の上着をスカートから引っ張り出し、胸元のスカーフを結び直してやった。

『アリガト、孝太郎』

「それは良いんだがな、そもそも何でお前が制服なんか着てるんだ？」

『可愛かわいいでしょ？』

　着替えが済むと、早苗は孝太郎の前でくるりと一回転してみせる。彼女の身体を包つつむ制服はサイズが合っておらず、多少大きかった。しかしその分初うい々ういしさが増し、孝太郎には早苗の言うように可愛らしく見えた。



















「おう。だけどそれよりも幽ゆう霊れいなのに着替えるのかとか、幽霊が着られる制服をどこから持ってきたのかとか、前から気になって仕方がなくてな」

『女の子なんだから良いのっ。そんな細かい事をいちいち気にしてたら禿はげるわよ？』

「細かい事かなぁ………」

　孝太郎は思わず早苗の制服をジッと見つめる。すると早苗は気取った仕草でスカートの裾をつまみ、ダンサーのように軽く頭を下げた。

『細かい事だよぉ～。映画の幽霊とかもいつの間にか違ちがう格好してるでしょ？　そういう決まりなのっ！　あぁっ、悲劇の乙女おとめ早苗ちゃんっ!!』

「そういやホッケーマスクの怪かい人じんも、場面ごとに違う武器持ってたなぁ………チェーンソーだったり、ナタだったり、斧おのだったり………どっから持ってくるんだろうなぁ、ああいうの………」

『あれと一緒にされるのは心外だわよっ!!　あんたってばどうしてイチイチそうなのよっ!!』

「おわぁぁっ!?」

　怒いかりに燃えた早苗は孝太郎に飛びつき首を絞しめ始める。

　ピンポーン

　だが玄関のチャイムが鳴ると早苗はすぐに腕の力を緩ゆるめ、孝太郎の背中から飛び降りた。

『おーい、コウ～～、起きてるか～～！』

『里さと見みく～～～ん！』

　やがてそんな声も聞こえてくる。孝太郎の友人である賢けん治じと静しず香かが迎むかえに来たのだ。

「起きてるぞ！　すぐ行く！」

　孝太郎は玄関に向かって怒ど鳴なると、近くに置いてあった鞄かばんを担かついだ。

「早苗、忘れものは無いな？」

『うん。もうダイジョブだよ』

　早苗は部屋の電気を消すと、先へ行く孝太郎を追って玄関へ向かう。

『孝太郎は？』

「俺は………」

　早苗に言われ、孝太郎は玄関で片足を靴くつに突っ込んだ所で一度動きを止めた。

「んー、何か忘れてるような気がするけど」

『何かって何よ？』

「わからん。すぐに思いつかないくらいだから、大した事じゃないんだろう」

『ほんじゃ行こう、孝太郎』

「おう」

　孝太郎は早苗に頷くと、考えるのを止めて両足を靴に突っ込んだ。

「大家さんに姿が見えないようにするの忘れるなよ？」

『あいあいさー♪』

　こうして孝太郎達たちは一〇六号室から姿を消した。





　孝太郎達が居なくなると途と端たんに一〇六号室は静かになる。音を出しているものといえば時計と冷蔵庫ぐらいしかない。だから部屋の中には外の鳥の鳴き声や、遠くの幹線道路を走る車の音が届いていた。

　しかし時間が経たつにつれて、部屋の外から聞こえてくる音も次し第だいに大きくなっていく。通勤時間に差さし掛かかると多くの人間が表を歩くようになり、自転車や車も走り始めて多少騒そう々ぞうしくなる。そして近所の小学生の通学時間になるとそれは最高潮となり、歓かん声せいの合間に子供達の悪戯いたずらで不ふ審しん者しや除よけのブザーが鳴ったりしてかなりやかましくなる。だがそれも三十分も経つと収まり、部屋には静けさが戻ってくる。

　ゴソッ

　そんな時、一〇六号室で怪しい物音がした。音の出所は押おし入いれの中。そしてその次の瞬しゆん間かん、押入れのふすまが勢い良く開いた。

「ちっ、ちっ、遅刻ですぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　押入れの上の段には一人の少女の姿があった。下の段には孝太郎の私物が入っているのだが、何な故ぜか上の段には布団ふとんが敷しかれていて、その上に半泣きの少女が座っていた。

「どっ、どうして皆みなさん起こして下さらないんですかぁぁぁぁっ!!　………って、いやぁぁぁぁぁぁっ、もう誰もいないしぃぃぃぃぃぃっ!!」

　彼女の名前はゆりか。孝太郎達にはコスプレイヤーとして親しまれている人物だった。先さき程ほど孝太郎が何かを忘れているような気がすると言っていたのは彼女の事だったのだ。

「あぁぁぁぁぁぁっ、今日で遅刻十回目ぇっ！　絶対に先生にどやされるよぉっ！　皆さん酷いですぅっ！　私が遅刻が多いのを知っていて置いていってぇっ!!」

　ゆりかは押入れに入ったまま、大おお慌あわてでパジャマから制服へ着替えていく。押入れの上の段には小さな棚たなが増設されていて、そこには彼女の私物がいくつも並んでいた。着替えもそこに並んでいるものの一つで、彼女は押入れの中の狭さをものともせず、慣れた手つきで着替えていく。驚おどろくべき事だが、ゆりかは押入れの上の段を自分の部屋として利用しているのだった。

「よしっ、着替え終わりっ！　急がないと、一時間目にも間に合わなくなっちゃいますぅっ！」

　着替えが済んだ彼女は、通学用の鞄を掴つかむと慌てて押入れから飛び出した。

　バリッ、グシャアッ

　その途端、足の下で不ふ穏おんな音がする。

「………あれ？」

　音に気付いたゆりかが下を見ると、自分の足の下に白いビニール袋ぶくろが見えた。

「まっ、まさか………」

　ビニールを見た瞬間、ゆりかの背中に戦せん慄りつが走った。驚いたゆりかは急いでいるにも拘かかわらず、ゆっくりと足を持ち上げた。もしゆりかの想像の通りなら、これは彼女にとって遅刻を遥はるかに上回る重大事件だった。

「いっ、いやあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　足の下にあったもの。それはゆりかの恐おそれていた通り、彼女の主食であるカップ麺めんだった。ゆりかは飛び降りた拍ひよう子しにビニール袋に詰つまったカップ麺の多くを踏ふみ潰つぶしてしまったのだ。

「どっ、どうしてこんな場所にっ!?　ちゃんと向こうに置いておいたのにっ!?　なんでっ、なにがっどうしてぇぇぇっ!?」

　ゆりかはすっかりパニック状態だった。

　この構造的な不ふ況きようの折、カップ麺の価格は高こう騰とうしていた。おかげで特売でも一個九十八円がせいぜい。そんな大切な食料を、ゆりかは踏み潰してしまった。踏み潰した数は六つ。ゆりかの二日分の食料が、足の下に消えた事になる。

「集めたら、たっ、食べれるかなぁっ!?」

　おかげでゆりかの負った精神的なダメージは甚じん大だいで、彼女は這はいつくばるようにして動きを止めた。そして踏み砕くだいて畳に散らばった麺を凝ぎよう視しする。

「………だっ、だめよゆりかっ、そんなはしたない事っ!!　拾って食べるなんてそんなぁっ!!　体にも悪いしぃっ!!」

　とっさに拾って食べる事を考えたゆりかだが、そこはなけなしのプライドが抵てい抗こうした。しかし現在の彼女の経済状じよう況きようやカップ麺への愛着が、そのプライドをじわじわと侵しん食しよくしていく。

「でも拾わないとぉっ!!　二日も何も食べないでっ、あぁぁぁっ、でもぉっ、でもぉっ、拾って食べたら人としてっ、あぁぁっ、でもでもぉっ、何も食べないで二日は、二日はぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ゆりかは迷っていた。

　畳の上に撒まき散ちらされたカップ麺を、拾い集めて捨てるか、それとも食べるのか。それは単純な二択たくなのだが、ゆりかにとってはそれ以上の深い意味があった。

　ゆりかの中で激しい葛かつ藤とうが繰くり広ひろげられていた。生存の為ための食料を捨てるのか、それとも人間としてのプライドを捨てるのか。彼女は人としての重大な局面を迎えていたのだ。

「………でもぉっ、プライドを捨てればお腹は膨ふくれるっ！　そうよゆりかっ、プライドは生きているからこそっ！　まずはお腹を膨らませないとっ！　生きないとっ！　でないとプライドも守れないっ！」

　最終的にゆりかが捨てたのはプライドの方だった。彼女にはどうしてもカップ麺は捨てられなかった。あの化学調味料の味が、ふやけたインスタント麺の歯ごたえが、彼女には忘れられなかった。

「命を大切に！　物を大切に！　魔ま法ほう少女の目的にも叶かなう筈はずっ！　子供達にいろいろなものを大切にする事を教える為にもっ!!」

　一度決断したゆりかの行動は早かった。砕けた麺を丁てい寧ねいに拾い集め、ビニール袋に回収していく。

　この日、ゆりかは二時間目にも間に合わないほど大きく遅刻する事になる。この調子ではいずれ進級も捨てないといけない日がやってくるかもしれない。

「ゆりかふぁいおー！　ゆりかふぁいおー！」

　しかし今の彼女にとって大事な事はただ一つ。命の次に大切な食料を欠片かけら一つ残さず回収するという事。それ以外は欠片も考えていなかった。

「これは魔法少女としての宿命っ！　大切な使命っ！　仕方の無い事なんですぅっ！」

　自じ称しよう、愛と勇気の魔法少女☆レインボーゆりか。

　誰もがゆりかをコスプレイヤーだと思っているが、仮に彼女が本当に魔法少女だったとしても、子供のファンは諦あきらめた方が良さそうだった。





　ゆりかが登校してしまうと、部屋は再び静かになる。

　一〇六号室には午前中の早い時間特有の静かな空気が漂ただよっていた。時折買い物に出かける婦人達たちの声が聞こえてくるものの、幹線道路から離はなれた場所にあるころな荘そうは基本的に静かなままだった。そしてこの静けさはそのまま午後まで続く。

　午後の二時を回ると、授業を終えた子供達が次々ところな荘の前を通っていく。帰ったら何をして遊ぼうか、昨日見たテレビ番組は面おも白しろかったか、給食のプリンが美お味いしかったかなど、子供達のとりとめの無い会話が次々と部屋に飛び込んでくる。更さらに時間が経たつと、ころな荘の前から聞こえる声の年ねん齢れいは少しずつ上がっていき、近所の公園からは子供達の歓声が聞こえてくるようになる。

　一〇六号室に人が戻ってくるのは、大体そういう時間だった。

「ただいま帰りましたー」

　最初に部屋へ帰ってくるのはルース。彼女の良く通る声が無人の部屋に響ひびき渡わたる。彼女は大きな買かい物もの袋ぶくろを抱かかえて玄関に姿を現した。ルースは他ほかの四人の少女達とは違って信用されているので、孝こう太た郎ろうから買い物を任されている。彼女の抱えている袋の中身は、孝太郎達の夕食の材料なのだ。

「あれ？　なんでしょう、これ………」

　冷蔵庫に食材をしまいこもうとしたルースは流し台の上に置かれているビニール袋に気付いた。彼女が中を覗き込むと、そこには発はつ泡ぽうスチロール製のカップの破は片へんと一緒に、バラバラに砕けたインスタント麺が入っていた。

「………どうやらゴミのようですね」

　スチロールの破片は細かいものも多く、一緒に部屋の埃ほこりも混じっていた。バラバラの麺が食べ物なのはルースにも分かるが、ゴミの混じったものを食べる訳にもいかない。そんな訳でルースは勿もつ体たい無ないと思いつつも、それらをゴミ箱へと放ほうり込んだ。几き帳ちよう面めんな彼女なので生ゴミと燃えるゴミに分別する事も忘れない。

「さてと、今度は」

　ゴミ捨てを済ませた彼女は手を洗い、食材を冷蔵庫へしまっていく。最初の頃は地球式のやり方に戸と惑まどっていたものの、今のルースの手つきには迷いは感じられない。これは半月経って慣れたという事もあるが、多分に彼女の性格による部分が大きい。護衛官という役職のイメージに反して家庭的な事が得意なルースなのだった。





　ルースが食材を冷蔵庫へしまい終わった頃、今度は二人の人間が一〇六号室へ帰ってきた。

「しかし毎回毎回トランプばかりというのも芸が無い。ここはひとつ来月の体育祭の種目で勝負してみてはどうじゃろう？」

「確かにティア殿の言うように、トランプばかりというのも面白味に欠ける。とはいえ体育祭では体力ばかりの勝負になってしまうのでは？」

　玄関のドアを開けて姿を見せたのは、ティアとキリハだった。二人は和なごやかなムードで五月の上じよう旬じゆんに行われる体育祭の事を話し合っていた。

「例のホレ、部活対たい抗こう障害物マラソンという種目があったじゃろう？　あれなら心技体、三さん拍びよう子しの揃そろった勝負が出来るじゃろう」

「なるほど、あれなら確かに………」

「お帰りなさいませ殿でん下か、キリハ様」

「ただいま帰った」

「ただいま」

　冷蔵庫を閉めて立ち上がったルースが笑顔で出で迎むかえると、二人はまるで自分の家にでも帰って来たかのような気軽さで部屋にあがってきた。

「殿下っ、靴くつ、靴っ！」

「おっとっと」

　靴を履はいたまま玄関のマットに乗ってしまったティア。彼女は慌てて玄関のコンクリート床ゆかに下りて靴を脱ぬいだ。

「………変わった習慣の国だ」

「そう仰おつしやらずに」

「愚ぐ民みんも家臣ならば国の習慣よりわらわの習慣を優先すればよいだろうに」

「相手の国の習慣を尊重するのはマナーでありますれば」

　靴を脱ぐという習慣になかなか馴な染じめないティアは不満げだ。部屋の中で靴を履いていると孝太郎が怒りだす事もそれに拍はく車しやをかけている。意地っ張りなティアなので、もしかしたら孝太郎が怒おこらない方が素す直なおに靴を脱ぐのかもしれなかった。

「そんな事は良い。キリハ、先さき程ほどの話じゃが、わらわは孝太郎と掛かけ合あってみようと思うのじゃが、どうじゃろう？」

「我もそれで構わない。ティア殿どのの提案を支持しよう」

　キリハは素直にティアの提案を受け入れたが、そこにはキリハのしたたかな計算があった。体育祭の種目で勝負するなら、体格で劣おとるティアが不利になる事は間ま違ちがいない。また、ティアが地球のスポーツに慣れていないという事もある。そして早さ苗なえは幽ゆう霊れいで参加しないのだから、実質キリハは孝太郎と戦う事だけを考えていれば良いという事になる。

　───とはいえ、あの笑顔の向こうで何を考えているやら………。油断は禁物、という事か………。

　だが先程からティアは自信ありげに笑っていた。その笑顔がキリハに一いち抹まつの不安を感じさせる。そこでキリハは頭の中で策を巡めぐらせ始めた。目には目を、策には策を。準備はしておくに越こした事は無いのだった。





　キリハ達がそんな話をしていた頃、玄関にまた一人の人間が姿を現した。

「ただいま～～～」

「おかえりなさいませ、ゆりか様」

「ただいま帰りました、ルースさん」

　帰って来たのはゆりかだった。彼かの女じよはドアを開けて玄関に入ると、何故かそこで思い切り溜ため息いきをついた。

「はぁ～～～」

「………どうかなさったのですか、ゆりか様？」

「それがそのぉ………先生に怒られてしまって………私ぃ、遅ち刻こくが多いから………」

「そうでしたか」

　ゆりかが溜め息をついたのは担任の教師に叱しかられたからだった。放課後に遅刻の事でこってり絞しぼられたので、彼女は落ち込んでいたのだ。

「元気を出してください、ゆりか様」

「ありがとうルースさん。そうですよねっ、へこんでばかりはいられないし！　ゆりかふぁいおー！」

　ルースに励はげまされ、少しだけ元気を取とり戻もどしたゆりかは何とか笑顔を浮うかべる。だがその直後、ゆりかは流し台の上を見て目を丸くした。

「あれれっ？」

「どうかなさいましたか？」

「ルッ、ルースさん、こっ、ここにビニール袋がありませんでしたかっ!?　白い、大きめのスーパーの袋なんですけどっ!!」

　途端にゆりかは慌あわて始める。ゆりかは今朝、流し台の上にビニール袋を置いて出かけた。それは帰ってきたら食べるつもりだった彼女の夕食だったのだが、その大切な袋が綺き麗れいさっぱり消えてなくなっていたのだ。

「ああ、あのゴミなら捨てましたけど」

「すっ、捨てたっ!?　捨てちゃったんですかっ!?」

「はい………それが何か？」

「きゃああぁぁぁぁぁぁっ！」

　ゆりかはルースの言葉に答えなかった。それどころではなかった。

　ババッ、バッ

　ゆりかは靴をもどかしげに脱ぎ散らすと、大慌てで流し台の横のゴミ箱へと駆かけ寄よっていく。

「お願いっ、無事でいてっ！」

　ガコンッ

　そしてゆりかは祈いのるような気持ちでゴミ箱の蓋ふたを開けた。それはもう、かつてないぐらいに全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけたピュアな祈りだった。

「ゆりか様？」

「ああっ………」

　しかし現実は無情だった。几帳面なルースはビニール袋を開けて中身を分別して捨てていた。おかげでカップの破片は燃えるゴミに、インスタント麺は生ゴミに、それぞれ分けて捨てられていた。

「どっ、どうしてこんなことに………」

「どうなさったんですか、ゆりか様？」

　インスタント麺は完全に他の生ゴミと混じり合ってしまっていた。こうなってしまうと、いくらゆりかでも食べようとは思わなかった。

「あ、あぁぁぁぁぁっ」

　ゆりかは激しく落らく胆たんした。そしてそれを追いかけるようにして、猛もう烈れつな食欲が湧わき上あがってくる。食べようと思っていたものが失われた事、そして食べ物が無くなったという現実を知り、かえって食欲が刺し激げきされてしまったのだ。

「も、もうっ、た、立ち直れないっ………」

　ぐぅぅぅぅ

　涙なみだを流しながらその場にへたり込んだゆりかのお腹なかが盛大に鳴る。それは後ろに立っていたルースにもはっきりと聞こえたほどだった。

「どうしてっ………どうして私ばっかりこんな目に………私、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってるのに………しくしくしくしく………」

「ゆりか様、どうなさったんですか、ゆりか様！」

　ゆりかにはもうルースの声など聞こえていなかった。彼女は顔を伏ふせたまま、しくしくと泣き続ける。その顔からはボタボタと涙がこぼれ、床にまだら模様を描えがいていく。するとそのまだら模様の中に、ひとかけらのインスタント麺がゆらゆらと浮かんだ。それに気付いたゆりかは、慌てて自分の涙の中からインスタント麺の欠片をつまみあげた。

「殿下っ！　キリハ様っ！　ゆりか様がっ！」

「なんじゃ、どうした？」

「ゆりか？」

　ルースに呼ばれてティアとキリハも台所に顔を出したが、やはりゆりかが顔を上げる事は無かった。

「こ、これだけっ………？　私ぃっ、このひとかけらだけで、これから二日間過ごすの………？」

　ぐぅぅぅぅ

　ゆりかは鳴り続けるお腹を抱え、ただただ、手の平の上の小さな欠片を眺ながめ続けるのだった。





　一〇六号室では夕食の後にトランプをやるのが通例となっている。だがこれはゲームをやって親しん睦ぼくを深めようなどという楽しげなものではなく、この部屋の覇は権けんを賭けて行われる真しん剣けん勝負だった。



　一〇六号室には六畳じようの畳たたみがある。そのうちの一畳には家具が置かれているので、残りは五畳。部屋の所有権を主張する人間も五名。そんな訳で現在彼かれらは一畳ずつをその支配下に置いている。

　孝こう太た郎ろうの畳は部屋の中央のもので、ちゃぶ台が置かれていない時は彼は主にそこに座すわっている。布団ふとんを敷しくのもこの位置だ。

　その南側、窓まど際ぎわの一畳が早さ苗なえの畳だ。彼女の定位置はそこなのだが、しばしば彼女は孝太郎の背中に乗っているので、その位置には居ない事が多い。だがちゃぶ台が部屋の中央に置かれると孝太郎は窓際に後退するので、彼女も一いつ緒しよにこの畳に戻ってくる事になる。

　キリハの畳は一番台所に近い位置にある。例の地下に続くトンネルの真上の畳だ。生活するには不便な位置だが、実は彼女にはトンネルに入ってすぐの所に秘密基地があるので不自由はしていない。

　ゆりかの畳はキリハの隣となりで、押入れの目の前の一畳だ。ゆりかはいつの間にか押おし入いれの中に住んでいたので、自然とその位置が割り当てられた。だが押しに弱い彼女はしばしば他の侵しん略りやく者しやの越えつ境きようを許し、悔くやしい思いをする事が多かった。

　ティアの畳は部屋の一番奥おく、例の光る壁かべの真ん前だった。ティアはそこにしばしばお茶用のミニテーブルとチェアを置く。すると着ている大きなドレスとも相まって、大たい抵てい隣となりの畳にはみ出だしていく。ゆりかの畳を侵しん犯ぱんするのは得てしてティアなのだった。



　さて、それぞれの畳は百八十のポイントに換かん算さんしてその支配権が計算されている。一ポイントは一センチメートルにあたり、百八十ポイントで百八十センチ、一畳となる。トランプを始めとするゲームはこのポイントを賭けて争あらそわれている。つまり勝って他の者からポイントを奪うばう事は、領土を広げるという事なのだ。

　勝負は一日五回行われ、各自が得意なゲームを一回ずつ行うのが普ふ通つうだ。これを繰くり返かえし、最終的に五畳じよう分ぶんの合計九百ポイントを集めた者がこの部屋の所有者となる。これは陸戦規定への署名後に定められた新たな取り決めだった。



















　現在のポイントは勝負事の苦手なゆりかの一人負け状態で、彼女のポイントだけが百六十を割っていた。他の四人は似たり寄ったりで、百八十点台を維い持じしている。ティアがたびたびゆりかの畳を侵犯するのは、これが背景にあるからなのだ。このままの状態が続けば、遠からずゆりかが部屋を追い出される事になるだろう。



　そんな訳で今夜もトランプが五ゲーム行われる予定だったのだが、いつまで経たってもゲームが始まる気配はない。全員がちゃぶ台に集まっているにも拘かかわらず、彼らは何もせずにいた。





「キリハさん、ゆりかの奴やつどうしたんだ？」

「それなのだが、どうやらゆりかは二日分の食料を駄だ目めにしてしまったようなのだ」

『それであんなにたそがれてるのね………』

　孝太郎達たちがトランプを始めなかったのは、ゆりかのせいだった。

「あははははっ♪　うふふふふふっ♪　ふぁいお～～～♪　ゆりかふぁいお～～～♪　すきす～きカップ麺～～～♪」

　ゆりかは呆ほうけたような表情で笑い声とも歌声ともつかない奇き妙みような言葉を繰り返していた。バイトが済んで孝太郎と早苗が一〇六号室に戻ってきた時からゆりかはその状態だった。流石さすがにこの状態でゆりかにトランプをさせる訳にもいかず、今夜の勝負は中止となった。

「それで、あれは何を握にぎり締しめてるんだ？」

「かっぷめんとかいう奴の欠片かけらじゃ。あのひとかけら以外は全部駄目にしてしまったようじゃ」

「ふぁいお～～～♪　ゆりかふぁいお～～～♪　わたし～はまほうしょうじょ～～～♪」

「サトミ様、実はわたくしがゆりか様の食料をゴミと勘かん違ちがいして捨ててしまったんです」

　痛々しいゆりかの様子に表情を曇くもらせながらルースが説明する。

「バラバラのスチロール片へんや埃ほこりと混じってたから、てっきりゴミだとばかり………」

　責任を感じていたルースは終始申し訳なさそうな表情を崩くずさなかった。

「そうでしたか………よし」

　話を聞いた孝太郎は素す早ばやく決断した。ゆりかだけなら迷ったのだが、ルースが噛かんでいるなら事情は少し違ちがう。孝太郎は早さつ急きゆうにこの状況を解決するつもりになっていた。

『どうするのよ？』

「まあ見てろって………おい、ゆりか」

「あいとゆうきをしんじてる～♪　たいせつなのはいのちときずな～♪　みんなだいすき～♪　ごはんもりもり～♪　ご、ごはん、もりもり………もりもり………」

「おわっ!?」

「うっうっ、うっうっうっ」

　しかしゆりかは全然孝太郎の声を聞いておらず、それどころか突とつ然ぜん泣き始めた。自分で歌う歌詞の内容にへこんでしまったのだ。

　ごはんもりもり。

　今の彼女には切なすぎる歌詞だった。

「かくなる上は………」

　突然泣き始めたゆりかに驚き思わず飛び退すさった孝太郎だが、このままゆりかを放っておくつもりは無かった。孝太郎は気を取り直すと再びゆりかに近付き、彼女の手の中のインスタント麺めんの欠片を素早く奪い取った。

「あぁぁっ!?　かえしてっ!!　返して下さぁいっ!!　それは明後日までの最後の食料なんですぅぅぅっ!!」

　するとようやくゆりかの意識が孝太郎の方へ向いた。最後に残された食料を奪われた彼女は大おお慌あわてだった。

「おい、ゆりか、こんなものじゃなくて、普通にメシが食いたくはないか？」

「えっ………？」

　孝太郎の一言に、ゆりかの動きがピタリと止まった。

　ぐぅぅぅぅぅ

　同時にゆりかのお腹が鳴る。彼女の身体は正直だった。

「そ、それは、願っても無い事ですがっ、でっ、でもまた、畳を何ポイント分かよこせって言うんじゃないんですかぁっ!?」

「そうしたいのは山々なんだがな、事がお前だけの話じゃないから、この二日間は免めん除じよだ」

「ほっ、ほんとに良いんですかぁっ!?」

「サトミ様！　ありがとうございますっ！」

　ゆりかとルースの顔が笑え顔がおに変わる。

「おっ、おぉぉぉぉぉっ、里さと見みさんっ、出会った時からあなたは良い人だと思ってましたぁぁぁぁぁっ!!」

『よく言うわねぇ………』

　ゆりかは感激して泣き始め、孝太郎の手を握り締めて激しく上下に振ふる。そんなゆりかの様子に、早苗は孝太郎の背中に乗ったまま大きな溜め息をついた。出会った日、ゆりかは孝太郎を酷ひどい人だとかいじめっ子だとか言っていたのだ。

　───でも、あたしだってあの時はこうなるなんて思ってなかったけどさ………。

　早苗はそんな事を考えながら、孝太郎に抱だき付つく力を僅わずかに強めた。

「ありがとうございますサトミ様、お気き遣づかい頂いて………」

「なはははっ、ルースさんに二日も暗い顔をさせるぐらいなら、ゆりかに飯ぐらい食わせます」

　人間は二日くらい何も食べなくても死にはしない。ちょっとハードなダイエットぐらいの話だろう。けれどルースがそういうゆりかを見て暗い顔をしているのは、孝太郎には我が慢まんならなかった。

「まぁ………。ありがとうございます、サトミ様………」

　するとルースは軽く顔を赤らめて笑顔を作り、深々と頭を下げた。そうやってルースに真っ向から感謝されると、孝太郎はなんだか嬉うれしいようなくすぐったいような気分にさせられた。

「頭を上げてくださいルースさん。別にそんな大層な事じゃないですから」

「けれどサトミ様、人は事の大小だけで生きていく訳ではございませぬゆえ」

「………うぉい、愚ぐ民みん」

　そんな時、ティアの鋭するどい視線が孝太郎に突つき刺ささった。

「な、なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

「朝もそうじゃったが、何な故ぜわらわとルースとでそんなに対応に大きな違いがあるのじゃ？　それではルースになら忠誠を誓ちかっても良いと言わんばかりではないかっ！」

　ティアは悔しそうに唇くちびるを噛み締め、頬ほおを大きく膨ふくらませて孝太郎を睨にらみつける。ティアを知らない人間からすると可愛かわいくも見える姿だが、彼女は真剣に怒っていた。

「ったく、何を言い出すかと思えば………」

「ナニィ!?　ならば納なつ得とくのいく説明を聞かせて貰もらおうではないかっ!!」

　大げさに溜め息をついた孝太郎に、ティアは更に激げき昂こうする。孝太郎は涼すずしい顔でその気き迫はくを受け流し、早苗、ティア、ゆりか、キリハと順番に指さしていく。

「変な奴、変な奴、凄すごく変な奴、変な奴と四人も変な奴が居て、そこに一人まともな人が交じったら、優やさしくしようって思うに決まっとるだろーがっ!!」

「馬ば鹿かなッ!?　何故わらわが変な奴なのじゃっ!?　わらわはそなたの主人なのじゃぞっ!?」

「何が主人だっ！　ルースさんの日ひ頃ごろの苦労が分からんのかっ！」

「くっ、苦労だなんてそんなっ」

「ホレ見ろ愚民！　ルースは苦労などしておらんっ！」

「これほど出来た人が、本人を目の前に苦労していますなんて言う訳がないだろうがっ！」

「本当に苦労してはおりませんっ！　本当でございますっ！」

　大おお騒さわぎする孝太郎とティア、そしてその隣で妙みように焦あせっているルース。その様子からするとルースが日頃何を思っているのかは言うまでもない事なのだが、当の二人はまるでそれに気付いていなかった。

「フンッ、まぁ良い。そなたが何を思おうと、この部屋の支配権を握にぎれば良いだけの事。そうなれば部屋もそなたも我わが物ぞっ！」

「そううまくいくかな」

「いかせてみせよう！　それが皇族たるものの力ぞ！」

「返り討うちだっ！」

　そうして孝太郎とティアが睨みあった時、これまでずっと黙だまっていたキリハが口を挟はさんだ。

「そこで孝太郎、我らに一つ提案があるのだが」

「………提案？」

　気勢を削そがれ、孝太郎の目がキリハの方を向く。

「そうだ。汝なんじも我らも戦う気は十分。しかし毎日の定期戦だけではその気迫だけが空回りしている。そこで趣しゆ向こうを変えた勝負をしたいのだ。無論、配点は定期戦よりも高めに設定する」

「どういう事なんだ？」

「なに、今度の体育祭に部活対たい抗こう障害物マラソンという種目があるじゃろう？　わらわ達でそれに出場して、その順位で競きそおうというのだ。毎日カードだけというのも味気なかろう？」

　キリハの説明をティアが継つぐ。この時にはティアの興奮も収まり、普ふ段だん通りの口調に戻っていた。

　───この競技で大きく勝って、愚民にわらわの偉い大だいさを思い知らせれば良い………。

　ティアにはそんな計算があった。

「面おも白しろいじゃないか。そういうスペシャルマッチがあった方が緊きん張ちよう感が出るしな。俺は賛成だ」

　孝太郎はすぐに同意した。昔から運動会ではスターだった孝太郎には断る理由など無かった。

　───ふふふっ、体育祭で俺に挑いどんだ事を後こう悔かいさせてやるからな、チューリップめ………。

　自信満々の孝太郎は口元を歪ゆがめて不敵に笑った。

「わ、私も賛成しますぅっ！」

　いつもなら勝手に決めるなというゆりかだが、ここは大人しく従った。二日分の食しよく糧りようが手に入るかどうかの瀬せ戸と際ぎわなので、孝太郎が賛成なら自分も賛成のゆりかだった。

『ちょっと待ってよ。あたしはどうするのよ？　体育祭なんて、あたしは参加できないじゃない』

　だがそこで反対したのが早苗だった。幽ゆう霊れいの彼女では、この競技に参加する事が出来ないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。そこはきちんと考えてある。早苗は事前に我々四人のうちから誰だれか一人を選び、その人間の順位と同じ順位になったとして処理する」

『事前に選ぶ？　どういう事？』

「例えばこういう事だ。早苗が仮に我を選んだとしよう」

『そんなの絶対に嫌』

「まあ聞け早苗、ただの例え話だ。………それで我が二位になったとする。すると早苗、汝も二位になったとして扱あつかう。同着で二位が二人出たという形になる訳だな」

　すると三位の人間は四位に、四位の人間は五位に、それぞれ繰くり下さがる。簡単に言えば早苗は応おう援えんしている人間と同じ順位になるという事だ。

『なるほど、一いち蓮れん托たく生しようって事ね』

「そういう事じゃ。とはいえこれではそなたの能力が反映されずに多少不利ではある。そこで誰の事も選ばずに、そなたの順位を三位に固定するというやり方もある。どちらか好きな方を選ぶが良い」

　五人で争っているので、三位の人間は得点に変動が無い。これなら有利も不利も無かった。

『うーん………』

　孝太郎の背中に乗ったまま、早苗は片手を頬ほおにあてて考え始める。

『参加しないってのも、それこそ味気ないのよねぇ………』

　そのまま早苗はキリハ、ティア、ゆりか、と順番に顔を眺め、最後に目の前の孝太郎を見た。そしてしばらく孝太郎の横顔を眺めた後、早苗は大きく笑顔を作った。

『よし、決めた！　あたしは孝太郎と一蓮托生にする！』

「ん？　俺で良いのか？」

『障害があるったって、基本はマラソンなんでしょ？　あんたが一番体力ありそうじゃない。それにあんたとは休戦中でしょう？』

「なるほどな。俺を選んだ事は後悔させないぞ、早苗」

『にゃはは、期待してる』

　早苗は笑顔で頷うなずくと、頬に当てていた手を孝太郎の首に戻した。

「よぉし、これで決まりじゃ！　わらわ達たちはスペシャルマッチとして、部活対抗障害物マラソンに参加するっ！」

　こうして孝太郎達は、体育祭の種目で対戦する事となったのだった。











　　　侵略者の一日　四月二十七日（月）





　四人の侵しん略りやく者しや達たちがころな荘そう一〇六号室に居い座すわってから、既すでに半月以上の時間が流れていた。その間に部屋の所有権を巡めぐってトランプを始めとするゲームで一進一退の攻こう防ぼうが続いていたのだが、孝こう太た郎ろうとて馬ば鹿か正しよう直じきにそれだけでこの問題を解決しようとは思っていなかった。あまり良くない頭をフル回転して、きちんと対策を練っていたのだ。

　そんな孝太郎がこの日訪おとずれたのは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうのコスプレ研究会。目的はもちろん侵略者への対策だった。

「………そんな訳で、そいつは場所や状じよう況きようを弁わきまえずにコスプレを繰り返しているんです。だから皆みなさんにコスプレのなんたるかを、きちんとそいつに教えてやって頂きたいんです」

　孝太郎は会議用のデスクに座り六人の女の子と向かい合っていた。その六人は、研究会の会長以下、会員が五名。コス研は女性ばかりの研究会で、編み物研究会同様に弱小の部活動だった。

　コスプレ研究会を訪れた孝太郎は、研究会の人達に事情の説明の真っ最中だった。知り合いにコスプレイヤーが居る事。そのコスプレイヤーがＴＰＯを弁えずにコスプレしているという事。孝太郎はそういった事を順番に説明していった。

「そしてこれが、問題のコスプレイヤーの写真です」

　大方の事情の説明が済み、孝太郎は一枚の写真を取り出してデスクの上に置いた。すると真正面に座っていたコス研の会長が写真を手に取った。

「なるほど………この子が………」

　写真には魔ま法ほう少女の衣装を身に付けたゆりかの姿が写っていた。

「可愛かわいい子ですね。衣装はオリジナルの魔法少女かな？」

「なかなか仕立ての良さそうな衣装を着てるじゃない」

「オーダーメイドかしら？　何にせよかなりお金がかかってるわね………」

「この杖つえを見て?!　出来が半はん端ぱじゃないわよ?!」

「どうやら覚かく悟ごだけは一人前みたいだね」

　会員達も会長の横から写真を覗のぞき込み、口々に感想を述べていく。

「このまま放置すればいずれ皆さんにもご迷めい惑わくをおかけする事になると思います。こういう格好でこの辺に出しゆつ没ぼつすれば、まず間ま違ちがいなく皆さんに疑いがかかるでしょうから」

「そうね………そう思うわ………」

　コス研の会長は孝太郎に返事をしながら顔を伏ふせた。この時、孝太郎は彼女の肩かたが軽く震ふるえている事に気付いた。

　───いかん、怒おこらせてしまったかな？

　ゆりかがそう遠くないうちにこの研究会に迷惑をかけるのは明らかなのだ。

「どうするんですか？」

「会長！」

　会員達も会長の様子に気付いたのか、心配そうにその様子を見守っていた。

「それで、いかがでしょう、やって頂けませんか？」

　孝太郎がそう訊たずねた直後、会長の顔から水すい滴てきがこぼれ落ちていく。

　ポタッ、ポタタッ

　水滴はゆりかの写真の上に落ち、その輪りん郭かくを歪ゆがませた。それを見た孝太郎は、この交こう渉しようが失敗に終わった事を悟さとった。

「ふ、ふふふ、ふふふふっ」

　やがて会長は肩を震わせながら小さく笑い始める。その声は次し第だいに高く、大きくなっていく。

「あはははははっ！」

　そして彼女が顔を上げた時、そこに浮うかんでいたのは満面の笑顔だった。

「なんという事なのかしらッ！」

「………？」

　会長は涙なみだを流しながら嬉しそうに笑っていた。孝太郎には彼女がそうしている意味が分からず、彼女の浮かべる笑顔に戸と惑まどった。

「会長、彼のこのお願いはっ！」

「素す晴ばらしいっ、素晴らしいわっ！　今日はなんて素す敵てきな日なのかしらっ！」

　バンッ

　会長は興奮した様子で両手をデスクに叩たたきつけると、椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「やはり引き受けるんですねっ!?」

「当然だわっ！　これは愛、深い深い愛だわっ！　里さと見み君のこのお願いは、コスプレに対する正確な理解と、深い愛情無くしては決して出てこないお願いだわっ!!」

「では会長！」

「みんな良いわね!?　この里見君の深い愛情に応こたえないで、何のコスプレイヤーかっ！　みんなで力を合わせて、この子───ゆりかさんを、必ず一人前のコスプレイヤーに育て上げましょうっ！」

『はいっ！』

「コスけ～～～ん！」

『ファイッ、オー！』

　会長の声に、五人の会員の声が綺き麗れいに唱和する。コスプレ研究会六人全員が完全にやる気になっていた。

「え、えっと………」

　この予想外の展開に圧あつ倒とうされていた孝太郎も、この頃ころになるとようやく落ち着きを取とり戻もどしつつあった。

「………つまり、やっていただけるんですね？」

「あ、ごっ、ごめんなさい里見君っ、私達ばっかり興奮してしまって………」

　そんな孝太郎に気付き、会長が恥はずかしそうに頬を赤く染めた。

「一過性のものだったのか、このところ加熱していたコスプレブームにかげりが見えはじめて………。そのうえ心無い人の偏へん見けんや嫌いやがらせもあって………。だから私達、普通の人の中に里見君のように理解を示してくれる人がいるのが嬉しくって嬉しくって………」

　会長の顔は真っ赤だった。それは他ほかの会員達も似たようなもので、鼻を掻かいたり頭を掻いたりと、それぞれの方法で照れていた。そして全員に共通していたのが、孝太郎に友好的な視線を向けているという事だった。

　───そっか、ここも苦労してるんだな………。

　そんな彼かの女じよ達たちの様子に、孝太郎はすっかり同情的な気分になっていた。孤こ立りつしているという意味では編み物研究会とコス研は似たようなものだった。

「ありがとうございます、皆さん。この御ご恩おんは忘れません。何か困った事があったら何でも仰おつしやって下さい」

　最初は侵略者対策だった孝太郎だが、いつの間にか彼女達を利用しようという気持ちは無くなっていた。今では早めに彼女達に相談して良かったとすら思っていた。ゆりかが迷惑をかけ始めた後からでは遅おそいのだ。

「それなら里見君、一つお願いしても良い？」

「はい、何でしょうか」

「その………時々で良いから、うちの研究会に遊びに来てくれないかな」

　会長は孝太郎に向かって両手を合わせ、申し訳なさそうにそう切り出した。

「構いませんが………それは何故ですか？」

「え、えっとね？　うちの研究会は、ほら、女の子ばっかりでしょう？」

　会長は横にいる会員達を両手で示した。会長と会員、六名全すべてが女性だった。

「だから衣装のデザインとかで、どうしても男の人の意見が欲ほしい時があって………でも、なかなかそういう事を普通の男の人には頼たのみにくくて………里見君みたいに、下心や偏見なく私達を見てくれる人ってなかなかいないから………」

　張りのあった会長の声は次第に細く、頼たよりなくなっていく。そして最後に声は消え、不安げな視線だけが孝太郎に注がれていた。

「分かりました。こちらもお願いを聞いていただく訳ですし、そういう事なら喜んで協力させて頂きます」

　事情を聞いた孝太郎は即そく座ざに首を縦に振った。ゆりかの事を頼むのだから、孝太郎にとってはこれくらいは妥だ当とうな取引だった。

「ありがとうっ！　里見君っ！」

「会長っ、では早さつ速そく！」

「えっ、今からですか!?」

「もちろんよっ里見君っ！　時間は取らせないからっ！」

　孝太郎の返事を聞くと、コス研の少女達は一いつ斉せいに動き始めた。衣装掛かけにかかっていた色とりどりの衣装を手に取って部屋を走り回っている。ゆりかの事も含ふくめ、彼女達はすっかり楽しい気分になっていたのだ。

　───まぁ、良いか………。

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどった孝太郎だが、すぐに身体の力を抜ぬいて椅子に座り直した。





「では俺はこれで失礼します」

「ありがとう里見君。ゆりかさんの事は任せておいて」

「また来てね、里見く～～ん！」

「違うでしょ」

「あっ、そっか！」

「せ～～のっ」

『行ってらっしゃいませ、御ご主しゆ人じん様さま！　お早いお帰りを！』

「あはは、それじゃ行ってきます」

　コス研の少女達の笑顔と声に見送られて孝太郎は部室の外へ出る。窓の無い廊ろう下かは薄うす暗ぐらくひんやりとしており、直前まで居たコス研の明るいイメージとは正反対だった。

「しかし大したもんだ。やっぱりコスプレってのはああいう感じで、締める所は締めて貰もらわないとな」

　コス研の少女達は衣装を着たまま無許可の場所へ出たりはしない。今も衣装を着たまま廊下に出るような事はしなかった。トイレに行く時ですら、きちんと衣装を脱ぬいでから行っていたくらいなのだ。

『同感同感』

　するとそこまで邪じや魔まにならないようにずっと黙っていた早さ苗なえが口を開いた。早苗はふわりと孝太郎の首に抱だき付つくと、後ろから孝太郎の頬をつんつんと突つき始はじめる。

『でもあんたって意外と陰いん険けんよね？　ゆりかをコス研に押おし付けようなんて』

「最初はな。でも話してるうちに、あの人達に相談して良かったと思ってさ」

『ぎぶあんどていく？』

「そんなところだ」

『………本当はあのメイド服が好きなだけなんじゃないの？』

「違うわっ！　………まぁ、嫌きらいではないけどな」

『どうだか………。でも、これでライバルが一人減りそうだね？』

「ククククク、まず一人………」

　早苗に言われて孝太郎はニヤリと笑う。

　ゆりかがコス研に入れば、自己表現の場を得た彼女が一〇六号室を狙ねらう事もなくなる。それが孝太郎の狙いだった。コス研の人達の事を抜きにしても、侵しん略りやく者しやが一人減る事は歓かん迎げいすべき事なのだ。

『………あんた、やっぱり陰険だわ』

「そうかぁ？」

　孝太郎と早苗はお喋しやべりしながら課外活動共用棟とうを出る。こうして孝太郎とコスプレ研究会の交渉は平和裏りに終わったのだった。





　課外活動共用棟を出た孝こう太た郎ろうと早さ苗なえがクラスへ戻ってきたのは、昼休みがそろそろ終わろうという頃の事だった。ちなみに幽霊の早苗がフワフワと宙を飛んでいても生徒達は誰も騒さわぎ出だしたりはしない。高校に居る間は早苗の姿は一〇六号室の人間にしか見えていないのだ。例外は静しず香かだけで、彼女はころな荘にいる時と、早苗が気配を消そうとしていない時に限ってその姿を見る事が出来る。今の早苗は気配を消しているので、賢けん治じと静香は孝太郎だけが帰って来たかのように二人を迎むかえた。

「おかえり、里さと見み君」

「どこ行ってたんだ、コウ？」

「ちょっとヤボ用で共用棟にな」

「ヤボ用？」

「おう。ゆりかの事をある部活に紹しよう介かいして来たんだ」

「虹にじ野のさんを？　どの部活なんだ？」

　ゆりかという名前が出ると興味を惹ひかれたのか、賢治はメガネの位置を直しながら軽く身を乗り出した。

　最近賢治は隣となりの席のゆりかと接せつ触しよくが増えていた。もともと世話焼きの賢治なので、孝太郎以上に危なっかしいゆりかの事が放っておけなかったのだ。

「いくらマッケンジーでもそれは言えない。ゆりかの個人的な趣しゆ味みの話だし」

「ふぅん………まあ、それは良いや。それよりもコウ、あの四人と一体どこで出会ったんだ？」

「四人？」

「とぼけるなよ。虹野さんと倉くら野のさん、ルースさんとティアさんの事に決まってるだろ」

「あぁ、あいつらの事か」

　孝太郎は別にとぼけた訳ではない。侵略者はルースも含めて五人なので、四人と言われてもピンと来なかったのだ。賢治は未いまだに早苗の存在を知らずにいるので、そういう擦すれ違いが起きたのだった。

「転校してきた時にはもう知り合いだっただろ？」

「まぁな。以前買い物に出た時にちょっとあってな」

「買い物………？」

　言われて賢治は首をひねる。孝太郎と行動を共にする事が多い賢治だが、彼かれには孝太郎と一いつ緒しよに出で掛かけた買い物で四人を見た記き憶おくが無かった。だから賢治は孝太郎の説明に違い和わ感かんを感じていた。

「いつの買い───」

「そっ、それにしても、マッケンジー君、凄すごい四人組だよねっ！　みんな目立つ子ばっかりで！」

「え？　あぁ、そうですね。バラエティに富んでるというか………」

　賢治の様子を察して、事情を知る静香が話を反らした。賢治もどうしてもそこを追つい及きゆうしたかった訳ではないので、素す直なおに静香の話題に乗っかった。

「ふぅ………」

　───危ない危ない、ありがとう、大家さん………。

　賢治の注意が静香に向いた事で、孝太郎はホッと胸を撫なで下おろした。内心ではドッキリしていたのだ。その静香は孝太郎と目が合うと小さく微笑ほほえむ。現状では静香は数少ない孝太郎の味方で、しばしばこうして孝太郎のフォローをしてくれていた。

「マッケンジー君はあの中だったら誰が好み？」

「俺すか？」

「うん。興味があるな」

「マッケンジーは何つったっけ、演劇部のあの子だろ？　追っかけて演劇部に入ったぐらいなんだから」

「違ちがうっつーの。あれは知り合いに頼まれて頭数合わせで入っただけだって言ってるだろ」

　孝太郎の物言いに、賢治は呆あきれて溜ため息いきをついた。この話題は既に何度となく繰くり返かえされているのだ。

「だったら教えてよマッケンジー君！　友達に結構訊きかれるのよ、マッケンジー君の好みのタイプ！」

「ええと………あの中だったら………」

　賢治が四人の方を見る。孝太郎も自然とそちらに目を向けた。

　孝太郎に取とり憑ついている早苗を除いた四人の侵略者は固まって談だん笑しようしていた。そこには他の生徒の姿もあり、侵略者達は彼らとも盛んに言葉を交かわしている。やってきた当初こそクラスから浮いた存在だったのだが、今では彼女達もクラスの風景の一部として完全に溶とけ込んでいた。





「倉野さんって、誰かと付き合ってんの？」

「よしなさいって。男子はいつもそんな事ばっかり気にして………」

「お前だって興味はあるんだろ？」

「そ、それは………」

「ふふふ、構いませんよそのぐらい。私にはお付き合いをしているような男性は居ません」

「よっしゃ～～～！　俺！　俺！　俺立候補する！」

「馬ば鹿かねぇ………」

「でも、心に決めた方ならいますよ」

「嘘うそぉっ!?　誰だよそれっ!?」

「あははっ、それは秘密です」

　キリハはクラスでは優等生として知られていた。学校に通っている間は倉野桐きり葉はと名乗り、口調も現代風に変わっている。活発で頭が良く、誰にでも優やさしい彼女は多くの人間を惹きつけていた。実際、今侵略者達と一緒にいる生徒達の大半がキリハと交友関係にあった。見事な猫ねこかぶりな訳だが、孝太郎はキリハの実態を知らないクラスの連中が不ふ憫びんに思えて仕方が無かった。

「あっ、あと五分っ！　残りは六問！　このままじゃ、間に合いませぇんっ！　えっと、えっとぉ！　ふぇぇぇぇぇぇんっ！」

「ゆりかちゃん、また宿題見せてあげよっか？」

「良いんですかぁっ!?」

「ジュース奢おごってくれたらね」

「………良いですぅ、自分で解きますぅ。しくしくしくしく………」

　これに対して、ゆりかはすっかり駄だ目め人間として知られていた。いつも落ち着きが無く挙きよ動どう不ふ審しんで、何かと失敗が多く、遅ち刻こくも多い。宿題を忘れてくるのも日にち常じよう茶さ飯はん事じで、今も次の数学の授業の宿題を必死にやっていた。ゆりかはキリハと行動を共にする事が多いので、その事もゆりかの駄目人間っぷりを強調してしまっている。だが本人はその事には全く気付いていなかった。

「わらわはロックは好かぬ」

「じゃあティアちゃんはどういうのを聞いてるの？」

「基本はクラシックじゃな。じゃが演歌にも興味がある。昨年大ヒットした『祭りの火か炎えん太だい鼓こ』という曲にはいたく感動した」

「あれかぁ………演歌界の超ちよう新しん星せいって話題だったもんね………」

「しぶい………さすがはお嬢じよう様さま………」

　四人の中で最も異い彩さいを放っていたのがティアだった。ティアはキリハとは違って口調を改めたりはしておらず、普ふ段だんのままの調子で喋っていた。とはいえ流石さすがに異星人というプロフィールはヨーロッパからの留学生というものに置おき換かえられている。貴族階級の残る国から来たお嬢様という触ふれ込こみだ。しかし口調や出自がおかしくても、話す内容はきちんと現代日本に合ったものとなっている。驚おどろいた事にティアは人気アーティストやお笑い芸人についての話題にもきちんとついていっていた。実は彼女の使う翻ほん訳やく機きに話題の補完機能が備わっているので、その辺は苦労しないのだ。おかげで今ではすっかりお嬢様育ちのクラスメイトとして受け入れられていた。



















「へぇ、じゃあこのお弁当とか、ティアちゃんの分までルースさんが作ってるんだ？」

「はい。この国の食べ物についてはまだまだ勉強中なのですが」

「いいなぁ………お料理とかできて………」

「羨うらやましかろう。ルースはわらわの自じ慢まんの幼おさな馴な染じみなのじゃ。なっ、ルース」

「はいっ」

　そんな個性豊かな三人に埋うもれて、若じやつ干かん印象が薄うすいのがルースだった。出しゃばらない性格と、運動以外には目立った欠点が無い事がその理由だ。彼女はいつも真昼の月のように、ティアの傍そばで静かに微笑んでいた。しかしその控ひかえ目めなところが良いという人間も多く、裏では意外と人気が高い。四人の中では目立たないとはいえ、結局は目を引く少女なのだ。





「う～～ん………」

「悩なやむフリはよせマッケンジー。あの中ならお前はゆりかを選ぶ」

　考え込んだ賢治に、孝太郎はニヤリと笑いかける。

「勝手に決めるなよ」

「い～～や、絶対にそうだ。お前は昔からそうだった。何かというと危なっかしい子ばっかり引っかけて」

「あはは、そうなんだマッケンジー君？」

「違いますって笠かさ置ぎさん。コウが勝手に言ってるだけです」

　賢治は慌あわてて否定する。

「じゃあ誰なんだ？」

「………」

　しかしさらに孝太郎が追及すると、賢治は言葉に詰つまって黙だまり込んだ。実際の所、賢治はあの四人の中ではゆりかが一番好みだったのだ。

「ホラな。やっぱりゆりかだ」

「ちがうって！　たまたまだ、たまたま！」

「そういえば、里見君も危なっかしいもんね。やっぱり危なっかしいのがタイプなんだ？」

「気色悪い事を言わないでください笠置さんっ！」

「照れんな照れんな」

「おまえはだーっとれ！　あのですねぇ、笠置さん………」

　孝太郎を一いつ喝かつすると、賢治は必死に静香に説明し始める。するとそれまで近くに浮いて様子を見守っていた早苗が孝太郎の背中に乗った。

『ねぇ、孝太郎、そういうあんたはどうなのよ？』

「あん？」

『あたし達たち五人の中だと、誰が好みなのかって話』

　早苗は勢い良く孝太郎に抱だき付つくと、そう耳元で囁ささやく。そんな早苗に孝太郎も声をひそめて囁き返した。

「………そりゃあ聞くまでもないだろ、この状じよう況きようじゃ」

『やっぱりいつも一緒のあたし!?　無む邪じや気きで元気ハツラツ、健けな気げで可愛かわいい美少女幽ゆう霊れい早苗ちゃんっ!?』

　早苗は期待に目を輝かがやかせて身を乗り出す。しかし孝太郎はきっぱりと首を横に振ふった。

「そんな訳ないだろ。ルースさんだよルースさん。この五人じゃ議論の余地なんてないっつーの」

　日々闘とう争そうに明け暮れる孝太郎としては、戦う必要のないルースだけが唯ゆい一いつの選せん択たく肢しだった。

『ふざけるんじゃないわよっ！　あたしが一番可愛いに決まってるでしょうがぁぁっ！』

「ぐほっ」

　孝太郎の首に回っていた早苗の腕うでがきゅっと締しまる。

『いつもあたしとくっついているからドキドキして可愛く思えるようになったとか、そうゆうラブコメちっくな事は言えんのかぁっ！』

「い、いや、その辺はさっぱり………」

『人がせっかく体育祭で応おう援えんしてやるっていうのにぃぃぃぃぃっ！　もぉぉぉぉぉぉっ！』

　興奮した早苗の腕は更さらに孝太郎の首に食い込んでいく。

「お、おまえだって、さいごはおれをおいだす気でいるんだろ、が………」

『それでもなんかずるい気がするのぉっ！』

　孝太郎は頸けい動どう脈みやくを絞しめられどんどん意識が薄れていたのだが、傍はた目めにはただ座すわっているだけなので誰もそれに気付かない。四人の侵略者だけでなく、孝太郎と早苗の奇き妙みような関係も、このクラスの風景の一部としてしっかり溶け込んでいるのだった。





　放課後になるとキリハは一人で課外活動共用棟へ向かった。

「部活対たい抗こう障害物マラソンに出るからには、我もどこかの部活に入らねばならない訳だが………」

　目的はもちろん、来月に行われる体育祭の為ためだった。孝こう太た郎ろう達との勝負に用いられる種目は部活対抗障害物マラソン。その名の通り、部活の代表者が二名ずつ出場して争あらそわれるレースだった。つまりこの種目に参加する為にはどこかの部活に参加している必要があり、その上で代表者二名の枠わくに選ばれなければならないのだ。

「さて………どの部活にしたものか………」

　課外活動共用棟の正面までやってくるとキリハは立ち止まり、入り口にある案内板を見上げた。そこには共用棟に入っている部活動が一覧表になって並んでいる。キリハはその一覧表を眺ながめながら、障害物マラソンの戦略を考えていった。

　───二名で出場する種目だから、我にトラブルがあった時に備えて相棒の能力は高い方が良い。となるとまず必要になるのは足の速さ。マラソンである以上、スポーツ系の部を選ぶのが必然となる。文科系に足を期待するのは無理な相談だ。障害物競走でもあるので身体の小ささも武器になる筈はず。良く走り、身体が小さい部と言えば………。

　考えをまとめたキリハの目に、ある部の名前が飛び込んでくる。

『女子陸上部』

　それを目にした瞬しゆん間かん、キリハの口元に笑えみが浮かんだ。

　───女子陸上部か。悪くない。あとはそこで我わが代表者に選ばれるかどうかだが、なんとか言いくるめてみよう。駄目なら別の部をあたればいい。時間はまだある………。

「カラマ、コラマ、ついてきているな？」

『いるホー！』

『もちろんだホー！』

　この場所にはキリハしか居ないのだが、どこからともなく召めし使つかいの埴輪はにわ達の声が聞こえてくる。彼らは内蔵された防ぼう御ぎよ装置で身を隠かくし、隠おん密みつ裏りにキリハに付き従っていた。

「これから向かう先での会話をすべて記録しろ。各人の性格と人間関係を分ぶん析せきして説得方法を検討するから、可能な限り多くの人間の会話を記録するように」

『がってんだホー！』

『がんばるホ！』

　キリハは孝太郎にしたのと同じように女子陸上部に入り込むつもりでいた。部内の人間の性格と人物関係を調べ上げ、巧たくみに誘ゆう導どうしてキリハを障害物マラソンの代表者に選ぶように仕向けるのだ。

「よし」

　キリハは埴輪達に頷うなずくと共用棟の入口へと向かう。

「いやぁぁぁぁぁぁ～～～っ!!　コスプレ研になんてはいりませぇぇぇぇぇぇんっ!!　コスプレじゃないって言ってるじゃないですかぁぁぁぁっ!!」

「この子意外と往おう生じよう際ぎわが悪いですね」

「これも私達の敬愛する里さと見み君の為よ。構う事ないわ、連行して」

『ラジャー！』

「いやああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　キリハが共用棟の入口をくぐる時に妙みように騒そう々ぞうしい一団とすれ違ったのだが、彼女はそこへ注意を向ける事無く通り過ぎた。目下のキリハの関心事は女子陸上部と体育祭の代表者に選ばれる事だけだった。

「ふふふっ、さて、他の連中はどう出てくるかな………？」

　そしてキリハは自信ありげに微笑むと、二体の埴輪を引き連れて陸上部の部室へと向かっていった。





　キリハが陸上部へ入部した頃ころ、もう一人の侵略者・ティアもある部へ入部しようとしていた。

「あやつは女子の陸上部か」

『はい。部室へ入っていくのを確かく認にんしました』

「御ご苦く労ろうだったルース。そのまま監かん視しを続けろ」

『了りよう解かいしました』

　ピッ

　小さなアラームと共に腕うで輪わから聞こえていたルースの声が途と切ぎれた。ティアの右みぎ腕うでについている腕輪には武器の呼び出し以外にもいくつか機能が備わっている。通信もその一つで、ルースの腕輪とは自由に通信が出来る。ティアはルースからの報告を聞き終えると、回線を切断して両手を腰こしに当てた。

「ククククッ、キリハは女子陸上部か………確かにそれが正せい攻こう法ほうよのぅ………だがっ！」

　ティアはカッと両目を見開くと、目の前の建物を見上げた。彼女がそうしているとかなり大きな建物のように見えるが、実際は彼女の背が人一倍小さいというだけでそれほど大きな建物ではない。

「勝負とは組織力、そして団結力が物を言うのじゃっ！　その上基き礎そ体力は男の方が上っ！　入る部を誤ったな、大地の民よっ！　ククククククッ」

　その建物も部室なのだが、共用棟とうではない。そこは男子の応おう援えん団だんが入っているプレハブ小屋だった。他の部とは違って練習で大きな音が出る為、吹すい奏そう楽がく部等と同様に別べつ棟むねになっているのだ。

「わらわの求めるものは鉄の団結と鋼はがねの忠誠っ！　わらわの為に死んでもらうぞ男子応援団っ！」

『フレーッ！　フレーッ！　は・る・か・ぜっ！』

『フレッ、フレッ、春風！　フレッ、フレッ、春風！』

　ドンドン、ドドドン、ドンドン、ドドドン

　ティアが高らかに笑った時、プレハブ小屋から大地を揺ゆるがすような男達の大声と、激しく大気を震ふるわせる太たい鼓この音が溢あふれだした。

「良きかな、良きかな！　それでこそわらわの軍勢に相応ふさわしいっ！　いざ、参る！」

『フレッ、フレッ、春風！　フレッ、フレッ、春風！』

　ドンドン、ドドドン、ドンドン、ドドドン

　津つ波なみのように轟とどろく怒ど声せいと太鼓。それは小さなティアの身体など吹ふき飛とばされそうな勢いだ。だがティアはそれに憶おくする事なく、瞳ひとみを強く輝かせたままその小さな拳こぶしで部室の戸を叩たたいた。

　ガンガンガンッ

「たのも～～～～～うっ！」

「何者だっ？　我々は練習中だ。用件があるなら後にして貰もらおう」

　ティアのノックに応こたえてすぐにドアが開き、いかつい顔の男が姿を見せた。彼の着ている制服は春はる風かぜ高こう校こう指定の制服よりも若干クラシックスタイルだった。上着もズボンも裾すそが長めで、随ずい所しよに刺し繍しゆうが施ほどこされている。彼は左ひだり腕うでの上じよう腕わん部に団長と記された腕わん章しようを着けており、この部の責任者だった。そして何より目を引くのが彼の巨きよ体たいだ。規格外れのその巨体は入り口の枠に引ひっ掛かかりそうで、小さなティアと比べると巨きよ人じんと呼んでも差さし支つかえないほどに大きかった。

「そうはゆかぬ。わらわは今日よりこの応援団の支配者となるのじゃからなッ！」

　それでもティアは笑え顔がおを崩くずさなかった。自信に満ちて輝くその笑顔は、まさに王者と呼ぶに相応しい表情だった。そしてティアは笑顔のまま右手で大男の顔を指さした。

「今すぐに応援団の支配権をわらわに譲じよう渡とし、団員もろともわらわの軍門に下れっ！」

「なんだとぉっ!?　貴様ぁ、道場破りかっ!?　そんな小さいナリで、我が応援団の栄光に傷が付けられると思っているのかっ!?」

「その意気や良しっ！　じゃが現団長、貴様だけは簡単には済まさんっ！　念入りに指導してやるっ！　自分の主人に小さいとほざいた事を永く後こう悔かいさせてくれるわっ！」

「戯たわ言ごとを！　チビが良い気になりやがって！　ものども出会え出会えッ！　女子供といえど容よう赦しやするなッ！　こいつは我が応援団を侮ぶ辱じよくしたっ！」

　団長の声に応え、部室の中にいた団員達がぞろぞろと表に出てくる。応援団は巨きよ漢かん揃ぞろいで、取り囲まれるとティアの姿は周囲からはまるで見えなくなった。

「気に入ったっ！　それでこそもののふ、わが家臣に相応しい振ふる舞まいじゃっ！」

「減らず口を！」

「生きて帰れると思うなよっ！」

　団員達はいきり立ち、敵意を剥むき出しにしてティアを威い嚇かくする。それはまるで集団でウサギを狩かる猛もう獣じゆうのようだった。

「生きて帰るとも！　それが勝利というものじゃっ！　………神聖フォルトーゼ銀河皇国第七皇女ティアミリス・グレ・フォルトーゼ、参るっ!!」

　だがしかし、この場で一番の猛獣は小さなウサギの姿をしているのだった。





　それからおよそ一時間後。

　ティアの姿はプレハブ小屋の中にあった。彼女はその一番奥おくの上座に上品な木製のチェアを置き、そこに悠ゆう然ぜんと腰かけていた。そして彼女の左の上腕には団長の腕章が巻かれていた。更にティアの背後、もともと吉きつ祥しよう春風高校の旗が飾かざられていた場所には、彼女の腕輪に付いているのと同じ紋もん章しようの旗が掲かかげられている。それはフォルトーゼ皇家の紋章だった。

　ティアの前には応援団の男達が整列していた。不思議な事にその誰もが大小様々な傷を負っていた。打ち身、ねんざは言うに及およばず、火傷やけどや青あざ、髪かみの毛けが焦こげている者もいた。だが鉄の意志を持つ彼らはそんな事にも泣き事を言わず、胸を張って直立不動の姿勢で整列していた。黒い制服に身を固めた十人の男達がピシッと並ぶとかなり迫はく力りよくがある。それは軍隊の整列のようでもあった。例外は一人だけで、一時間前まで団長を務めていた男だけはボロ雑ぞう巾きんのようになって部屋の隅すみに転がっていた。

『いやぁぁぁぁぁっ、そんなの着て体育祭に参加したくありませぇぇんっ！　もう許してくださぁぁぁぁいっ！』

『んもう、諦あきらめなさいっ、ゆりかちゃんっ』

　外からはそんな声が聞こえていたが、部屋にいる者達は誰だれ一人としてそれに耳を傾かたむける事はなかった。それはティアも同様で、整然と並ぶ団員達を一いち瞥べつすると満足げに頷き、その場にすっくと立ち上がった。そして両手を腰に当て、堂々と宣言する。

「良いか、これより応援団は生まれ変わる！　学校などという曖あい昧まいなものではなく、わらわただ一人を真しん摯しに応援するロイヤル応援団となるのじゃっ！　皇家直属の応援団は長いフォルトーゼの歴史の中でも史上初のものっ！　その歴史の重みを理解し、心血注いで励はげむが良い！」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

　ティアの宣言に応え、十人の男達が咆ほう哮こうする。日々の応援で鍛きたえられたその力強い声は、プレハブ小屋を揺るがして響ひびき渡わたった。しかしそれはもはや応援ではなく、ティアへの忠誠の証あかしだった。

「誇ほこり高たかき我が名を讃たたえよ!!　我らフォルトーゼに敗北は許されぬ!!　ものども忘れるな!!　フォルトーゼは勝利の代名詞ぞ!!」

『ティアミリス殿でん下かに勝利を!!　フォルトーゼ皇家に栄光あれ!!』



















　ティアは武力を用いて瞬またたく間まに応援団を掌しよう握あくした。キリハのようにじわじわと乗っ取るのはティアの趣しゆ味みには合わないのだ。ティアは応援団の団長に就任すると共に組織を根こそぎ改変、ティアのティアによるティアの為だけの応援団として再編した。彼女はこの新体制の応援団で体育祭に挑いどむつもりでいた。

「皇家の敵と戦え！　わらわの為に血を流せ！　鉄の規律と仲間への信しん頼らい、そしてわらわへの鋼の忠誠こそが我らに勝利をもたらすじゃろう!!」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

「クククククッ、さぁ愚ぐ民みんっ、そなたはどうするのじゃっ!?　わらわは無敵の軍団を手に入れたぞっ!!」

　興奮したティアは孝こう太た郎ろうの事を思う。

　───見ていろ愚民め。忠誠と団結がどれだけの力を持っているのか、思い知らせてくれるわっ！

　ティアはまだ気付いていない。自分が応援団を乗っ取ったのが、忠誠を誓ちかわない孝太郎へのあてつけでもあるのだという事に。





　ティアが応援団を手中に収めた頃、孝こう太た郎ろうは編み物研究会の活動の真っ最中だった。ティアやキリハが着々と侵しん略りやくを進めている事になど気付いてもいない。それどころか逆に日頃の落ち着かない生活の事などすっかり忘れていた。放課後の穏おだやかな空気の中で晴はる海みと一緒に編み棒を動かしていると、孝太郎には眠ねむっている時のような不思議な充じゆう足そく感が得られるのだった。

「里さと見み君、だいぶ上達してきましたね？」

「そうですか？」

「ええ。手の動きに迷いがなくなってきました」

「ははは、表編みって言うんでしたっけ？　これだけをずっとやってますから、流石さすがに不器用な俺も少しは上達したのかもしれません」

　孝太郎にはこれまで上達した自覚は無かったのだが、晴海に言われて初めてそれを自覚した。晴海が言うように、確かに孝太郎は手順で迷う事は無くなっていたのだ。

　───段々長くなってきたなぁ………。

　孝太郎は編み棒を動かす手を止め、今日まで編んできた編み地を眺める。それは既すでに三十センチを超こえており、このままいけばそう遠くないうちにマフラーが一本出来上がりそうだった。

　───この辺はへったくそだなぁ………。

　スタート地点のあたりは加減が分からず編み目が滅め茶ちや苦く茶ちやだった。編み目ごとにあっちへ曲がったりこっちへ曲がったりと、仕上がりがデコボコしていた。それが十センチ二十センチと進んでいくと、次し第だいに編み目の仕上がりが良くなっていく。晴海には到とう底てい及およばないのだが、それでも三十センチのあたりでは最初とは雲うん泥でいの差だった。

　───こうしてみると、確かに上達してるんだなぁ………。

　編み物は努力の結果が目に見えるので、孝太郎は自分の上達を感じ取る事が出来た。

「………里見君は本当に編み物に真しん剣けんに取り組んで下さっているんですね」

「え？」

　孝太郎が顔を上げると、晴海は優しく目を細めて孝太郎の手の中の編み地を眺めていた。

「こうして出来上がりを見ていくと、それが良く分かります」

　そして晴海は孝太郎の編み地に触れ、ゆっくりと撫なでていく。それはまるで子犬を撫でる時のような、優しい手つきだった。

「そういう先せん輩ぱいは本当に編み物が好きなんですね」

「えっ………」

　編み地を見る瞳、撫でていく指先の優しさ。その様子を見ていると孝太郎にも晴海がどれだけ編み物を愛しているかがよく分かる。孝太郎に指し摘てきされた晴海はうっすらと頬ほおを赤らめ、僅わずかに顔を伏ふせた。

「はい。大好きです。だから、その………里見君が真剣にやってくれるのが、と、とても嬉うれしくて………」

「じゃあその期待を裏切らないようにしないといけませんね」

　孝太郎はそんな晴海に笑いかけると、再び編み棒を動かし始める。孝太郎も最近、当初の目的を差し引いても、編み物自体が楽しくなり始めていた。上達している事を実感できた今はなおさらだった。

「い、いえ、そんなに急ぐ必要は………私ともっとおしゃべり───」

「はい？」

「なっ、なんでもないですっ、なんでもっ！」

　孝太郎が再び目を上げると、晴海は何な故ぜか顔を真っ赤に染めて大おお慌あわてで自分の編み棒を動かし始めた。この時の晴海の手つきはいつになく粗あらく、出来あがる編み目にも丁てい寧ねいさは感じられなかった。

　───なんだろう？

　自分の編み棒を動かすのを止めた孝太郎は、そんならしくない晴海を見ながら首を傾かしげた。すると晴海の顔は更さらに赤くなり、手つきもどんどん怪あやしくなっていった。

『お願いですぅぅぅっ、脱ぬがさないでぇぇぇっ！　自分で着き替がえますからぁっ！』

『良いではないか、良いではないか』

『馬ば鹿かやってないで、真面目まじめにやって。体育祭の障害物マラソン用の衣装の採寸なんだから』

『はぁい』

『嫌ですぅぅぅぅぅぅっ!!』

　───あっ、いけね、忘れてた！

　だがここで孝太郎は、外からの声を聞いた事で忘れていた事を思い出した。そしてそれをすぐさま晴海に切り出した。

「ところで先輩、一つお願いがあるんですけど」

「はっ、はいっ！」

　すると晴海は赤い顔のまま、弾はじかれたように姿勢を正した。孝太郎はそれを不思議に思いつつも、そのまま言葉を続けた。

「今度の体育祭の部活対たい抗こう障害物マラソン、俺と一いつ緒しよに出て貰えませんか？」

「障害物マラソンに………？」

　その言葉を呟つぶやくと同時に晴海の表情は普ふ段だんのものへと戻もどった。そしてそのすぐ後に晴海は軽く眉まゆを寄せ、悲しげな表情を作った。

「でも、私は運動は苦手だから………多分足を引っ張ると思うんです………」

「良いんですよ、そんな事は」

　申し訳なさそうにする晴海に、孝太郎は首を横に振った。

「実は友達とあのレースで賭かけをしたんです。先にゴールした方の言う事を聞くって。でもあの競技は二人一組でエントリーするから、俺だけじゃ出られないんですよ」

「お友達と………」

「それに先輩、あの競技は二人一組で出場ですけど、片方の成績しか採用されません。だからスタート直後に先輩だけリタイヤで構いませんから、参加だけして頂ければと」

　部活対抗障害物マラソンには、各部から二名ずつエントリーする事が出来る。そして二人のうち上位の人間の方の順位が部の順位として採用される。つまり孝太郎が一人で出ようとしても受け付けて貰えないし、晴海がリタイヤしても問題は無いのだ。

「そういえばそういうルールでしたね………。わかりました、そういう事なら御ご一いつ緒しよさせていただきます」

「ありがとうございます、先輩」

「いいえ、これぐらいお安い御ご用ようです」

　結局、晴海は孝太郎のお願いを笑顔で引き受けた。晴海は孝太郎の足を引っ張ると申し訳ないと思って尻しり込ごみしていただけなので、そうでないならエントリーぐらいは問題の無い事だった。





　孝こう太た郎ろうと早さ苗なえが春はる風かぜ高こう校こうを後にしたのは、時計の針が夕方の四時半に差し掛かかった頃の事だった。

『それにしても編み物研究会って、人間も活動も、とことん地味よね～～～～』

「ほっとけよ」

　この時間に解散になるのは、部活としては比ひ較かく的てき早い部類に入る。これはこの日が晴はる海みが病院に行かなくてはいけない日だったからだ。晴海が病院へ行く日は早く終わったり、研究会の活動自体が休みになったりする。今日は早く終わる日だった。

『イヤ。っていうかさ、あんな弱そうな子と一緒に出て本当に大だい丈じよう夫ぶなわけ？　あんたがリタイヤしようものなら最下位決定だよ？』

「俺が勝てばいいんだ。ふっふっふ、幸い俺は昔から運動会ではスターでな」

『何だか不安になってきたわ、あたし』

　二人は軽口を叩たたき合あいながら正門をくぐった。孝太郎にくっついている早苗の姿は他ほかの人間には見えていない。だから孝太郎は人の密集する場所へ来ると黙り込む事になる。この時もそうで、正門を通とおり抜ぬける間は孝太郎は何も喋しやべらなかった。早苗の方もその辺は分かっているので特に気にした様子は無く、人の群れから離はなれたところで再び話を再開した。

『………ちゃんとやってよね、孝太郎。今回はあたしも一いち蓮れん托たく生しようなんだからさ』

「任せておけって」

『なんだか心配だなぁ～』

「まぁ見てろ。明日から練習が始まるからさ、俺の実力を見て驚け早苗」

『だと良いけど』

「………」

　そこで前まえ触ぶれもなく孝太郎の言葉が途切れた。別に近くに人が来た訳ではない。孝太郎はただ普ふ通つうに校庭のフェンスに沿って歩いているだけだ。不思議に思った早苗が孝太郎の視線を追うと、彼は校庭をじっと眺めていた。

『何見てんの？』

「ん？　ちょっとな」

　カキーン、コキーン

　孝太郎の視線の先にあったのは練習中の野球部だった。夜間照明の整った吉きつ祥しよう春風高校では、野球部の練習はこの先もしばらく続く。彼かれらの練習はここからが本番だった。

『野球部かぁ………そういや、あんた野球部だったんだよね？』

「ん？　あぁ。中学まではずっとやってた」

『部屋にそういうのいっぱいあったもんね』

　早苗は孝太郎と出会った日の事を思い出していた。あの時、部屋には野球のボールやバット、グローブといったものが沢たく山さん転がっていた。バットを持った孝太郎に追いまわされた事もある。

「だが今の俺は編み物一直線だ」

『あの先輩が好みだから？』

「お前らよりはな」

『あによぉ～～～、そういう言い方は無いでしょ～～～』

　孝太郎の切り返しに、早苗はぷくっと頬を膨ふくらませる。孝太郎はそんな早苗に苦く笑しようして何か言おうと思ったのだが、その前に素す早ばやく背後を振ふり返かえった。

「あれ？」

『なに？　どうしたの？』

　そんな孝太郎の突とつ然ぜんの行動に早苗は驚いて目を白黒させる。おかげで膨らんでいた彼かの女じよの頬は普通のサイズに戻っていた。

「誰だれかが見ているような気がしたんだけどさ」

『誰も居ないじゃない』

「気のせいだったみたいだな」

『自意識過かじ剰ようって奴やつじゃないの？　ヤダヤダ、ナルシストの入口っていうわよ？』

「マッケンジーと一緒にするなよ」

『えっ!?　あのいけてるメガネ君、ナルシストなの!?』

「おう。演劇部に入るぐらいだからな」

『へぇ～～～。見た目通りね～～～』

「だろ～？」

　幸か不幸か、早苗は直前に感じていた不満をすっかり忘れていた。二人ともその自覚は無く、そのまま和なごやかな会話が続いていく。

「何にせよ、俺を見て嬉しい奴は居ないか」

『………意外とそうでもないと思うけど』

「ん？　なんだって？」

『なんでもないですぅ～～。ホラ、変な事気にしてないで歩け歩け！』

「へいへい」

　そうやって二人がいくつか交差点を通り過ぎた時、近くの路地からよろよろと歩み出てくる影かげがあった。

「さ、里さと見みさぁ～～ん」

　出て来たのはゆりかだった。

「ゆりか!?」

『どうしたのあんた!?』

　ゆりかの姿は奇き妙みようだった。その顔はやけに疲つかれていて、両頬には涙なみだの跡あとがあった。着衣には乱れがあり、スカーフが曲がっていたりボタンがずれていたり、下着が覗のぞいていたりと、酷ひどい有様だった。

「助けて下さい里見さぁん、変な同好会につきまとわれて困ってるんですぅぅぅぅっ！」

　そしてゆりかは孝太郎の服の胸むな元もとをつかむとうるうると瞳を潤うるませ、必死に訴うつたえた。

「脱がされたり、測られたり、変なの着せられたり、私もう嫌ですぅぅぅぅぅっ！」

「そ、それは大変だな」

『部、部活動はどこも必死なのよね、あは、あははははははっ』

　ゆりかがやつれているのはもちろん孝太郎がコスプレ研究会に相談したからなのだが、それを言う訳にもいかず、孝太郎と早苗は乾かわいた笑顔で誤ご魔ま化かした。

「明日は下着のサイズを測るって言うんですよぉぉぉぉっ!!　大好きな人の前以外で全部脱ぐなんて嫌ぁぁぁぁぁぁっ!!」

「あは、あはははははっ」

『にゃはっ、にゃははははははっ』

　泣なき叫さけぶゆりか。必死に誤魔化す孝太郎と早苗。

　───さっきのはコイツだったのか………。

　このゆりかの登場で、孝太郎は先さき程ほど感じた視線に納なつ得とくする事が出来た。だが孝太郎とは違ちがって、ゆりかは納得とは程遠い状じよう況きようにあるのだった。











　　　練習と距離感　五月一日（金）





　カレンダーの日付が五月になると、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの多くの部活動が部活対抗障害物マラソンの練習を開始する。春風高校は元々部活動が活発で、学内での発言力の大小は部の勢力の大きさが握にぎっている。だから部活動が直接対決するこの種目は必然的に花形種目となっていた。

　そんな訳でこの日も校庭には多くの人間が出てきており、そこかしこでそれぞれの部がトレーニングを繰くり広ひろげていた。





　キリハのいる女子陸上部も校庭に出て来ている部活動のうちの一つだった。彼かの女じよ達たちは五キロの長ちよう距きよ離り走のタイム測定の真っ最中で、その順位次第で代表選手を決める事になっていた。

「はっ、はっ、はっ、はっ」

　キリハは規則正しい呼吸とフォームで校庭のトラックを走っていく。そのフォームの美しさと乱れないペースは部の中でも群を抜いており、彼女はスタートからゴール直前の今まで、まったく同じ調子で走り続けていた。だがそんなキリハでも順位は三番目。高学年の先輩が二人、彼女の前を走っていた。キリハは器用だったが、日ひ頃ごろの練習量の違いで体力や経験では劣おとるし、その女性らしい体つきは長距離走には向かない。そういった事からすると、彼女はかなり善戦していると言って良かった。

「桐きりちゃんがんばれ～～！」

「はっ、はっ、はっ、はっ」

　先にゴールした先輩の声せい援えんを受け、キリハはゴールを駆かけ抜ける。順位はそのまま三位だった。キリハに続き、女子陸上部の生徒達が次々ゴールを駆け抜けていく。

「速いのね、倉くら野のさん。未経験の一年生とは思えないわ」

「ふふふん、あたしの桐きりちゃんはそこらの一年とは違うのだよ」

「あ、ありがとうございます。ふぅ、ふぅ、ふぅ」

　足を止めたキリハが呼吸を整えていると、先にゴールしていた二人の三年生が近付いてきた。

「あなたが胸を張る事じゃないでしょう」

「桐ちゃんはあたしの運命の人だから、それでいいのだ」

　キリハが大きく肩かたで息をしている割に、先にゴールしていた二人の呼吸は乱れていない。二人は元々長距離走の選手なので、五キロ程度では何という事は無いのだ。

「それにしても桐ちゃんはずるいよね～～。そんなに綺き麗れいで胸も大きくて頭も良いのに、足だって速いんだから」

「で、でも、先せん輩ぱい達たちの、ようには、なかなか………」

「きゃ～～～ん、性格も良いわ～～～」

「きゃあっ!?」

「よしなさい、真面目にやってる時なんだから」

「ごめ～～ん、桐ちゃん」

「い、いえ、別に………」

　この二人の三年生は、お調子者の方が高たか橋はし、真面目な方が川かわ島しまという名前だ。二人の体操服の胸の所にそれぞれそう書かれている。ちなみに川島は女子陸上部の部長でもある。

「でも、これでウチの障害物マラソンの選手は決まりね」

「桐ちゃんとあたしだね！」

「そうなるわね」

「えぇっ、私なんですか？」

　狙ねらい通りではあるのだが、軽く驚おどろくキリハ。ここからなんとか丸めこもうとしていた矢先なので、嬉うれしくも肩かた透すかしな偶ぐう然ぜんだった。

「そうよ。ウチは伝統的に頭が良い人間のトップと、体力馬ば鹿かのトップが出る事になっているの」

「そんな訳で、体力馬鹿のあたしと、賢かしこい桐ちゃんで出場ってワケ。頭の中まで筋肉じゃ、勝てない時もあるのよ」

「そんな事を自じ慢まんげに言わないでちょうだいな………まったく………」

　高橋の能天気さに川島が呆あきれる。そんな二人にキリハは質問した。

「ところで先輩、障害物マラソンって一体どんな障害があるんですか？」

「かわちゃん、説明お願い」

「まったく、いつもそうなんだから………」

　あっさりと説明を諦あきらめた高橋に、川島がガックリと肩を落とす。そして川島は溜ため息いきを一つついてから説明を始めた。

「あのね、倉野さん。障害は全部で十個。カレーの早食いだったり、漢字の書き取りだったりと、どれも運動会のお約束の障害よ。障害は毎年違うから、今年がどれになるのかは分からない。だから───」

「あたしみたいなボンクラだけじゃ勝てないのよ。英語とか漢字の書き取りとか出たら目も当てられないでしょう？」

「だからそこで胸を張らない」

「てへへ、ごめん」

　部活対たい抗こう障害物マラソンは全長五キロのコースに、十個の障害が設置されるのが通例だ。だから大体四百メートルから五百メートルにひとつ障害がある形になる。障害は多た岐きにわたり、体力を使うものから、手先の器用さ、頭の良さを使うものまで様々なものが設置される。砲ほう丸がん投なげやスプーンレース、クイズなどがポピュラーな障害だ。そして障害の成功・失敗によってハンデがつくので、単純に足が速ければ勝てる訳ではないのが、この種目の難しい所だった。

　心技体のバランスのとれた人間を出すのか、それとも足の速さで頭の出来を補うのか。この種目に関しては、各部活ごとに様々な戦略があった。そして彼女達女子陸上部では、体力を最優先した人間と、賢い人間のなかで一番足の速い人間の二人をペアで出場させる事にしている、という事なのだ。

「なるほど、仰おつしやる意味は分かりました」

「がんばろうね、桐ちゃんっ！」

「はいっ、お願いします高橋先輩」

「うんうん、お任せされちゃう！」

　キリハは後こう輩はいとしての明るい笑顔を作りながら、内心では満足していた。

　───こちらとしては望ましい結果になった訳か………。

　高橋の足の速さは部では一番で、その身体もかなり小さい。キリハが最初に考えていたパートナーの条件と見事に一いつ致ちしていた。

　───あとは………。

　キリハは不自然にならないようにこっそりと手で合図を送った。

『ホー、あねさん呼んだかホー』

『なんだホー』

　するとすぐに二体の埴輪はにわ、カラマとコラマが反応する。彼らは内蔵された高度なステルス機能で身を隠かくし、ずっとキリハの傍そばに付き従っていた。

「我は予定通りに障害物マラソンの選手になった。汝なんじらも予定通り情報収集にあたれ」

『分かったホー』

『すぐに始めるホー』

「校庭にいる人間の中から我の運動能力を上回る人間を全すべてピックアップしろ。一いつ緒しよに体格のデータをとるのも忘れるな」

『ホー、お任せだホー』

『あねさんは安心して練習するホー』

「うむ。それが終わったら資金を用意しておいてくれ。孝こう太た郎ろうに渡す筈はずだった金きん塊かいがそのまま残っていただろう？」

『ホホー、分かったホ！』

『らじゃったホ！　持ってくるホー』

　すぐに二体の気配が離れていく。それを感じながら、キリハはニヤリと口元を歪ゆがめた。

「我われが正せい攻こう法ほうだけで攻せめると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ、ティア殿どの………」

　不敵に笑うキリハには自信があった。ティアには負けないという、強い自信が。

「どうしたの桐ちゃーん？　練習するよー？」

「すみませーん、いま行きまーす！」

　そしてキリハは再び優等生の後輩の仮面を被かぶると、女子陸上部の仲間達の方へ向かっていった。





　一方キリハがライバル視しているティアも、着々と体育祭への準備を進めていた。完全に応おう援えん団だんを乗っ取った彼女は、今日も団員に向かって声を張り上げていた。

「ウジ虫どもぉっ、そなた達の得意な事は何じゃぁぁぁっ！」

『団結！　応援！　勝利！』

「そなた達の主人は誰じゃぁ～～～！」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

「声が小さいっ！」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

　応援団員達はティアの言葉に答えながら、一糸乱れぬ隊列を組んで校舎の周りを走っていく。ティアはその最さい後こう尾びに立ち、竹刀しないを振ふり回まわしながら団員達を追い立てていた。

「そなた達はわらわの為ために死ねるかっ！」

『仰おおせのままに、マイプリンセスッ！』

「仲間と共にわらわに血を捧ささげよっ！　皇家の勝利に命を捧げよっ！」

『ガンホー！　ガンホー！　ガンホー！』

　ザッザッザッザッ

　真っ黒な制服に身を固めた屈くつ強きような男達が、体操服姿の年とし端はもいかない少女に率いられて整然と走っていく様は実にシュールなのだが、本人達は至って真面目だった。ちなみに反対する人間は既すでにティアによって粛しゆく清せいされている。

「よぉし。では歌えウジ虫ども！　わらわに続けぇッ！」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

「いっちにぃさんはいっ！　俺達たち素す敵てきな応援団♪」

『俺達素敵な応援団♪』

　ティアの高く澄すんだ歌声に、男達の野太い低音の歌声が続く。その声は春の風に乗って、校庭の隅すみ々ずみまで響き渡った。

「仲間を信じて姫ひめ様さま守る♪」

『仲間を信じて姫様守る♪』

「かなりすごい！」

『かなりすごい！』

「かなりつよい！」

『かなりつよい！』

「退たい役えきするまで頑がん張ばるぞ♪」

『退役するまで頑張るぞ♪』

　ピー

　丁度ティア達が新・応援団の歌の一番を歌い終えた時、彼女の腕うで輪わが小さなアラームを発した。それはルースからの連れん絡らくを告げる合図だった。

「………なんじゃ、ルースか………せっかくいい所だったのに………。おい、そなたらはしばらくそのまま走っておれ！」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

　ティアが男達の背に呼よび掛かけると、彼らは雄お叫たけびと共に走り去っていく。その一糸乱れぬ走りっぷりはティアから離れても変わる事は無かった。そして男達の姿が校舎の角に消えると、ティアは多少イラついた調子で腕輪にルースとの通話を命じた。

「『青騎き士し』、ルースとの回線を開け」

『仰せのままに、マイプリンセス』

「ルース、わらわじゃ」

『殿でん下か！』

「どうした、何があった？」

　腕輪からはルースの大おお真面目まじめな声が聞こえてきた。その声には普ふ段だんの優やさしげな雰ふん囲い気きが感じられない。ティアはすぐにルースの様子に気付き、不ふ機き嫌げんそうな表情を消した。

『吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの上空に未み確かく認にん飛行物体を二機感知しました』

「未確認飛行物体じゃと？」

『はい。熱光学電磁迷めい彩さいで隠れているようで発見に手間取りましたが、校庭の上空百メートルほどの位置に滞たい空くうして、情報収集をしているようです』

「情報収集………何者なのかは分からんのか？」

『推定でよければ』

「聞かせてくれ」

『「青騎士」のメインコンピューターが問題の二機の迷彩から漏もれる僅わずかなエネルギー放射を解かい析せきしたところ、およそ六十三パーセントの確率で例の二体の埴輪だと推定されました』

「埴輪か………何を調べているのかは分からんが、キリハめ、体育祭で何かやるつもりじゃな………」

　最初は訓練を邪じや魔まされて不機嫌だったティアだが、ライバルの行動開始を知ると不敵な笑えみを浮うかべて空を見上げる。それは小さな身体に似合わず、肉にく食しよく獣じゆうを思わせる凄すごみのある笑え顔がおだった。

「キリハに好きにさせる事は無いか………。『青騎士』、校庭を中心にジャミングをかけろ。それと無人攻こう撃げき機きを放出、感知精度を上げて見つけ次し第だい撃げき破はしろ」

『仰せのままに、マイプリンセス』

『殿下っ、キリハ様との交戦は陸戦規定に抵てい触しよくします！』

　陸戦規定とはティア達たちが署名した、ころな陸戦規定の事だ。その条じよう項こうの中で、一〇六号室以外での交戦は全面的に禁止されていた。しかし静しず香かの介かい入にゆうを心配するルースをよそに、ティアは笑顔を崩くずさなかった。

「ククク、あれが本当にキリハのものであるなら、そうじゃろうな」

『殿下？』

「じゃがあれは未確認飛行物体じゃ。キリハのものとは限らん。どこぞの覗のぞき魔まを妨ぼう害がいしたところで、キリハと戦せん闘とうした事にはならん」

『シラを切るおつもりですかっ!?』

「六十三パーセントで助かったぞ、クラノ＝キリハ！　ワハハハハハハハハハハッ！」

　ティアは未確認飛行物体の正体がはっきりしない事を良い事に、実力行使しつつシラを切ろうという魂こん胆たんなのだ。相手がキリハであれば規定に違い反はんという事になるが、相手がただの覗き魔であれば規定に違反した事にはならない。キリハであるとは気付かなかった、覗き魔だと思って攻こう撃げきした、ティアはそういう事にするつもりなのだ。

『おやめ下さい殿下！　そんな事をしたら何が起こるか───』

「何やら企たくらんでおるようじゃが、そこまでじゃクラノ＝キリハッ！　思い通りにはさせんぞ！」

　興奮したティアはルースの声など聞いていなかった。ティアは空中に開いた黒い穴から出しゆつ撃げきしていく無人攻撃機の姿を見ながら、嬉しそうに吼ほえるのだった。





　ティアの無人攻撃機は全長一メートルほどの機械の塊かたまりで、ずんぐりとしたシルエットの飛行機の形をしていた。戦せん闘とう機きと飛行船の中間くらいのデザインを想像すると分かりやすいだろう。

　しかしその一見鈍どん重じゆうそうなデザインからは想像もつかないような速度で、無人攻撃機はコラマの発した電でん撃げきを次々と掻かい潜くぐっていった。

『はやいホー！』

　コラマが驚いている間に、無人攻撃機はレーザーの砲ほう門もんを開く。それを見たカラマは大慌てでコラマと無人攻撃機の間に割って入った。

　キュピピピッ

　無人攻撃機の発したレーザーはカラマが咄とつ嗟さに張った黄色い障しよう壁へきによって阻はばまれる。それは埴輪達の動力である霊れい子の力を編んで作ったバリアーだった。

『無事かブラザー！』

『カラマ！　助かったホー！』

『気を付けるホ！　向こうが全力で攻撃できる位置取りは避さけるホ！』

　無人攻撃機は先さき程ほどからレーザーを主体に戦っていた。ミサイルや実じつ弾だん兵器などの、証しよう拠こが残るような武器は使えなかったのだ。そして地上に被ひ害がいを出してもまずいので、出力を抑おさえたレーザーをなるべく地面と平行か、上方向に向かって撃うつようにしていた。恐おそらくティアがそういった事を気にしなければ、埴輪達が無人攻撃機の攻撃を防ぐのは困難だっただろう。

『タマシイのこもってない機械の塊に負ける訳にはいかないホ！』

『おいら達の根こん性じようを見せ付けてやるホ！』

　態勢を立て直した埴輪達はそれぞれに電撃と火か炎えんとを携たずさえて無人攻撃機へと向かっていく。吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こう上空の戦闘はいよいよ佳か境きようを迎むかえていた。





　だが上空でそんな戦いが行われていても、その事に気付いている生徒は皆かい無むだった。上空に注目していたのは、当事者であるキリハとティアぐらいのものだろう。生徒達の視線を釘くぎ付づけにしていたのは、校庭で繰くり広ひろげられている珍ちん騒そう動どうの方だった。

「嫌ぁぁぁぁっ、脱がない脱がないっ、私絶対に脱ぎませぇんっ！」

「良いではないか、良いではないか」

「ゆりかさん、もうどこにも逃にげ場ばは無いでしょう？　いい加減逃げ回るのは止めなさい」

　その騒そう動どうの中心は半泣きで逃げ回る制服姿の少女と、それを追う色とりどりの衣装を身に着けた六人の少女達だ。

「せっかく衣装の使用許可が出て、初めての練習なんだから、ゆりかさんだけ制服のままなんて駄だ目めよ」

「嫌ですぅっ！　そんな裸はだか同どう然ぜんの衣装なんて着ませぇんっ！　それにコス研に入ったつもりも無いですぅぅぅぅっ!!」

　彼女達七人は、虹にじ野のゆりかとコスプレ研究会のメンバーだった。

　部活対抗障害物マラソンでは、各部活のユニフォームを着用するのが通例となっている。このためコス研は自然とコスプレ衣装になる訳なのだが、明確にはユニフォームではないので使用許可が下りるのが今日までずれ込んでいた。だから彼かの女じよ達が障害物マラソンの練習で衣装を身に着けたのは今日が初めての事だった。

「そろそろ聞き分けてちょうだい、ゆりかさん。でもそうね、そんなに嫌なら例の自前の衣装でも構わないわよ？」

「でもアレは制服で、別にコスプレって訳じゃ───」

「へぇぇ、いいなぁ………どこのコスプレ喫きつ茶さの制服？　仕立てが凄く良かったよね？」

「うんうん。生き地じもポリエステルやナイロンじゃなくって羨うらやましいよね～」

「だから違うんですってぇぇぇっ!!」

　コス研の六人はゆりかにも衣装を着せようとしていた。それはゆりかの身体に合わせて彼女達が作り上げた、完全オーダーメイドの新作衣装だった。しかしゆりかはそれを着るのを嫌いやがって逃げ回っていた。けれど運動が苦手なゆりかなので、彼女達から逃げきる事は出来なかった。

「ゆ、許して下さいっ、私はそんなんじゃないんですぅぅぅっ！」

　疲つかれて足が動かなくなったゆりかは、校庭の外周を囲うフェンスに追おい詰つめられていた。そんなゆりかに六人の少女達は手をワキワキと動かしながら近付いていく。ゆりかはきょろきょろとあたりを見回すが、彼女が逃げ出せるような隙すき間まはどこにもなかった。

「な、何で私ばっかりこんな目にっ！　コスプレじゃないのにっ！　私頑張ってるのにっ！　なのに何で誰も何も話を聞いてくれないのぉぉぉっ！」

「良いから良いから、ゆりかちゃんは何も考えなくて良いの。心を解放して、私達に全て委ゆだねなさい」

「いっ、いやああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「確保ーっ!!」

　だが無情にも、ここでもゆりかの願いは聞き届けられる事は無かった。コス研会長の号令が下ると、五人の少女達の腕うでが一いつ斉せいにゆりかを捉とらえた。

「は、離はなしてぇぇぇぇっ！」

「駄だ目め駄目ぇ」

「やっと捕つかまえたんだから、離すもんですか」

　着せられる衣装が過激だったこともあり頑張って逃げた方だったが、結局今日も捕まってしまうゆりかだった。

「すぐに更こう衣い室しつに連行して、着き替がええさせるのよ！」

『ハーイ、かいちょ～～～』

「嫌だって言ってるのにぃぃぃぃぃぃっ！」

「ゆりかちゃんは脚あしが長いから、このぐぐっと切れあがったチャイナが良いと思う」

「いやぁ、あたしは魔ま法ほう少女が捨て難がたいと思うなぁ。本人の希望でもあるんだし」

「ちょ、ちょっと待ってぇぇぇぇぇぇっ!!」

　その場に会長と副会長を残し、コス研の四人の少女達はゆりかを連行していく。

「………う～～～ん、魔法少女、チャイナ………」

　大おお騒さわぎの五人を追って歩き始めたコス研会長は渋しぶい表情を作った。その横に並んだ副会長は心配して怪け訝げんそうな表情を見せる。

「どうなさったんですか、会長？」

「いえね、ゆりかさんに何を着せたら、里さと見み君が喜んでくれるかなぁ～って思って」

　そう言うなり会長は頬ほおを赤らめ、軽く身をくねらせる。宝たから塚づか風の派手なお姫様衣装を着ているからか、今日の彼女は若じやつ干かんオーバーアクション気味だった。

「愛ですね、愛！」

　会長の口から里見君という言葉が出た途と端たん、副会長も目を輝かがやかせ始める。これまた宝塚風の王子様衣装に身を固めた彼女も、やはりかなりのオーバーアクションだった。

「彼が示した偉い大だいなる愛ゆえに！」

「そうよ。今後は自分の趣しゆ味みだけでなく、一いつ般ぱん受けをするようなコスプレにも挑ちよう戦せんしてみた方が良いと思うの。里見君のような理解者を増やせるかもしれないし」

「では奇きをてらわず、基本に忠実に行くのが良いのでは？」

「そうね………。よしっ、決定よ！　ゆりかさんはメイド服！」

『は～～～～～いっ』

「い～～～～～～～や～～～～～～～～っ!!」

　ゆりかはじたばたともがく。しかしゆりかにはコス研の四人の少女達を振りほどくほどの力はないので、身体を揺ゆする以上の事は出来なかった。そんな五人の後にお姫様と王子様が続く。コス研の少女達はゆりかを捕まえてすっかり御ご機き嫌げんだった。

「あれ？　みなさんも練習ですか？」

　そこへ孝こう太た郎ろうが晴はる海みを伴ともなって通りかかった。孝太郎も晴海も体操服姿で、これからマラソンの為ための走り込みをする予定になっていた。

「あっ、さとみくんだっ！」

「やっほー、コータローくーん！」

　コス研の少女達は孝太郎に笑顔を向けながら、次々と彼の横を通り過ぎていく。いつもの彼女達は孝太郎を見つけると彼を取り囲むのだが、今日はそれよりもゆりかの着替えの方が優先だった。

「へっへ～、これからゆりかちゃんの着替えなんだー。練習はその後！」

「そうでしたか。お疲れ様です」

「もっとお姉さん達を労ねぎらってぇ、さとみくぅんっ♪」

「あはははははっ」

「たっ、助けて里見さんっ！　脱ぬがされるっ！　変な服着せられるぅぅぅっ!!」

　しかし和やかムードの孝太郎やコス研の少女達とは違い、ゆりかは切せつ羽ぱ詰つまった様子で孝太郎に助けを求めた。何事かと少々驚いた孝太郎だったが、その視線を遮さえぎるように笑顔の会長がやってきた。その華はなやかな衣装と笑顔に、孝太郎の意識はすぐにゆりかから会長の方へ移った。

「んもうゆりかさんったらぁ、里見君の前だからってそんなに照れないで良いじゃない」

「ゆりかのやつ、いつもこうなんですか？」

「えぇ。結構な照れ屋さんよね」

　会長は何でもない事のように微笑ほほえむ。その笑顔を見た孝太郎は、ゆりかの助けを求める声よりも、コス研へかけている迷めい惑わくの方が気になり始めた。

「すみません、なんだか御ご迷めい惑わくをおかけしているみたいで」

「良いのよ。他ならぬ里見君の頼たのみだもの。………待っててね、里見君。ビックリするくらい綺き麗れいに仕上げるから」

　そして会長は孝太郎にウィンクを一つ残し、仲間の少女達と一いつ緒しよに去っていった。

「ちっ、ちがうっ、違うんですってぇぇっ!!　助けてぇっ、里見さぁぁぁぁんっ!!」

　もちろんゆりかも一緒だった。ゆりかは見送る孝太郎に何度となく助けを求めたが、孝太郎が動く事はなく、成す術なくコス研の少女達に引きずられていった。

「やれやれ、あいつあんなに手間かけさせてたのか………変なところが恥はずかしがり屋やだなぁ………」

　孝太郎は呆れて小さく溜め息をつく。そんな孝太郎の服の袖そでを、ずっと黙だまって様子を見ていた晴海がクイクイと引っ張った。

「里見君、あの子助けてって言ってましたけれど、放っておいていいんですか？」

「あぁ、あれは照てれ隠かくしなんですよ」

「照れ隠し？」

　孝太郎の答えに、晴海は目を丸くする。

「あいつコスプレ大好きなのに、素す直なおじゃないんです。あれでしっかり楽しんでるんですよ、先せん輩ぱい」

「そうなんですか………」

　孝太郎の言葉に頷うなずくと、晴海は去っていくゆりかにもう一度目を向けた。

　───照れ隠し………そうだよね、私もそうだったし………。

　照れ隠しなら晴海にも良く分かった。孝太郎が研究会に入ってくれる事になった時や、本気で編み物に取り組んでくれていると分かった時には、晴海も随ずい分ぶん動どう揺ようしたからだ。

　───照れ臭くさいけど、嬉うれしいよね、仲間が増えるって………。

　晴海は薄うすく微笑むと、去っていくコス研の少女達の姿を眺ながめ続ける。そしてコス研の少女達の姿が課外活動共用棟とうの方へ消えると、晴海はポツリと呟つぶやいた。

「でも、変わった世界があるんですねぇ………」

　気持ちは理解できても、趣味は理解できない晴海。そんな晴海に孝太郎は苦笑交じりに肩を竦すくめた。

「そこは俺にも良く分からないです」

「………それを聞いて少しホッとしました」

　晴海はそこでパッと大きな笑顔を作った。言葉通りに安あん堵どしていたのだ。

「俺にはああいう過激な趣味ありませんよ」

「ふふふ。実はちょっと心配だったんです。里見君が私にああいう衣装を着ろって言ったらどうしようかなって………」

「言ったらどうするんですか？」

「困ります」

「あははははは、言いませんよ、そんな事」

　孝太郎は大声で笑うと校庭に目をやった。そこでは多くの生徒達が体育祭へ向けての練習をしていた。

　───俺達も頑張らなきゃ。ゆりか達だって、そもそもが練習だった訳なんだし………。

「さあ、行きましょう先輩。俺達も遊んでないで、練習しなくては」

「………で、でも、二人だけの時なら、着ても良いかなって………」

　孝太郎は晴海に練習を促うながしたが、彼女は何な故ぜか俯うつむいて頬を赤らめ、小声で何かをブツブツと呟いていた。

「どうしました？」

「なっ、何でもないです、何でもっ！」

　孝太郎が顔を覗き込むと、晴海は一層顔を赤らめ、大おお慌あわてで顔の前で両手を振る。そして晴海は逃げるように早足で歩き始めた。

「れ、練習頑張りましょう、練習っ！」

「はぁ………」

　───なんだろう？

　孝太郎は釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、珍めずらしく先を行く晴海の背中を追っていった。





　脚を開いて座すわった孝こう太た郎ろうが上半身をそのままぺったりと前に倒たおすと、隣となりで見ていた晴はる海みが目を丸くした。晴海も孝太郎と一緒に柔じゆう軟なん体操をしていたのだが、彼女は孝太郎の半分も身体を倒す事が出来なかった。

「里さと見み君、身体が柔やわらかいんですねぇ？」

「そこはそれ、中学で野球やってましたから」

「野球ですか？」

　身体の柔らかさと野球という言葉が繋つながらない晴海は、不思議そうな顔をして首を傾かしげた。そこで孝太郎は身体を起こすと、考え込む晴海に笑いかけた。

「俺、ずっとキャッチャーやってたんです。キャッチャーって実は身体が固いと務まらないんです」

　孝太郎はキャッチャーの捕ほ球きゆう姿勢をとり、そこからいくつかの動作を見せた。失投に手を伸のばすところ、ホームインのブロック、二塁るいへの送球などなど。キャッチャーの動作は身体を一いつ杯ぱいに使うので、上へ下へとめまぐるしい動きをする。そんな孝太郎の仕草を見た晴海は納なつ得とくして大きく頷いた。

「野球って意外と新体操じみた所があるんですね？」

「そう言われたのは初めてです」

「私はあまり身体を動かさないから、固くって全然駄目です」

「やってみてください」

「ほら、こんな感じです。………んっ、ふぬぬぬっ」

　晴海は笑顔で可愛かわいらしい声を出しながら、身体を前に倒していく。そして彼女はまるで空中にある何かを掴つかもうとするかのように、思い切り前に手を伸ばした。しかし彼女の言う通り、その身体は四十五度くらいの角度で止まってしまった。

「それでもういっぱいですか？」

「はい」

「………そうだ先輩、ちょっと背中を押おしてみましょうか？」

「えっ?!」

　せっかちな孝太郎は言うが早いか晴海の背中側に回った。戸と惑まどう晴海の様子には気付いていなかった。

「良いですっ、あのっ、良いですからっ」

「まぁまぁ、そんなに痛くしませんから」

　慌てる晴海に構わず、孝太郎は彼女の背に手を押し当てた。

「………」

　するとそれまでジタバタと慌てた様子だった晴海の身体がピタリと動きを止めた。その代わり彼女の顔がトマトのように真っ赤に染まっていく。

「押しますよー」

「はっ、ははっ、はいっ！」

　晴海はすっかりうろたえていた。そもそも一人でいる事の多い晴海なので、誰だれかと一緒に練習しているというだけで少々緊きん張ちよう気味だった。そのうえ男性が自分の身体に触ふれている。それは奥おく手てな彼女には刺し激げきが強く、緊張に拍はく車しやをかけていた。

　───私、どうしてこんなに緊張して………でも………。

　だが彼女を最も混乱させていたのは、こうして孝太郎に触さわられていても何一つ不快に感じないという事だった。普ふ通つう、晴海は異性に触られると怖こわいと感じる。しかし今、晴海の背中に押し当てられている孝太郎の大きな手からは恐きよう怖ふは感じない。それどころか安心感やあたたかさを感じていた。

『………分かった。恋こい人びとじゃないけど、気になるんだね？』

　───あっ………。

　そんな時、以前病院で知り合いの少女にかけられた言葉が晴海の脳のう裏りをよぎった。

　───こ、恋人じゃないけど、気に、なる………。

　再びその言葉を思い出し、晴海の身体は更さらに緊張して強こわ張ばっていった。

「あはは、やっぱり身体固いですね、先輩。この辺が限界ですか？」



















　けれど孝太郎はそんな晴海の複雑な気持ちに気付く事はなく、ただ陽気に笑い続けるのだった。





　ランニングに移ると、身体の固さ云うん々ぬん以上に、晴海の運動能力の低さが浮うき彫ぼりになった。

　晴海は懸けん命めいに走っているのだが、身体が弱い上に運動不足で肺活量も少なく、走る速さは孝太郎の半分も無かった。おかげで走り始めてからいくらもしないうちに晴海は孝太郎から遅おくれ始めた。こうやって四百メートルのトラックを走っていると、晴海が一周する間に孝太郎は二周以上走る事が出来る。晴海が何度目かの周回遅れになるのも目前で、前を走る彼女と追う孝太郎の距きよ離りは再び縮まりつつあった。

『ねぇ、孝太郎、あの子本当に大だい丈じよう夫ぶなの？』

　だから早さ苗なえが不安を感じるのも、仕方のない事だった。

「平気だよ。先輩の分まで俺が頑張るんだ」

『負けちゃうわよ、絶対』

　早苗は不安そうな表情で孝太郎の横をふわふわと飛んでいた。彼女は先さき程ほどからずっとそうやって孝太郎と一緒にトラックを回っていた。

　早苗は孝太郎に賭かけたので、編み物研究会の順位がそのまま彼女の部屋の支配権に跳はね返かえってくる。早苗としては編み物研究会に勝って貰もらわなくては困るのだった。

「勝つさ。というか、先輩を勝たせてやりたいんだ」

『なんでよ』

「理り屈くつじゃないんだよ。まぁ、強しいて言えばいつもお世話になってるから、かな」

　初めは頭数合わせで晴海に出場して貰うつもりだった孝太郎だが、今では不思議と晴海を表ひよう彰しよう台だいへ上げてやりたい気持ちになっていた。運動が苦手だというのに懸命になっている晴海の姿を見ていると、孝太郎の胸の中にそんな使命感が湧わき上あがってくるのだ。

『ふぅん。何でも良いから勝ちなさいよね』

「任せろ」

　早苗は孝太郎が何を思っているのかまでは分からなかったが、その意気込みだけは感じ取っていた。だから早苗はそれ以上追つい及きゆうするのを止めて、普ふ段だんの表情に戻もどった。

「あれ？」

　そんな時、孝太郎が突とつ然ぜん足を止めた。

「どうしたの？」

　早苗も宙に浮いたまま移動を止める。するとそんな二人の横を多くの生徒達が駆かけ抜ぬけていく。

「いや、また誰かが見ているような気がしたんだ」

　孝太郎はトラックに立ち止まったまま、きょろきょろとあたりを見回す。しかし視線の主はすぐには見つからなかった。

「あれじゃない？」

「うん？」

　孝太郎が早苗が指をさした方向を見ると、そこにはティアとルース、そしてキリハの姿があった。彼女達は休きゆう憩けい中なのか、タオルで汗あせを拭ぬぐいながら飲料水のボトルを口につけていた。そして三人は孝太郎が見ている事に気付くと、ルースは頭を下げ、キリハはにっこりと微笑み、ティアはそっぽを向いた。

「なるほど、見てたのはあいつらか………」

　納得した孝太郎はフッと肩かたから力を抜いた。

『ちょっとあたし、向こうの偵てい察さつに行ってくる』

「おう」

　トラックをぐるぐる回る事に飽あきたのか、それとも向こうが面おも白しろそうだからか、早苗は孝太郎を置いて三人の方へ向かって飛んで行く。すると早苗と入いれ替かわるようにして後ろから晴海が走ってきた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、さ、里見君、誰と喋しやべっていたんですか？」

　早苗と話す孝太郎の声が聞こえていたようで、晴海は息を弾はずませながら首を傾げた。

「えっ、あぁ、その、そうだ、独り言です。体育祭の作戦を考えていたんです」

「はぁ、はぁ、ご、ごめんなさい。私、運動が苦手で………里見君の足を、引っ張って、しまいますね？」

　孝太郎の誤ご魔ま化かしの言葉を聞くと、晴海はパッと表情を曇くもらせた。荒あらい呼吸が挟はさまって聞き取りにくいが、その声には申し訳なさそうな色が滲にじんでいた。

「いいえ先輩。折せつ角かく出場するんですから、完走する事だけを考えて楽しんで下さい。運動会とオリンピックは、出る事の方が大事だって言うじゃありませんか」

「はぁ、はぁ………はいっ！」

　孝太郎が励はげますと晴海の顔に笑顔が戻る。

「折角先輩がやる気になってるんですから、楽しまなくっちゃ。大体、俺は最初にリタイヤで良いって言ったじゃないですか」

「それでも、えと、里見君の足を引っ張りたくないなって、そう思ったから………」

　荒い呼吸に顔を歪めながらも、照れ臭そうに微笑む晴海。その姿を見た孝太郎は彼かの女じよを表彰台へ上げてやりたいという気持ちを強くした。

　幸い部活対たい抗こう障害物マラソンはチーム戦なので、先にゴールした方の順位だけが問題になる。だから晴海が無事にゴールして、孝太郎が上位に食い込めれば、彼女を表彰台へ上げてやる事が出来る。

　───俺はこの人を勝たせるぞ、絶対に！

　いつの間にか孝太郎には、侵しん略りやく者しや達たちとの勝負よりも晴海を勝たせる事の方が重大な目的となり始めていた。





「一体何なのじゃ、あの女はっ！」

　孝太郎と晴海が再び走り始めると、ティアは苛いら立だたしそうに唇くちびるを噛かみ締しめた。足の遅おそい晴海に気を使ってスピードを落とす孝太郎と、そんな孝太郎に笑顔を向ける晴海が、ティアの癇かんに障さわるのだ。

「孝太郎の部活の先輩だ。名前は桜さくら庭ば晴海、所属は二年Ａ組。あの娘むすめが孝太郎の所属する編み物研究会の会長をしている」

　ティアの隣でキリハがスラスラと晴海のプロフィールを口にする。キリハの調査は既すでに孝太郎の人間関係にも及およんでいた。

　───孝太郎に部屋を明あけ渡わたさせるには、あの娘が障害となってくるのだろうが………さて………？

　そのキリハも晴海には少なからず興味があった。孝太郎の様子からして、キリハの色いろ仕じ掛かけが通じない理由の何分の一かは確実に晴海が影えい響きようしていると思われるからだ。このところキリハが孝太郎に色仕掛けを避けて正せい攻こう法ほうに切り替えつつあるのは、晴海の存在を知ったからでもあるのだった。

『言ってみれば、あの晴海って子が孝太郎のお姫様って訳よ』

　ティア達三人の所へやってきた早苗は意地悪な顔でティアに笑いかける。体育祭の事もあるので、早苗の言葉はいつもよりやや攻こう撃げき的てきだ。ここで少しでも圧力をかけておこうという魂こん胆たんなのだ。

「という事は何かっ?!　孝太郎はあの女に忠誠を誓ちかっていると!?」

『うん、まぁ、そんなとこかな』

「馬ば鹿かなッ!!」

　早苗の言葉にティアは激げき昂こうした。思い通りの結果になった事に満足して早苗は内心ほくそ笑む。ティアは早苗の意図に気付いた様子もなく、猛たけり狂くるっていた。

「あの女のどこにわらわより優すぐれた所があるというのじゃっ!?　愚おろか者ものめっ、忠誠を誓う相手が違ちがうじゃろうっ!!」

　ティアには我が慢まんならなかった。本来自分に忠誠を誓うべき人間が、辺境に住むどこの馬の骨とも分からない田舎いなか娘むすめに忠誠を誓っている。しかもそれは身体が弱く、何の力も持たない、弱々しい少女なのだ。これにはティアのプライドはいたく傷つけられた。

　ティアには自分に絶対の自信があった。その身に備えた能力も、第七皇女という地位も、そして精神的にも。ティアは晴海に負けている部分など一つもないと信じていた。それなのに孝太郎はティアではなく、あんな弱々しい少女を選んだ。そしてティアにはひとかけらも敬意を払はらおうとしない。ティアには到とう底てい納なつ得とくできる話ではなかった。

『理屈じゃないんだってさ』

「なんじゃそれはっ！」

　───理屈ではないじゃとっ!?

　その事が更にティアの感情を逆さか撫なでた。

　───愚ぐ民みんはわらわとあの娘の絶対的な差が分かっていて、それでなおあの娘にかしずくというのか!?

「ありえぬっ！　そのような事っ、断じてありえぬわっ！」

　ティアには認められなかった。人の上に立つ者に必要なのは、知ち恵えと力、そして勇気。そうやってフォルトーゼ皇家は千年以上の時を超こえて栄えてきた。だからフォルトーゼの第七皇女の誇ほこりにかけて、断じて認める訳にはいかなかった。

　そんなティアに向かってルースは微笑んだ。

「殿でん下か、わたくしが殿下にお仕えしているのも、理屈ではありません」

　ルースは自分の胸に両手を重ね、優やさしく微笑む。その笑顔の向こう側にあるのは、ティアをずっと姉のように見守ってきた幼おさな馴な染じみの顔。ルースには知恵も力も勇気も、関係の無い話だった。

「ルースは特別じゃっ！　パルドムシーハはフォルトーゼの建国以前から、ずっと皇家に仕えて来たのじゃからな！」

「殿下………」

　そんなティアの答えを聞いたルースは嬉しそうでもあり、悲しそうでもあった。幼いティアには、ほんの少しだけルースの気持ちが正確には伝わらなかった。

　ルースはパルドムシーハ家に生まれていなくても、ティアに忠誠を誓うだろう。しかしティアがそれを認めてしまえば、孝太郎がティアを受け入れない事を認めるという事でもある。まだ幼くプライドの高いティアには、それは出来ない相談だった。

「………おのれ愚民め、何かにつけて忌いま々いましい奴やつじゃっ！」

　そしてティアは再び孝太郎達を睨にらみつけ、悔くやしそうに唇を噛んだ。











　　　体育祭の侵略者!?　五月十日（日）





　体育祭の当日は晴天に恵めぐまれ、燦さん々さんと太陽が輝かがやいていた。空に雲は殆ほとんどなく、千切れた綿わた菓が子しのような小さな雲だけがふわふわと空を漂ただよっていた。お昼の休きゆう憩けいの時にもそれは変わらず、校舎に囲まれた中庭にも太陽の光が降り注いでいた。

「こっちへ来て正解でしたね、先せん輩ぱい」

「中庭の方が静かだし、埃ほこりっぽくないから………」

　中庭に居るのは孝こう太た郎ろうと晴はる海みの二人だけだった。午前中の競技が終わった後、二人はお弁当を食べる為ためにここへやってきた。校庭の応おう援えん席せきは人でいっぱいだったし、風で多少土つち埃ぼこりが舞まっていた。だから孝太郎達たちは校庭を抜ぬけ出だして、中庭へとやって来たのだった。

「でも、本当は、みんなの前でお弁当を広げるのが恥はずかしくて………」

「恥ずかしがる事なんて無いですよ。ちゃんと美お味いしそうに出来てるじゃありませんか」

「ほんとう、ですか？」

　お弁当を包んでいたカラフルな布で口元を隠かくし、晴海は上うわ目め遣づかいでチラチラと孝太郎の表情を盗ぬすみ見る。その顔は自信なさそうで、恥ずかしげだった。

　今日の二人の昼食を用意したのは晴海だった。普ふ段だんの昼食は母親に用意して貰もらう晴海なのだが、体育祭という事で一いち念ねん発ほつ起き、自分と孝太郎の分の弁当を用意していた。

「ええ。とても料理に不慣れな人が作ったとは思えません」

「良かった………ちょっと心配だったんです」

　孝太郎の答えを聞いた晴海は口元から布を離はなし、ホッと息を吐はき出す。晴海は孝太郎を落らく胆たんさせやしないかと、密ひそかに心配していたのだ。

「そんな心配する事なんてありませんって。ちゃんとできてるじゃないですか」

「でも………あの、障害物マラソンではお役に立てそうにないから、せめて里さと見み君に元気をつけて欲ほしくて………それで………」

「先輩は気を使い過ぎなんですよ。男なんて単純だから、女の子がお弁当を作ってくれたというだけで、出来とは関係なしに元気になるものなんです」

「で、でも、私は気になります、お弁当の出来………」

「女の子って大変ッスね。………いただきま～～す！」

　孝太郎はおしゃべりもそこそこに、早さつ速そく弁当を口に放ほうり込んだ。午前中散々働いた孝太郎はすっかり腹ぺこだった。孝太郎の体操服の胸の所には五つの青いリボンが並んでいる。リボンは入賞した事を示すもので、青は一位を示す色だった。孝太郎は午前中に出場した五種目全すべてで一位を取った。それだけに孝太郎の体力の消しよう耗もうは大きく、お腹なかが減っていたのだ。

「おっ、美う味まい！」

「あっ………」

　孝太郎の単純な一言に、晴海の顔が綻ほころぶ。見た目だけでなく味でも合格点をもらえた晴海は、内心では踊おどり出したいほど喜んでいた。

　実際、晴海の弁当は見事だった。卵焼きにハンバーグにウィンナーと基本に忠実なおかずを取とり揃そろえ、地味だが丁てい寧ねいに作られていた。味も上々で、初心者の料理としては手放しに褒ほめられるレベルにあった。父子家庭で育った孝太郎は自分でも料理をするので、それが特に良く分かった。

　───なんというか………打算無く、料理を作って貰えるってのは良いもんだな………。

　孝太郎はしみじみとそう感じながら、次々と料理を口に運んでいく。早くに母親を亡なくした孝太郎には、こうやって好意で料理を作って貰った経験が乏とぼしい。最近はキリハが料理をしてくれていたものの、それは一〇六号室を狙ねらっての事だ。純じゆん粋すいな意味では晴海の弁当が初めてだった。

「何か、気に入らない所とかありますか？」

「特には………いや、無い事は無いか」

　晴海の質問に初め孝太郎は首を横に振ふったが、その後すぐに打ち消した。するとそこまで照てれ臭くさそうにしていた晴海の顔がスッと緊きん張ちようする。

「なにがまずかったんでしょう？」

「足りないんです」

「な、何が足りないんですか？」

　───味付け？　焼き時間？　それとも経験？

　晴海の頭の中には不安な気持ちがぐるぐると渦うず巻まいた。何を言われるかと不安で仕方がなかった。

「量ですよ量。これだけ美味しい出来なら、俺はこの三倍は食べられます」

「りょっ、量………？」

　予想外の答えが返ってきた事で、拍ひよう子し抜ぬけした晴海はポカンとした表情になる。

「ああ、でも午後も体育祭が続くから、このぐらいの方が良いのか。満腹になっちゃうと動けなくなるし」

「………」

「そんな訳で、運動が無い時はこころもち多いと嬉うれしいです。次はそういう風にお願いします」

「次………」

　そして孝太郎は笑え顔がおで箸はしを動かし始める。それを見守る晴海は段々と顔が綻んでいった。

　───次………次は、もっと沢たく山さん………食べたいって………。やっても、良いんだ………。

　この時の晴海はもう、胸がいっぱいで言葉が出てこなかった。

　───お友とも達だちが出来るって、こういう事なんだな………。

　身体が弱く、ずっと入退院を繰くり返かえしてきた晴海。病院の子供達や看護士達とは友達だったが、同世代の友達は居なかった。孝太郎はそんな晴海に出来た初めての同世代の友達だった。だから今日やった事が明日へ、明後日へと繋つながっていく友達という存在は、晴海の目には眩まぶしく映った。泣きだしてしまいたいほどに。

「どうしました、先輩？」

　黙だまったままの晴海の事が気になって、弁当に注がれていた孝太郎の視線が上がる。すると孝太郎の目に頬ほおを赤く染め、瞳ひとみを潤うるませた晴海の姿が飛び込んでくる。そんな今にも泣き出しそうな晴海の姿に、孝太郎は慌あわて始めた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?　お、俺、なんか変な事言いました!?」

　孝太郎には晴海の気持ちは分からない。幼い頃から賢けん治じを始めとする多くの友達と一いつ緒しよに育ってきたから、想像もつかないのだ。だから孝太郎は自分が何か失敗したと思って大慌てだった。

「平気ですっ、ちょっと、目にゴミが入って………だ、だからあのっ、ちょっと顔を洗ってきますっ」

　晴海は孝太郎の視線から逃のがれるように顔を背そむけ、大慌てで立ち上がる。

　どくん、どくん、どくん

　晴海の耳の奥おくでは、心臓の鼓こ動どうがやかましいほど大きく響ひびいていた。晴海はそれが孝太郎に聞こえやしないかと、ありもしない事を心配していた。

　───お、落ち着かないと、私、このままじゃきっと、おかしな事を言って、里見君を困らせる………。

　そうして晴海は高鳴る胸とくらくらする頭を抱かかえ、大慌てで中庭を飛び出していった。





「先輩………？」

　後に残された孝太郎は晴海の事情が呑のみ込めずに首を傾かしげた。だが孝太郎にくっついていた早さ苗なえには晴海の気持ちがおぼろげながら分かっていた。

『………なんかムカツク』

　そしてその腹いせに早苗は孝太郎の首を絞しめ始める。元々弁当の味が知りたくて孝太郎の首にしがみついていたので、絞めるのは簡単な事だった。

　ギリギリギリッ

「ぐっ、ぐあああぁぁぁぁぁぁっ!?」

『ちくしょ～～～～っ、ああぁぁぁ～～～～、何だか無む性しように腹が立つぅっ!!』

「なっ、なんだっ、い、いきなりっ!!」

『状じよう況きようを考えんとっ、幸せ撒まき散ちらしおってぇぇっ！　今日負けたらどうなるか分かっとんのかぁぁぁっ！』

「ぐっ、ぐうぅぅっ、さ、さなえぇぇっ、な、何度も、同じ手が通用すると、思うなよぉっ！」

　首を絞しめられている孝太郎は白くなりかける意識を必死に繋ぎ止め、体操服のポケットに右手を突つっ込こんだ。そして中にあったものを引っ張り出すと、自分の頬の向こう側に見えている早苗の額に押おし付つけた。

　ボムッ

『ぎゃふっ!?』

　その途と端たん小さな爆ばく発はつが起き、早苗の身体が後ろに吹ふき飛とんでいった。

「よっしゃああぁぁっ！　ありがとうおばあちゃんっ！」

　孝太郎の手の中にあるのは金糸で刺し繍しゆうが施ほどこされた小さなお守りだった。それはめでたいものが苦手な幽ゆう霊れいの早苗には絶大な威い力りよくを持った武器だった。

『家内安全』

　その金色の文字は、太陽の光を浴びて誇ほこらしげに燦さん然ぜんと輝いていた。

『ちょっとぉぉっ、いきなり何すんのよぉぉぉっ！』

　右手で顔を押さえながら早苗が戻もどってくる。そして孝太郎の顔の前に浮うかぶと猛もう然ぜんと抗こう議ぎを始めた。

「それはこっちのセリフだっ！　毎回毎回訳の分からん理由で首を絞めおって！　無意味に気絶させられる方の身にもなれっ！」

『良いでしょそのぐらいっ！　男のくせにチマチマした事にこだわるんじゃないわよっ！　幽霊が人に愛のある危害を加えるのなんて基本中の基本じゃないっ！』

「だったら反はん撃げきされても文句言うな！　この悪あく霊りようめっ！」

『信じらんないっ！　こぉんなに可愛かわいいあたしを捕つかまえて、悪霊って事は無いでしょ、悪霊って！』

　ゴン

　睨にらみ合あう二人の額が激げき突とつして派手な音を立てる。そのまま二人の言い争いは加速していくかに思われたが、第三の人物の登場で一時中断する事となった。

「活かつ躍やくしているようだな、孝太郎」

『キリハ!?』

　やってきたのはキリハだった。五月の爽さわやかな風に長い髪かみを揺ゆらし、彼かの女じよは音もなく孝太郎達に近付いてきた。

「そういうあんたも大だい活かつ躍やくみたいじゃないか、キリハさん」

　近付いてくるキリハの胸にもリボンが幾いくつか並んでいた。リボンは青が三つに緑が二つ。一位が三種目、二位が二種目という成績だ。

『何胸をじろじろ見てんのよ、孝太郎っ！　ほんとにいやらしいんだからっ！』

「違ちがうって！　あれをよく見ろ！」

『他人の胸なんて見たかないわよっ!!　下着が透すけててウハウハだとか言いたいわけっ!?』

「そんな訳ないだろっ！　リボンだよリボン！　キリハさんの成績を見てたんだよ！」

『えぇえぇ、キリハの胸の成績は満点でしょうよっ！』

「話を聞かんかこのボケ幽霊っ！」

『あによぉ、あたしにだってプライドってものはあるのよっ！』

「幽霊のプライドっていうのは、向こうが透けて見えるプライドかっ!?」

　ゴンッ

　孝太郎と早苗の額が再び激突する。そんな時、また新たな人間が中庭へ姿を現した。

「血気盛んで結構な事だな、愚ぐ民みん。そうでなければ這はいつくばらせる意味がない！」

　やってきたのはティアとルース、そしてティアに率いられたむさくるしい男達だった。

　ティアの胸のリボンは四つ。その全てが青。本当はティアは午前中に六種目にエントリーしていたのだが、二位以下のリボンは捨ててしまったので青が四つだった。

　そして戦うティアを応おう援えんし続けていた応援団の男達は汗あせだくで、大分疲つかれ気ぎ味みだった。おかげでむさ苦しさは通常の三倍に膨ふくれ上あがっている。

　ちなみにルースのリボンは二つ。緑と黄色、二位と三位のものが一つずつだった。

「黙ってろチューリップ！　今忙いそがしい！」



















『そうよ！　絶ぜつ壁ぺき胸のあんたの出る幕じゃないわっ！』

　孝太郎と早苗はティアに目を向ける事はなく、そのまま睨み合いを続けていた。これはティアには我が慢まんならなかった。孝太郎が敬意を払はらわないだけで腹立たしいのに、同時に早苗がティアの一番嫌きらいな話題を口にした。おかげでティアの怒いかりは一気に頂点を超こえた。

「喧けん嘩か売っておるのか、この無礼者どもがっ!!　今すぐ灰にしてやる事も出来るのじゃぞっ!?」

「いけません、殿でん下かっ！」

　ルースが止めてもティアは引き下がらない。

　ガゴゴッ

　ティアは孝太郎と早苗の所まで進み出て、二人に頭ず突つきする。

「やれるもんならやってみろ！　チューリップ！」

「まずはその腐くさった性しよう根こんを叩たたき直なおしてから、灰にしてくれるわっ！」

『ちょっとぉ！　あたしの話を聞きなさいよぉっ！』

　そしてそのまま三人は額をくっつけたまま、至近距きよ離りでの言い合いを始めた。

「ああぁ、殿下、サトミ様ぁっ」

「放っておけルース。あれで三人とも言うほどお互たがいが嫌いではないのだから」

「気色悪い事言わないでくれキリハさんっ！　こんなの嫌いに決まってるだろうっ!?」

「こんなのとはなんじゃこんなのとはっ！　ティア殿下と呼べ、このゴミムシがぁっ！」

『訂てい正せいして孝太郎っ！　これだけぷりてぃなあたしを気色悪いってどおいう事よぉっ！』

「言葉通りだボケナスどもぉっ！」

　売り言葉に買い言葉、三人の言い合いはどんどんエスカレートしていった。

「さっとみくぅぅ～～～ん♪」

「お～～～い、ヤッホー♪」

「ん？」

　だが突とつ然ぜん中庭に響いた能天気な声が孝太郎を冷静にさせた。声の主は六人の少女達。コスプレ研究会の面々だった。彼かの女じよ達たちの登場で孝太郎達の言い合いはもう一度中断した。

「なんだか楽しそうねぇ、孝太郎君」

　彼女達は手て押おし車ぐるまを押す会長を先頭にして近付いてくる。コス研の少女達は体操服姿で、コスプレ衣装は身に着けていない。彼女達はきちんとルールを守るので、許可のある時にしか衣装は身に着けないのだ。

　───なんだろう？

　孝太郎の目を引いたのは会長の押している手押し車だった。そこには一メートル以上の大きさの麻あさ袋ぶくろが積まれていて、それは何な故ぜか時々ピクピクと動くのだ。

「………！　………！」

　麻袋はまるで生きているかのようだった。

「こんにちは、会長さん」

「こんにちは、里見君。それと里見君のお友達もこんにちは」

　やってきたコス研会長がにこやかに挨あい拶さつすると、十人になった少女達は口々に挨拶を交かわしていく。ちなみにティアの配下の応援団は直立不動で何も喋しやべらなかった。

　そんな少女達の挨拶が一段落すると、会長は孝太郎に笑いかけた。

「障害物マラソンを楽しみにしててね、孝太郎君。今日の衣装は自信作だから」

「あたし達みんなで徹てつ夜やで作ったの！」

「そうそう。何度針で指を刺さした事か」

「………それはあんただけよ」

　そうやって少女達が喋っている間も、時折麻袋が身じろぎする。

「………！　………！　………！」

　───まぁ、良いか………。

　麻袋の中身が気になっていたのだが、孝太郎はあえて触ふれない事にした。





　晴海が中庭へ戻ってきたのは、ちょうどそんな時の事だった。

「里見君………？」

　孝太郎の周りには多くの人間の姿があった。男女合わせて二十数名。晴海に見覚えがある人間はそのうちの数名だけだった。

「あら～～～、可愛いのが居るじゃない」

「うわわわわっ、よ、よせっ、わらわに触さわるでないっ！」

「ねえあなた、ウチの研究会に入らない？」

「入らんっ！　そんな怪あやしげな研究会に入るものかっ！」

「あら残念」

「じゃあこっちの二人は？」

「わたくしはティア様が入らないならば、遠えん慮りよさせて頂きます」

「私は陸上部だから無理です、先せん輩ぱい」

「チューリップ、お前、応援団になんか入ったのか？」

「そうとも。不ふ遜そんなそなたとは違って、鋼はがねの忠誠心を持つ者共じゃ。そうじゃな!?」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

「すっかり洗脳されとる………」

『あぁ～あ、この高校、実質応援団が消しよう滅めつしたわよ』

　誰もが元気よく言葉を交わし、会話と笑顔が弾はずんでいた。孝太郎も晴海が見た事の無い種類の表情を作っている。それは晴海の知らない孝太郎で、そして知らない人間模様だった。

「とても………入り込めない………な………」

　晴海はその場で立たち尽つくした。高鳴っていた胸は一気に沈ちん黙もくし、高こう揚ようしていた気持ちもいつの間にか冷え切っていた。晴海は自分が知っている孝太郎が全体のほんの一部分でしかないという事を思い知らされ、悲しい気持ちになった。

「私は、里見君にとっては、そんなに………」

　晴海の足は動かなかった。どうしても目の前で繰り広げられている騒さわぎの中に入っていく事が出来ない。

　距離にしておよそ二十メートル。

　さほど遠くないその距離は、晴海にとっては絶望的に遠い距離だった。





　ポンッ、ポポポンッ

　青空にいくつもの花火が上がる。昼間の花火なので花は咲さかず小さな閃せん光こうしか出ないものなのだが、数が揃うとそれなりに目立つ。それは体育祭のメインイベント、部活対たい抗こう障害物マラソンがもうすぐ始まるという合図だった。

　部活対抗障害物マラソンのコースは全長五キロ。そこに十個の障害が待ち受けている。この種目は男女を問わず参加できるので、ハンデとして障害は女性の方が簡単になっている。また、障害は体力勝負のものばかりではないので、毎年優勝チームがめまぐるしく入いれ替かわる。元々部活動が活発な吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうなので、多くの部が参加するこの種目は必然的にメインイベントだった。

「ふっふっふ、いよいよこの時がやってきたか………」

　孝こう太た郎ろうは腕うでをぐるぐる回しながら周囲を見回す。スタート地点となるこの場所には百人以上の人間が集結していた。春風高校には大小合わせて五十を超える部活動がある。その殆ほとんどがエントリーしているので、この人数になるのだ。彼かれらの服装はバラエティに富んでおり、過半数が部のユニフォームを身に着けている。残りはユニフォームの無い文系などが殆どで、普ふ通つうの体操服姿だった。

「コウ、やけに自信満々じゃないか」

「分かるか？」

「伊だ達てにお前の相棒を何年もやってないさ」

「さすが我わが友ともマッケンジー」

　バンバン

　準備運動を終えた孝太郎は、その大きな手で隣となりにいる賢けん治じの背を叩いた。

「いてて」

「今日の優勝はいただきだっ！」

「甘あまい甘い。脳のう味み噌そまで筋肉のコウが優勝出来るもんか。俺に勝てるかどうかも怪しいな」

「言うねぇ。だったら賭かけるかマッケンジー？」

「乗った。俺とお前で、先にゴールした方が勝ちな」

「負けた方が勝った方にメシを奢おごる。良いな？」

「分かった」

　頷うなずいた賢治はニヤリと笑う。彼にはこの競技に自信があった。賢治は体力では孝太郎にはいくらか劣おとるが、器用さと頭脳では逆に勝っている。だから総合力が試ためされるこの競技でなら孝太郎に勝てると踏ふんでいた。

「ハッ、馬ば鹿かな賭けをしたもんだな、コウ。今度の昼飯はスペシャルランチを奢る覚かく悟ごをしておけよ」

「そんな格好で馬鹿とか言われたくないぞ」

「うるさいな、演劇部なんだから仕方がないだろ」

　賢治が着ているのは体操服ではなく、純白のタキシードだった。しかも胸には丁てい寧ねいに深しん紅くの薔ば薇らが飾かざられている。それは賢治が入部した演劇部で以前使っていた舞ぶ台たい衣装だった。

「あら、面おも白しろそうな事してるじゃない、二人とも」

「大家さん」

　二人の話がまとまった所に静しず香かが顔を出した。お料理研究会の助すけっ人ととして参加している静香は、体操服の上からエプロンを着るという一風変わった格好をしていた。それは賢治に負まけず劣らず奇き妙みような姿だった。

「その話、私も交ぜて貰もらえないかな」

「笠かさ置ぎさんも？　俺達たちはかなりこの手の事に自信がありますよ？」

「あら、私にも自信が有るから言ってるのよ？」

「しかし───」

　賢治はやんわりと静香を止めようとしたが、孝太郎の意見は正反対だった。

「良いじゃないかマッケンジー。大家さんにも入って貰おう」

「良いのか？」

「ああ」

　───なにせ、俺だって大家さんには勝てるかどうか分からんからな………。

　賢治とは違い、孝太郎は静香の運動能力の高さを知っている。孝太郎には四人の侵しん略りやく者しや達を素す手でで叩き伏ふせた静香がこの競技で後おくれを取るとは思えなかった。しかも彼女は賢治と同じぐらい頭も良いのだ。

「じゃあ笠置さんも交ざって三人という事で」

「負けないわよ、二人とも」

「望むところです、大家さん」

　───ふふふ、よしよし、これでマッケンジーは二人分奢る事になるぞ………。

　孝太郎は内心でほくそ笑えむ。そうして静香の賭けへの参加が決まった時、スタート地点の横の観客席から賢治への声せい援えんが飛んだ。

「けんじく～～～ん、カッコイイわよ～～～！」

「薔薇の騎き士し様ぁぁぁっ！　こっち向いて～～～！」

　続けて何度もカメラのフラッシュが瞬まばたく。それは中学の頃ころから存在していた、賢治のファンの女の子達だった。

「ほら、手を振ふってやれよ薔薇の騎士様。ファンがお待ちかねだぞ」

「うるせぇな」

「こうたろうく～～ん、騎士様をこっちに向けて～～～！」

「はいはい～～～」

「おっ、おいっ!?」

　孝太郎は観客席に背を向けたままの賢治の頭を掴つかむと、強ごう引いんに観客席の方へ向けた。すると再びフラッシュが瞬く。

「照れるな照れるな。多少周りの男どもの怒りを買うだけだって。無論、俺の怒りもな」

「いい加減にしろっ、コウ！」

「あぁそっか、すまんすまん、その子が可哀かわい想そうだよな」

　賢治の隣には深紅のドレスに身を包つつんだ女の子の姿があった。彼女も演劇部員で、着ている服は賢治のものと同じく過去の舞台衣装だ。深紅の乙女おとめと、薔薇の騎士、それが今日の二人の配役だった。

「あのう、松まつ平だいらさんは私がお願いして入って頂いたんです。松平さんは私をどうこうしようなんて、考えてないと思います」

「勘かん違ちがいしてはいけませんお嬢じようさん！　それがこいつのいつもの手です！」

「は、はぁ………」

　賢治をフォローした深紅の乙女だったが、孝太郎の迫はく力りよくに押されて腰こしが引けてしまう。

「ぶち殺すぞこの野や郎ろうっ！」

「きゃあ～～～、助けて桜さくら庭ばせんぱ～～～い！　マッケンジーがいじめるぅ～～～！」

「あっ、えっと、さ、里さと見み君!?」

　賢治が怒り始めると、孝太郎は笑いながら近くにいた晴はる海みの背後へ逃にげ込こんだ。

「こ、こんにちは、桜庭先せん輩ぱい」

「こんにちはっ、松平君っ」

　予期せず向かい合う事になった晴海と賢治。二人とも妙みように焦あせっていた。

「えと、えと、あのぉ………」

「汚きたないぞ孝太郎！」

　時間が経たってそれなりに慣れたとはいえ、晴海はまだ賢治の事が苦手だった。だから晴海は向かい合った途と端たん沈ちん黙もくしてしまう。賢治もそんな晴海の気持ちが分かっているので、余計な事は言えなかった。

「先輩、ついでにマッケンジーの横の演劇部の子と、こっちの大家さんにも御ご挨あい拶さつしてください」

「は、はいっ、こんにちはっ！」

「こんにちは、桜庭さん」

「こんにちは、桜庭先輩」

　晴海がぴょこっと頭を下げると、深紅の乙女と静香も頭を下げる。

「きょ、今日は頑がん張ばりましょうね」

「私はこの格好で最後までいけるか不安です」

「あはは、素す敵てきですよそのドレス」

　もともと女じよ性せい陣じんは三人とも温和なので、そうやって挨拶が済むといくらか空気が和なごんだ。それは奥おく手てな晴海も同様だった。

「………」

「なんだよマッケンジー、その目は」

　気がつくと、賢治はじっと孝太郎の事を見つめていた。その視線は妙に刺とげ々とげしい。

「あのな、コウ、そういう事はもうちょっと分かりやすくやれよ」

「何の話だ？」

「………もういい」

　賢治は肩かたを落とすとカリカリと頭を掻かいた。付き合いの長い賢治には、孝太郎が孤こ立りつしている晴海を強引に話に引き込むために賢治を利用した事が分かっていたのだ。そして賢治は小さく溜ため息いきをつくと、晴海に改めて挨拶を始めた。

「先さき程ほどは失礼しました、桜庭先輩」

「い、いえ、とんでもないっ」

「桜庭先輩、里見君が言うには、マッケンジー君は女ったらしみたいなので気を付けてくださいね」

「………ほ、本当なんですか？」

「嘘うそです、嘘ですって！」

　───頑張れ、桜庭先輩………。

　孝太郎はおしゃべりを始めた四人に背中を向けると、再びスタート地点を見回した。そこには相変わらず色々な人間の姿があった。

「………簡単には勝たせて貰えそうにないな」

　体格が良く力が強そうな者もいれば、身体が小さく身のこなしの良さそうな者もいる。晴海を表ひよう彰しよう台だいへ上げる為ためには十の障害を全すべて突とつ破ぱして、ここにいる誰よりも早くゴールに駆かけ込まなければならない。

「よしっ！　頑張るぞ！」

　油断して足元をすくわれないように、孝太郎は改めて気合いを入れ直した。

『ねぇ、孝太郎』

「ん？」

　そんな時、傍そばに浮ういていた早さ苗なえがふわりと孝太郎の背中にしがみついた。そしてその細い腕を孝太郎の首に回しながら小さく微笑ほほえむ。

『あんたってさ、意外と………』

「なんだ？」

『なんでもない。にゃはははっ』

　結局早苗は何も言わなかった。そして何も言わないまま笑え顔がおを大きくする。それは後ろから抱だきつかれている孝太郎からは見えず、早苗自身にも自覚の無い事だった。

　───あれ？

　早苗は後ろから抱き付いた事で孝太郎が見ているものに気付いた。それはユニフォームを着た、二人組の野球部員だった。

『………孝太郎、訊きいて良い？』

「なんだ？」

『そんなに気になるならさ、なんで野球やらないの？』

「えっ？」

　驚おどろいた孝太郎が早苗を見る。

　───やっぱり………。

　早苗は孝太郎の瞳ひとみの奥おくにある驚きと戸と惑まどいを見み逃のがさなかった。

『あんたこないだから、事あるごとに野球部見てるんだもん。分かるよ』

「………そっか」

　孝太郎の視線が早苗から離はなれ、再び野球部員達の方を向く。隠かくす事も無い、そう感じた孝太郎は素す直なおな気持ちを口にした。

「そりゃあ野球は好きだけどさ。流石さすがに一人暮らしと両立するほど甘いスポーツじゃないんだよ」

『ふぅん………』

　孝太郎の視線には懐なつかしさと一いち抹まつの寂さびしさが滲にじんでいた。それを感じ取った早苗の胸に、フッとある考えが浮かぶ。

　───もし、あたしが家事や何かを手伝ってやったら、孝太郎は野球がやれるんじゃないだろうか？

　料理、洗せん濯たく、掃そう除じ、お風ふ呂ろの用意。孝太郎が毎日やっている事を早苗が肩かた代がわりすれば、孝太郎は野球をやる暇ひまが出来るかもしれない。

　早苗が思いついたのはそんな事だった。しかし早苗は慌あわててその考えを打ち消した。

『ちっ、ちがうちがうっ、あたし一体何を考えてっ!?』

　───追い出すのよ！　あたしは孝太郎の事だって、あの部屋から追い出さないといけないんだからっ！　それが何で家事の手伝いだなんて事を考えてんのよっ!?

　早苗は自分の感情に戸惑っていた。追い出すべき人間の手伝いを考えた自分が信じられない。そして何より早苗を戸惑わせたのは、そう考える事を自分が不快に感じないという事だった。

「何だ？　どうした？」

『何でもないっ、何でもないったらっ！　ほっといてよっ！』

　心配して声をかけた孝太郎だが、早苗の様子に更さらに困こん惑わくする。

　───一体何をやってるのよ、あたしはっ!?

　だがこの時、早苗の困惑は孝太郎以上だった。





　一方その頃、ティアもスタート地点の混雑の中にあった。彼かの女じよは応おう援えん席せきの正面に立ち、そこに居並ぶ応援団員への演説の真っ最中だった。

「皆みなの者、今日まで良く耐たえた！　わらわと共に出場するのは一人だが、そなたらとの日々の研けん鑚さんがあってこそである！　今日はわらわと共に出場しているつもりで応援に励はげむが良い！」

　彼女は体操服に応援団長の腕わん章しようを着け、両手を腰に当てて仁に王おう立ちしていた。しかし身体の小さなティアはこの場所にいるとすっかり人の波に埋まい没ぼつしてしまう。だがその張りのある高い声までは隠す事は出来ず、直立不動の応援団員全員にしっかりと届いていた。そして応援団の男達も全力で彼女の言葉に答えた。

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

　男達の大きな声が波のように広がっていく。その太く大きな声は周囲の雑音を押おし退のけ、地鳴りのように大地を揺ゆらした。

「誰がわらわと共に出るかは問題ではない！　問題はわらわが勝つかどうかじゃっ！」

『ティアミリス殿でん下かに勝利を!!　フォルトーゼ皇家に栄光あれ!!』

　応援団員の士気は高い。今日までの厳しい訓練がその結束を強くした。彼らの目的はティアの勝利。応援団の勝利ではない。その為に彼らは厳しい訓練を耐え抜ぬいてきた。今の彼らはティアが死ねと言えば死ぬだろう。それはティアが望むままの忠臣の姿だった。

「殿下、御ご武ぶ運うんを」

「うむ。任せておけ、ルース。必ず勝って錦にしきを飾る」

　今日ティアと一いつ緒しよにマラソンに参加するのはルースではなく、応援団の中で最も身体能力に優すぐれた者だった。そのためルースは残りの者達と一緒に応援席にいた。

「殿下、そろそろ御お時じ間かんです」

「うむ。では参るぞ」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !』

「さぁ、どう出てくる、クラノ＝キリハ………」

　ティアはスタートラインへ向かいながらニヤリと笑うのだった。





　そのキリハは、この時既すでにスタートラインについていた。競走する訳なので、最前列でスタートするに越こした事は無かった。

「もうすぐ始まるよ、桐きりちゃん。がんばろうねっ」

「はい、高たか橋はし先輩」

　キリハと一緒にいるのは高橋という女子陸上部の先輩だった。キリハは彼女に相あい槌づちを打ちながら、裏では着々と戦いの準備を進めていた。

「………カラマ、首しゆ尾びは？」

『全員所定の位置に着いたホー。コラマが上から確かく認にんしたホ』

　キリハが小声で囁ささやくと、すぐに耳元に返事が返ってくる。迷めい彩さいで身を隠した埴輪はにわが一体、キリハのすぐ傍に控ひかえているのだ。

『裏切り者は出ていないようだホー。あとはおいら達に任せるホー』

「よし。頼たのむ」

『がってん！』

　───あとはスタートを待つばかり、と。

　最終確認を済ませたキリハは小さく笑みを漏もらした。するとすぐ隣にいた高橋がキリハの笑顔に気付く。

「桐ちゃーん、何にやにやしてんのかなー？」

「実はお友とも達だちと賭けをしているんです」

　そんな突とつ然ぜんの問いかけにもキリハが動じる事は無く、ごく自然に猫ねこかぶりの笑顔を作った。すると高橋はキリハの内心には気付かず、目を輝かがやかせて身を乗り出してきた。

「賭け!?　相手は男の子!?」

「はい」

「何を賭けたの？」

「勝った方が、負けた方に大切なものを差し出すんです」

　キリハは真実の一部を語った。キリハは孝太郎達たちと賭けをしていて、負ければ畳たたみの支配権をいくらか手放さなければならない。

「きゃ～～～！　だいた～～～ん！　っていうかぁ、それってぇ、どっちが勝っても同じじゃないっ!?」

　だが高橋はキリハが領土争いをしているとは欠片かけらも考えず、すっかり勘違いした。





　勘違いと言えば、最さい後こう尾び付近に位置しているコスプレ研究会が一番の勘違いだった。彼かの女じよ達たち六人は出場しない五人まで全員がコスプレしており、その周辺の雰ふん囲い気きをまったくの別モノに仕立て上げていた。

　今日のコスプレは全員お揃そろいのメイド服。唯ゆい一いつ会長のメイド服だけが腕章とヘッドドレスにデザインの違ちがいがあるという凝こった作りだった。彼女はメイド長という設定なのだ。

　その会長は時計を確認すると隣にいる副会長に声をかけた。

「そろそろスタートの時間よ。副会長、ゆりかちゃんを準備して」

「そうですね、分かりました」

　部活対抗障害物マラソンにコスプレ研究会から出場するのは会長とゆりかだった。コス研では新人教育の一いつ環かんとして、会長と新入部員がペアで出場する事になっている。だがおかしな事に、この場所にはゆりかの姿は見当たらない。

「みんな、ゆりかちゃん持ってきて！」

『はぁ～～い』

　ガラガラガラ

　副会長が合図すると、残る四人が手て押おし車ぐるまを押してやってきた。手押し車の荷台には例の麻あさ袋ぶくろが積まれている。しかし昼休みの時とは違い、麻袋はぴくりとも動かなかった。

「それでは開かい封ふう～～～！」

『はぁ～～い』

　少女達は麻袋の口の所の縄なわを緩ゆるめると、袋をさかさまにした。

　ズルッ

　すると麻袋の中から、メイド服を着たゆりかが転がり出て来た。彼女は猿さるぐつわを噛かまされ、荒あら縄なわで縛しばりあげられている。コスプレを嫌いやがったゆりかは、無む理り矢や理り脱ぬがされてメイド服を着せられた挙句、今まで拘こう束そくされていたのだ。コス研の少女達はそんなゆりかの拘束を手早く解いていった。

「うっ、うぅぅっ、や、やっと自由に………」

　ようやく自由になったゆりかだが、彼女は地面に倒たおれ伏ふしたまま動かなかった。うずくまるように身体を丸めた彼女は、その大きな瞳からはらはらと涙なみだを流し地面を濡ぬらしていった。

「どっ、どうしてわたしだけこんな目に………」

　コスプレは嫌きらいだというゆりかの言葉は誰も聞いてくれなかった。誰もがゆりかの事をコスプレ好きだが、素直じゃない変わった女の子だと勘違いしていたのだ。

「も、もう、お嫁よめにいけない………」

「綺き麗れいよゆりかちゃん」

「今日は頑張ってね！」

「お嫁なんて時代遅れよ！　このままコス研に永久就職よ！」

「そんなのいやですぅ～～～」

　涙するゆりかをよそに、コス研の面々のテンションは高かった。それは会長が一番で、彼女はその瞳をキラキラと輝かせていた。

「あぁん、駄だ目めよゆりかちゃん。お化け粧しよう崩くずれちゃうじゃない」

「しくしくしくしく」

　会長はゆりかの涙を拭ぬぐうと、自分の化粧セットを取り出してゆりかの化粧を直していく。引き直されたルージュが艶なまめかしく唇くちびるを輝かせ、きりっと整えられた眉まゆは目元をよりはっきりと際きわ立だたせる。その手しゆ腕わんはプロとは言わないまでも相当なもので、みるみるうちにゆりかの顔は美しく彩いろどられていった。

「レース中に孝太郎君をびっくりさせましょうね？」

「この格好を見られてびっくりされたくないですぅ～～～しくしくしくしく………」

　相変わらず誰にも話を聞いて貰えないゆりか。

　ひたすら涙し続ける彼女は、皮肉にも誰よりも美しく華はなやかだった。





　校長がスタート地点の脇わきに作られた壇だんにあがっていく。毎年このメインイベントのスタートの合図は校長の仕事だった。スタート地点に集まった者たちは皆、階段を上がる彼かれの姿を固唾かたずをのんで見守っている。校庭は静まり返り、誰もがレースの始まりを待ちわびていた。

　そして壇上に上がった校長がスタート用のピストルを空に向けると、スピーカーから司会の放送委員の声が流れ出した。

『位置について。用意………』

　そんな放送委員の声に合わせ、校長の指が引き金を絞しぼる。

　パァンッ

　少量の火薬が破は裂れつする甲かん高だかい音が辺りに響ひびき渡わたった。それは部活対抗障害物マラソンのスタートを告げる合図だった。

　ワァァァァァァァァ

　するとそれまで静まり返っていた校庭が一いつ斉せいに沸わき上あがる。誰もが待っていた競技だけに、興奮は一気に最高潮に達していた。

「行くよ桐きりちゃんっ」

「はいっ、高たか橋はし先せん輩ぱいっ」

　そんな中、真っ先にスタートを切ったのは先頭にいた女子陸上部の二人だった。彼女達は綺麗なフォームで飛び出すと、そのままぐんぐん加速していく。それは陸上部ならではの思い切りの良いスタートだった。

「出で遅おくれた!?」

「くそっ、追え追えぇっ！」

「女子陸上部に先を越こされるなっ！」

　そんな女子陸上部に多くの部が続こうとしたのだが、そこで思いがけない事が起こった。先頭付近にいた幾いくつかの部が転てん倒とうしてしまったのだ。スタートの混乱で足をもつれさせたようだ。

「おわああぁぁっ、踏ふむなっ、どけっ、お前らっ」

「いたたたたたっ、痛いってばぁっ！」

「それ俺の足！　変なほう向けるなっ！」

「ちょっとぉ、変なところ触さわらないでよっ！」

　先頭付近で起こった集団転倒は、後続を巻き込んで大きな騒そう動どうとなった。巻き込まれなかった者達も転倒した者達が邪じや魔まになってスタートできず、その場に立ち往生させられていた。

「ラァッキィィィィッ！　何だかよく分からないけれど、桐ちゃんっ、今のうちよっ！」

「はいっ、先輩っ！」

　これが大きくプラスに働いたのが女子陸上部だった。最初に飛び出した彼女達のすぐ後ろで集団転倒が起こったため、完全な独走態勢となった。キリハと高橋の二人組は、肩を並べてあっという間にコーナーへ進しん入にゆうしていく。この競技は校庭のトラックを半周してから学外のコースへ出ていく事になっている。二人は転倒した者達が立ちあがる前に、トラックを半周し終えていた。

「ふふふっ」

　校門を出ていく直前、キリハは混乱の続くスタート地点を見て小さく微笑んだ。しかしそれも一いつ瞬しゆんの事。キリハはあっという間に校門を駆け抜け、姿を消した。

「やられたっ、キリハめっ、まさかこんな事を企たくらんでいたとはっ！」

　ガバッ

　甲高いティアの声と共に、もつれて倒れた生徒達の山の中から古ふる臭くさい制服姿の大男が立ち上がる。そしてその大男の更に下から、憮ぶ然ぜんとした表情のティアが姿を見せた。ティアも集団転倒に巻き込まれたのだが、彼女が怪け我がをした様子は無かった。事故に遭そう遇ぐうした時、彼女は相棒の応援団員に庇かばってもらったのだ。

「色いろ仕じ掛かけか、賄わい賂ろか………何にせよ完全に嵌はめられたっ！　くそっ！」

　立ち上がったティアは苛いら立だたしげに歯は噛がみする。ティアはこの転倒事故をキリハの策略だと考えていた。飛び出した女子陸上部、その直後に起こった最前列での転倒。それらが偶ぐう然ぜんに起こったと考えるほど、ティアはお人ひと好よしではなかった。

「やはりあの女だけは油断ならぬわっ！」

　ティアの想像した通り、この転倒事故はキリハによる策略だった。キリハは上じよう位い陣じんを金銭で買収し、集団転倒を引き起こした。上位陣を買収する事でライバルを減らし、かつ転倒させて後続を断たつ。一度の買収で二度美お味いしい、見事な計略だった。

「あの女め狐ぎつねの良いようにさせてたまるものかっ、おいっ、わらわを向こうへ放ほうり投なげるのじゃっ！」

「Hail to the princess !」

　ティアの命令に、間かん髪ぱついれずに応援団の大男が動き始める。大男は軽々とティアを担かつぎ上げると、まるでバスケットボールを投げるかのような気軽さで彼女を放り投げた。大男の怪かい力りきとティアの身体の小ささならではの大おお技わざだった。

「わらわは先に行く！　そなたは後からついて参れ！」

「Hail to the princess !」

　投げ飛ばされたティアは転んでもつれ合う集団を飛び越えて、綺麗に両足からトラックに着地した。そして彼女はそのまま後ろを見ずに走り始める。ティアはその身体の小ささにしてはかなりの健けん脚きやくで、鋭するどく瞳を輝かせ跳はねるようにトラックを駆ける姿は小型の肉にく食しよく獣じゆうのようだった。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですか桜さくら庭ば先輩っ!?」

「ありがとう里さと見み君。でも何が起こったんですか？」

「分かりません、前の方が一斉にすっ転んだみたいですけど」

　ティアから遅おくれる事数秒、孝こう太た郎ろうは晴はる海みを両りよう腕うでで抱き抱かかえて立ち上がった。いわゆるお姫ひめ様さまだっこの体勢だった。

　先頭が転倒した時、孝太郎と晴海は集団の真ん中あたりに居た。二人は止まった先頭と前に出ようという後続に挟はさまれて揉もみくちゃにされた。今はようやくそこから抜ぬけ出だして、体勢を立て直した所だった。

「ムッ!?」

　その時、孝太郎の目にトラックを駆けていくティアの姿が飛び込んできた。トラックを半周回ったティアは今にも校門を出ていこうとしていた。

　───まずい、出遅れたっ!!

　孝太郎は内心で舌打ちしながら、未いまだに混乱が続く先頭集団を見み渡わたした。

「どうする、あそこを通るにしたって………」

　だが先頭集団は完全な団子状態で、まだ当分通れそうもなかった。しかしキリハとティアが先行しているのは分かっていたので、じっとしている訳にもいかない。

『孝太郎あれあれ！　あの三人っ！』

「お？」

　そんな時、孝太郎にくっついていた早さ苗なえが正面を指さした。その先には起き上がろうとする三人の屈くつ強きような男達の姿があった。ラグビー部・柔じゆう道どう部ぶ・相撲すもう部ぶ。特とく徴ちよう的てきなユニフォームの男達だった。

「チャンスッ!!」

　男達を目にした途と端たん、孝太郎はニヤリと笑って走り始めた。

「行きますよ桜庭先輩っ！」

「里見君!?」



















　孝太郎は晴海の返事も待たずにどんどんスピードを上げ、三人に向かって突っ込んでいく。

「掴つかまってて、桜庭先輩っ!!」

「きゃああぁぁぁぁぁあああああぁぁぁぁっ!!」

『そぉぉぉれ、飛っべぇぇぇぇぇぇっ！』

　そして孝太郎はラグビー部・柔道部・相撲部と体格の良い上級生を順番に踏みつけて強ごう引いんにジャンプした。起き上がりかけていた彼らは丁度良い踏み台だった。

「すみませ～～～～んっ!!　ちょっと失礼しま～～～す!!」

「踏んでった!?」

「お、俺を踏み台にしたぁっ!?」

「ごっつぁんです!?」

　孝太郎と晴海が宙を舞まう。スピードが乗った孝太郎と晴海は綺麗な弧こを描えがき、転倒している先頭集団を飛び越えていく。突然の出来事に晴海は振ふり落おとされないように孝太郎にしがみつくだけで必死だった。

　ズダンッ

　孝太郎の両足がトラックを踏み締しめる。晴海と孝太郎の体重を合わせると百キロを優に超こえる。その為着地の衝しよう撃げきは大きな音が出るほどのものだった。

「きゃあぁぁっ！」

「無事ですか、桜庭先輩っ！」

　晴海から着地のショックが抜けないうちに孝太郎は再び走り始める。

「それはこっちのセリフです！　里見君っ、大丈夫なんですかっ!?」

「平気です！　鍛きたえてますからっ！」

　我に返った晴海は咄とつ嗟さに無む茶ちやをした孝太郎の身体を心配したが、その孝太郎の方は余よ裕ゆうの笑顔だった。

　中学時代は野球のキャッチャーだった孝太郎。キャッチャー用の防具はミットまで含ふくめると数キロの重さがある。身のこなしの訓練の為ために孝太郎は防具を全すべて身に付けて動き回ったり、タイヤを引っ張っての走り込みなどを繰くり返かえしてきたため、足あし腰こしの丈じよう夫ぶさは半はん端ぱではなかった。

「………本当に？」

「そういうセリフはもっと太ってから言ってください、桜庭先輩」

　孝太郎は晴海を抱だいたまま、笑顔でトラックを走り続ける。

　───平気そう………。すごいなぁ、里見君は………。

　生まれつき身体が弱く、運動も苦手な晴海。そんな彼女にとって孝太郎の体力は驚おどろくべきものだった。

　───あれ？

　安心して一息ついた時、晴海は奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。団子状態で騒動が続くスタート地点。まだ走るものが少ないトラック。走る二人を見つめる観客達。周囲を見回しても、晴海には違和感の正体が掴めなかった。

「………？」

「どうしました？」

「あのね、さとみく───」

　目の前の孝太郎に返事をしかけた所で、晴海は違和感の正体に気付いた。

「先輩？」

「あ、あ、あぁ………」

　晴海は絶句した。驚きに両目が大きく見開かれ、まん丸になる。

　孝太郎との近過ぎる距きよ離り。それは呼吸が頬ほおに当たるほどの近さだ。そして背中と足に感じる孝太郎の腕うで。腰こしから脇わき腹ばらにかけて密着している胸むな板いた。極きわめ付つけは孝太郎の首に回した自身の両腕。決して離はなすまいとするかのように、腕はかたくかたく孝太郎の事を抱き締めていた。

「おっ、先輩、そのままちょっと身体に力を入れてて下さい。走り易やすくなりました」

「あっ、あのっ、さ、さとみくっ、ええぇぇぇっ!?」

　晴海の混乱に気付く事無く、孝太郎がスピードを上げる。晴海が緊きん張ちようして身を固くした分、バランスがとり易くなって速く走れるようになったのだ。同時に孝太郎の腕にも更さらに力が入り、晴海の感じている密着感が大きく増す。おかげで晴海は更に身を固くする事となった。

「お、降りますっ、自分で走りますぅっ！」

「大丈夫、これでしばらく距離を稼かせぎましょう」

　照れて焦あせった晴海は慌てて降りようと思ったが、孝太郎は首を横に振った。実は晴海が自分で走るよりも、こうやって孝太郎が抱いて走る方が早いのだ。晴海をなんとか完走させたい孝太郎は、これでしばらく距離を稼ぐつもりでいた。

「こっ、困りますそんなっ！」

「何でですか？」

「………」

　晴海はその質問には答えられなかった。代わりに顔が真っ赤に染まっていく。晴海には抱かれて恥はずかしいとは言えなかった。しかもこの状態が嫌だという訳でもない。晴海には顔を伏ふせるしかなかった。晴海の心臓はドキドキと高鳴り、頭がくらくらし始める。息も苦しくて仕方がない。もしかしたら晴海は自分で走った方が楽だったのかもしれない。

「ともかくそのまましっかりつかまってて下さい！」

「………え、えっと、そ、そのぉっ！」

「はい？」

「なっ、なんでもありませんっ！」

　だが孝太郎は晴海の様子に気付きもせず、相変わらず軽い足取りで走り続けていた。すると他ほかに走っている人間が居ないせいで、応援席の視線は自然と孝太郎達に集まってくる。

「あ、あぁ、あうぅぅぅ」

　晴海は周囲の視線の事は考えない事にした。そうしないと今すぐにも心臓がパンクしてしまいそうだった。

「よぉし、今日は絶好調ぉっ！」

「………私はどうにかなりそうです」

　やがて衆しゆう人じん環かん視しの中お姫様だっこの二人はトラックを半周走り切り、校門を抜けて外のマラソンコースへと飛び出していった。





　孝太郎が校門を飛び出した頃ころにはスタート地点の混乱も収まり、出場選手達は前から順番にスタートを切っていった。

「くっそぉぉぉっ、あの一年坊ぼう主ず、ただでは済まさんっ！」

「やる気か、柔道部の！」

「おおよ！　お前らはどうするんだ、ラグビー部に相撲部！」

「訊きかれるまでもない！　目に物を見せてくれる！」

「ごっつぁんです！」

「踏んでいったのも気に入らんが、女連れってのが特に気に入らん！」

「そうだ！　許せんっ！　うらやましい！」

「ごっつぁんです！」

　そんな個人的な感情のもつれはあったが、いくらもしないうちに殆ほとんどの生徒がスタート地点を後にした。

　しかし一人だけスタートしない選手がいた。

「う、うぅ………うぅぅぅぅっ」

　その人物はスタート地点に仰あお向むけに倒れていた。相棒とはさっきの混乱ではぐれたらしく、彼かの女じよはそこにひとりぼっちだった。

「ど、どうして、わたしだけこんな目に………」

　彼女は黒っぽいワンピースに真っ白なエプロンとヘッドドレスを身に着けていたが、美しかった筈はずの衣装は泥どろにまみれ多くの足あし跡あとが刻まれていた。また顔の真ん中にも誰だれかの靴くつ跡あとがくっきりと残っている。先さき程ほどの混乱で転び、他の選手達に何度も踏まれたのだ。

「でも、い、行かないと、畳がまた減っちゃうし、うぅぅっ」

　その人物はのろのろと身体を起こした。すると衣装からパラパラと泥が剥はがれ落ちる。立ち上がった彼女は両手で身体に着いた泥を払はらうが、それでも消えない靴跡が痛々しかった。

「ふぁ、ふぁいおー、ゆ、ゆりかふぁいおー！　ふぁいおー！」

　彼女の名前は虹にじ野のゆりか。行き過ぎたコスプレ趣しゆ味みの持ち主として知られる少女だった。

　やがてゆりかは節々が痛む身体を引きずるようにして、フラフラと走り始める。彼女の着ている衣装は作り物でも、根こん性じようだけは本物だった。

「せ、せめて誰かに見せてから汚よごれたかった………」

　さっきまでは泣くほど嫌だったメイドの衣装とメイクなのに、いざ汚れてしまうとそれはそれで泣きたい気分になる。だがそんなゆりかの悲しみの涙も、靴跡の刻まれた顔では何かの冗じよう談だんにしか見えなかった。





　第一障害はスタートから五百メートルの地点にある。コースは四百メートルのトラックを半周してから校外に出るようになっているので、春はる風かぜ高こう校こうからだと三百メートルの位置だ。ここは春風高校のある小さな山のふもとの児童公園だった。

　この第一障害を過ぎるとコースは遊歩道へ入り海岸方面へ抜けていく。海岸沿いの遊歩道がこの障害物マラソンのコースなのだ。そして途と中ちゆうにある公園や休きゆう憩けい所じよに障害が置かれている。

　孝太郎がそこに辿たどり着ついたのは、ちょうどティアが障害を突とつ破ぱした時の事だった。ティアは追いついてきた孝太郎に向かって挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮うかべた。

「ハハハッ、やっと来たようじゃな愚ぐ民みん！　だがその調子ではわらわに勝つ事など不可能！　早々のうちに諦あきらめるのじゃなっ！」

「やかましいチューリップ！　お前なんかに負けてたまるかっ！」

「口の減らぬ奴やつじゃ！　思い知らせてやりたいところじゃが、あいにくわらわはそなたの相手ばかりはしておれん！　先に行ったキリハを追わねばならんのでな！」

　ティアはそう言うとすぐに走り出した。一度走り出してしまうとティアはもう孝太郎の方には見向きもしなかった。

「まずい、もうキリハさんが先に行ってるのか!?　先輩っ」

「はいっ」

　孝太郎はここまで抱いてきた晴海を地面に下ろすと、足早にこの場所の障害に近付いていった。晴海もそれに続く。孝太郎にくっついて来ている早苗はしばらく走り去るティアの背中を眺ながめていたが、やがて孝太郎の後を追った。

　この児童公園にある第一障害は計算問題だった。公園にはいくつもの机が用意されており、そこで十問の簡単な計算問題を解かねばならない。その十問全すべて正解するまで先へ進めないルールだった。

　ちなみにギブアップも出来るが、その場合は解けなかった問題一つあたり一分間足止めを食くらう仕組みになっている。遅れ過ぎないようにという救済ルールだった。

「あぁん、わかんなぁぁぁぁいっ、助けて桐ちゃぁぁぁんっ！」

　机には先客がいた。先客はキリハの相棒の女子陸上部員・高橋だった。頭を使うのが苦手な彼女は、キリハに置いていかれてしまったのだ。彼女は必死に計算問題に取り組んでいたが、まだ半分も解けていない。この分ではギブアップは必至だった。

　孝太郎はそんな彼女の隣となりに並ぶと鉛えん筆ぴつを握にぎり、計算問題を解き始めた。晴海も孝太郎の隣で計算を始める。

『ホラ孝太郎、ぼやっとしてないで早く解いて！　ティアはもう行っちゃったわよ!?』

「えーとなになに、五千六百八十二プラス七千九百四十だって？　うわっ、めんどくさいなぁ………」

　十問の計算問題は、どれも小学校低学年レベルの問題だった。ただし桁けた数すうが大きくしてあり、その分計算は面めん倒どうだった。

「くっそー、計算機が欲ほしい………二で四と八で一繰り上がって、九の六の一で………」

　孝太郎も計算は苦手なので、指を折り曲げながらのろのろと計算を進めていく。

『そんなの簡単じゃない！　ちゃっちゃと解きなさいって！』

「突とつ然ぜん話しかけるなよ、分からなくなっちまったじゃないか」

『んもぉ～～～～っ』

　早苗は孝太郎の正面に浮かび、両腕を組んで頬を膨ふくらませる。早苗でもすぐに分かる問題にもたついている孝太郎に腹を立てていたのだ。この競技には早苗の畳たたみもかかっているので、早苗も他ひ人と事ごとではいられなかった。

「おーし、次はっと………」

　そして孝太郎がようやく三問目を解き始めた時、隣で計算していた晴海が鉛筆を置いた。

「出来ました」

「えぇっ、もう出来たんですか!?」

「はい。里見君は？」

「俺はまだまだです。先せん輩ぱいは先に行ってて下さい」

「でも………」

　晴海は孝太郎の問題を覗のぞき込み、眉まゆを寄せる。晴海は孝太郎を置いていきたくなかったのだ。そんな彼女に孝太郎はにっこりと笑いかけた。

「先へ行って下さい。すぐに追いつきます」

「里見君………」

「完走するんでしょう、桜庭先輩。俺に合わせて無茶をすると、完走できないかもしれませんよ？」

　迷っていた晴海だが、孝太郎が完走という言葉を口にするとこっくりと頷うなずいた。

「分かりました。先に行きます。その代わり約束して下さい」

「はい？」

「私が遅れ始めた時も、里見君は先へ行って下さると」

「分かりました。約束します」

　孝太郎は迷わず頷いた。孝太郎は晴海を自分のペースで走らせてやりたかったし、彼女を表ひよう彰しよう台だいに上げる為ためにはそうする必要もあった。体力の無い晴海を孝太郎のペースで振り回せば潰つぶれてしまう。いずれは別々に走らなければならなかったのだ。

「それじゃ、また後で」

「完走ですよ、先輩」

「はいっ、里見君も」

　晴海は最後に笑え顔がおを一つ残し、実行委員に答案を提出しに行った。

「先輩………」

　この時の晴海の笑顔は、いつになく前向きで力強いものだった。その笑顔を見た孝太郎は彼女を表彰台へ上げてやりたいという気持ちを強くする。その為には、なんとかして先を行くティアやキリハを追おい抜ぬかなければならなかった。

「ねぇねぇ、今の子ってキミの彼女？」

　そんな時、隣で問題を解いていた高橋が孝太郎の体操服を引っ張った。

「あはは、だと良いんですけどね」

　孝太郎は苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめる。すると彼女は児童公園を出ていく晴海を見送りながら孝太郎に囁ささやいた。

「………今時居ないわよ、ああいうタイプは。悪い事言わないから捕つかまえておきなさい」

「そうしたいのは山々ですけど、俺みたいなガサツな奴じゃ先輩が可哀かわい想そうです」

「あははっ、キミも今時居ないタイプね？」

「そうすか？」

　そうして孝太郎は高橋と笑い合うと、再び問題を解き始めた。





　孝太郎が最後の問題に取りかかった時、これまで黙だまって傍そばにいた早苗が呆あきれたように口を開いた。

『あんたってば、本当に馬ば鹿かねぇ………』

「ほっとけよ！」

『たかだかそれだけの問題に、なんでこんなに時間がかかるのよぉ、もうっ！』

　早苗が呆れるのも当然で、今や多くの選手がこの第一関門にやってきていた。計算が苦手な孝太郎が足止めされている間に、多くの選手が追い付いてきてしまったのだ。もちろん追い抜いていった選手も少なくない。ちなみに女子陸上部の高橋は先程無事この障害を突破していった。

「お先に、里見君！」

「ウハハハハッ、先に行くぞコウ！　今度の昼飯はいただきだっ！」

　孝太郎が最後の問題を解き終わるよりも早く、静しず香かと賢けん治じが席を立った。二人とも後から来たのだが、孝太郎とは頭の出来が違ちがうので十問ぐらいあっという間の出来事だった。

「二人とももう出来たのか!?」

「お前が遅おそいんだよ」

「じゃあね～～」

「うわっ、笠かさ置ぎさん待って下さい！」

『あぁんもぉっ、そこの答え教えてあげるからっ！』

「駄だ目めだ早苗」

　去っていく静香と賢治の姿に焦った早苗は孝太郎に答えを教えようとしたが、孝太郎は素す早ばやく早苗の口を塞ふさいだ。

『ふががががが、ふががががっ!!　ふががうがが!?』

　───良いじゃない、このぐらいっ!!　負けちゃうわよ!?

　早苗は目で抗こう議ぎするが、孝太郎はなおも首を横に振った。

「駄目だ。俺とお前だけのゲームじゃないんだからな」

　これが孝太郎と侵しん略りやく者しや達たちだけの話であれば、孝太郎も早苗に答えを教えて貰もらったのかもしれない。しかし孝太郎は晴海を勝たせたいと思っていたので、それは出来なかった。インチキをして晴海を表彰台に上げても、彼女は喜ばないだろうと思うからだ。それに賢治や静香との賭かけの事もある。孝太郎には安易に早苗に答えを聞く訳にはいかなかった。

　孝太郎の言葉を聞くと、早苗は口から孝太郎の手を引き剥がした。

『だったらすぐにやりなさいよっ！』

「分かってる分かってる。そう急せかすな」

　孝太郎は苦笑しながら最後の問題の続きに取とり掛かかる。

『ったく、馬鹿の上に頑がん固こなんだからぁっ！　もぉぉぉっ！』

　早苗は呆れて声を荒あらげる。

　───でも………良いなぁ、友とも達だちって………。

　しかしその反面、早苗は孝太郎達の関係を羨うらやましいとも感じているのだった。





『頑がん張ばれ孝こう太た郎ろうっ、大分順位が上がってきたよ！　多分、前にはもう十人もいない筈だから！』

「おうっ！」

　早さ苗なえの声せい援えんを受けながら、孝太郎は遊歩道を疾しつ走そうする。孝太郎の走っている遊歩道は綺き麗れいに舗ほ装そうされており、海側には柵さくが、陸側には防風林が作られている。掃そう除じも丁てい寧ねいに行き届いていて、走っていると気分の良い場所だった。五月の半ばに差し掛かったこの時期は陽ひ射ざしが強く、午後になると大分気温が高くなる。しかしそれも海からの涼すずしい風が打ち消してくれるから、走る孝太郎はあまり暑さを感じていなかった。

『このペースで行ければ勝てるかもね！』

「だと良いがな！」

　孝太郎は第一障害では苦手な計算問題で大きく順位を落としたものの、その後は順調だった。孝太郎は第二障害のボールの遠投、第三障害のピンポン玉スプーン運びを一発でクリアし、マラソンでも着々と順位を上げていた。

『孝太郎ぉっ、前を見て！　ティアだよっ！　追い付いたっ！』

「よぉしっ、次の障害で逆転だっ！」

　そして第四障害の直前で、孝太郎は遂ついにティアを射程距離内に収めた。

　ティアも好調だったが、第三障害のピンポン玉スプーン運びで手間取り、順位を落としていた。実はお姫ひめ様さま育ちのティアは手先が不器用だった。それとやはり異星人なので、やった事の無い種目には弱かった。

「愚民かっ!?　ちぃっ、もう追いつかれたとはっ!!」

「ワハハハハハッ、もっと手足が長けりゃ良かったのになっ！」

　孝太郎の姿に気付いたティアが僅わずかにペースを上げた。孝太郎もペースを上げてティアの追つい撃げきに入る。第四障害の目前という事もあって、軽くスパートをかけた二人だった。

「ったく家臣の癖くせにいつもいつもぉっ!!　何な故ぜわらわにだけ辛つらく当たる!?」

「お前の家臣になりたくないからに決まってるだろうがっ!!」

「応おう援えん団だんの連中を見習え、この不良家臣が！　奴らはそなたよりも後にわらわの家臣になったというのに、きちんと滅めつ私し奉ほう公こうしておるぞ！」

「お断りだっ、腐くされ皇女めっ！」

「なんじゃとぉぉぉっ!?」

『あんた達懲こりないわねぇ………』

「懲りるものか！　わらわと孝太郎は大事な話をしておる！」

「ここが正念場だ！　この馬鹿の曲がった根性を叩たたき直なおしてやる！」

　罵ののしり合っていた孝太郎とティアだが、早苗に反論する時だけは見事に息がぴったりだった。

『………でも喋しやべんない方が走るの楽だよ？』

「プライドを捨てては一歩も走れぬ！」

「そうだ！　このアホに言われっぱなしでいられるかっ！」

『………あんた達って………』

　───実は仲良しなんじゃないかな、この二人って………。

　言えば二人は絶対に否定するだろうが、そう思わずにはいられない早苗だった。





「ヌハハハハッ、勝ったぞチューリップ！」

　河か川せん敷しきの野球場に作られた第四障害に駆かけ込んだ瞬しゆん間かん、孝太郎は勝利宣言した。

「なんじゃとぉっ!?　まだ分からぬわっ!!」

「いーや、俺の勝ちだっ！　運が無かったなぁっ！」

　孝太郎がそう宣言するのには訳があった。この場所に設置されていた障害はあんパンの早食いだったのだ。食の太い孝太郎には圧あつ倒とう的てきに有利な障害だった。

『孝太郎は食い意地張ってるもんね。ここはラクショーだわ』

「意い地じ汚きたない下級市民向きの障害であったか!!」

「やかましいわっ!!」

「そなた、わらわの家臣であろう!?　頼たのむから上品に食べてくれ!!　家臣のそなたが大口を開けて食べていると、わらわの恥はじなのじゃっ!!　なんなら、わらわはここでしばらく待ってやっても良い!!」

「余計なお世話だっ!!」

　第四障害の野球場に入っていくと、孝太郎とティアにそれぞれ一つずつあんパンが手て渡わたされた。あんパンは孝太郎のものと比べるとティアのものは若じやつ干かん小さい。女性向けのハンデだった。

「あぁぁっ、そんな大口を開けて食べるでない！　もっと小さくちぎって、丁寧に、上品にっ！」

「アホか！　レース中にそんな事やってる暇ひまは無い！」

　ティアの抗議を聞き流しながら、孝太郎は大きなあんパンを一気に口の中に押おし込んだ。

「わぁぁぁっ!?　こっ、こらっ愚民!!　わらわの立場というものも少しは考えろっ!!　そんな恥ずかしい家臣を持って、わらわは悲しいぞっ!!」

「ふがん、ふがん」

　───知らん、知らん。

　そうして孝太郎が口の中いっぱいのあんパンをかみ砕くだいていると、孝太郎を呼ぶ別の声が聞こえてきた。

「里さと見み君！」

「はふははへんはい！」

　声の主は晴はる海みだった。彼女は小さなあんパンを更さらに小さくちぎりながら、少しずつ口に運んでいた。

「そうそう、ああいう風に丁寧に食すのが上流階級の───っておいっ愚民っ、まだ話は終わっておらぬぞっ！」

「へんはーい！」

　孝太郎は晴海の姿を見つけると、その場にティアを残してあっという間に駆け寄っていった。

「くぅぅっ、またあの女かっ!?　おのれ桜さくら庭ば晴海っ!!　そやつはわらわの家臣じゃぞ!?」

　放っておかれたティアは悔くやしそうに歯は噛がみしながら地団太を踏ふむ。

『妬やかない妬かない』

「誰が妬いておるものかっ！　愚民はわらわの所有物じゃっ！　盗とられて悔しいだけじゃっ！」

『それを嫉しつ妬とって言うと思うんだけど』

「ちっが～～～～うっ!!」

　興奮したティアは思わず力が入り、手に持ったあんパンがぐにゃりと変形する。ティアの顔は興奮して真っ赤だった。だがそんなティアの気持ちに気付く事もなく、孝太郎は晴海の所に駆け付けた。

「んぐっ」

　そして孝太郎は口の中のあんパンを一気に飲み込むと、ゆっくりあんパンを食べ続ける晴海に話しかけた。

「先輩、随ずい分ぶん頑張ってるじゃないですか」

「遠投は苦労しましたけど、なんとか………」

　体力のない晴海だが、慎しん重ちようで手先が器用な分、第三障害のピンポン玉スプーン運びは得意だった。そこで稼かせいだリードで足の遅さを補い、ティアよりも早くにこの場所へとたどり着いていたのだ。

「でもこの第四障害は苦手です」

「あぁ、先輩はこういうの苦手そうですもんね」

　しかしここまで順調だった晴海も、このあんパン早食いが大きなブレーキとなっていた。晴海は身体が弱く食べる速度が遅い上に、ここまでずっと走り続けたおかげで全く食欲が無かった。そんな訳で彼女がここへやってきてからそれなりに時間が経たっているのに、あんパンはまだ半分以上残っていた。

「里見君は？」

「たった今食べ終わりました」

「やっぱり男の子は凄すごいですね」

「俺の場合、それだけが取り柄えですから」

「ふふ、羨ましいです」

　晴海は小さく微笑ほほえむと、孝太郎に自分のあんパンを見せた。

「里見君、私の事は良いですから、先へ行ってください。私はもう少しかかりそうです」

「しかし───」

「そういう約束ですよ、里見君」

　第一障害で晴海を先に行かせた時、孝太郎は確かにそういう約束をした。晴海が遅おくれ始めても、孝太郎は気にせず先へ行く、と。

　───そうだったそうだった、先輩は先輩のペースでやらせてあげなきゃ………。急せかして無理させたら完走できないかもしれないし………。

「分かりました先輩。必ず後から来て下さいよ？」

「はいっ、約束です！」

　晴海は力強く頷くと、再びあんパンを食べ始める。

「それじゃあ行きます」

「頑張って、里見君」

「先輩も！」

『あぁん、待ってよ孝太郎っ！』

「愚ぐ民みん！　わらわを放っていくな！」

　そうして孝太郎は晴海をその場に残し、第四障害を後にした。





　晴海が第四障害を抜けたのは、孝太郎が姿を消した数分後の事だった。その間に後続の選手達がどんどん晴海を追い抜いていき、彼女はかなり順位を落としていた。

「やっぱりこうなっちゃったな………」

　マラソンコースの遊歩道を走り始めても、多くの選手達が晴海を追い抜いていった。そして彼女が第五障害を突とつ破ぱする頃ころには、彼女は最下位まで順位を落としていた。

「でも完走するって決めたんだから、頑張らなくっちゃ！　里見君とも約束したし！」

　しかし晴海の表情は明るい。また、ゆっくりではあってもその足取りはしっかりとしている。

「あと半分！　がんばろう！」

　順位は落ちてしまっても、彼女の気持ちは萎なえていなかった。

　───里見君がゴールで待ってるんだもの！

　大切な編み物研究会の仲間がゴールで待ってくれている。そう思うと晴海は後半も頑張れそうに思えた。踏み出す足にも自然と力が入った。

「うっ、ううぅぅっ、も、もうだめっ、もうだめですぅぅぅっ」

　そんな気力の充じゆう実じつした晴海とは反対に、彼女のすぐ隣となりを走っている人物の気持ちは萎え、今にも折れてしまいそうだった。その表情は暗く、身体はふらつき、足取りは重い。同じ最下位でも晴海とは対照的だった。

「リ、リタイヤ、そう、リタイヤすれば終われる………！　でっ、でも、リタイヤしたら畳たたみがっ、畳がぁっ！　でもでもぉ、ここから逆転するのももう無理だしぃっ！　もう、や、休んでも良いよね？　私、ずいぶんがんばったし………」

　この人物はスタートから不運続きだった。

　スタート直後の混乱で転てん倒とうし、何度も他の選手に踏まれた。第一障害では苦手な計算問題に手間取り、第二障害の遠投では飛ひ距きよ離り二メートルの最低記録を叩き出した。第三障害ではピンポン玉を五回も落とし、第四障害ではあんパンを地面に落として泥どろだらけにした。ついさっき通り過ぎた第五障害の跳とび箱ばこでは、着地に失敗して顔を強打した。

「も、もう限界………もう無理っ、あはっ、あはははははっ」

　彼女の名前は虹にじ野のゆりか。たった一人戦い続ける、自じ称しよう・魔ま法ほう少女だった。

　ゆりかは真まっ直すぐ走れないほどフラフラしていた。滲にじんだ汗あせで化け粧しようは乱れ、着ているメイド服は泥にまみれ、当初の美しさの欠片かけらも無くなっていた。心身ともに限界の彼女は、今にも倒たおれそうだった。

「も、もうだめっ」

「あなた、しっかり」

「………？」

　そしてゆりかが本当に倒れようとした時、何者かがその身体を優やさしく抱だき止とめた。それは隣を走っていた晴海だった。

「あ、ありがとうございましゅぅぅぅっ。で、でももう良いんです。ここでリタイヤしますからぁ………」

「そんな、諦めないでください、半分過ぎたじゃありませんか」

　晴海はぐったりと身体から力を抜いたゆりかを抱き抱かかえると必死に励はげました。晴海にとって一いつ緒しよに最下位を行くゆりかは他ひ人と事ごととは思えなかった。

「もう勝てっこないし、誰だれも見てないし、褒ほめてくれないし………」

「駄目です、ここで止めたらあなたは自分にも負けてしまいます。誰も見ていなくても、自分自身は見ているんですから………。それにここには私も居ます。あなたが止めたら、私は残念に思います」

「あ………」

　それはゆりかが久しぶりに耳にする力強く優しい言葉で、折れかけていたゆりかの心に小さな明かりを灯ともしてくれた。このところ周囲の理解が得られない日々が続いていたので、晴海の優しい声は特に効いた。

「さぁ、立って下さい！　ここでギブアップしたら、次も同じように負けてしまいますよ？」

　───つ、次も同じように………そんな、訳には………！

　ゆりかは奥おく歯ばをぎゅっと噛かみ締しめると、ぐったりしていた身体に力を込めた。するとあれだけ重いと感じていた身体があっさりと動き始める。

「わ、私………?!」

　それはゆりかにとって不思議な体験だった。晴海は魔法を使った訳でもないのに、ゆりかの身体には力が戻もどってきていたのだ。

「ほらしっかり、両りよう脚あしに力を入れて！」

「はっ、はいっ！」

　晴海の声に背中を押され、ゆりかの身体が立ち上がっていく。初めはもう駄目だと思っていたゆりかだが、この時にはもう少し頑張れそうな気がし始めていた。

「………あのぅ、ありがとうございました」

　立ち上がったゆりかは晴海に向かって深々と頭を下げた。それはゆりかの偽いつわらざる気持ちだった。再びゆりかが立ち上がれたのは、晴海がいたからなのだ。

「いいえ、困った時はお互たがい様さまです」

　だが身体の弱い晴海にとっては、これはごくごく普ふ通つうの出来事だった。苦しい時の気持ちは誰よりも分かるから、放っておけなかっただけなのだ。

　───凄く強い人だ………きっと、私の何倍も………。

　微笑む晴海を見て、ゆりかは強くそう感じた。相手は何の力もない一いつ般ぱん人じんなのだが、この時ゆりかは素す直なおに負けたと思った。そして強く憧あこがれた。こういう人間に、こういう魔法少女になりたい、と。

「私は桜庭晴海。あなたは？」

「ゆ、ゆりかですっ！　虹野ゆりか！」

　こうして晴海とゆりかは出会った。これまで何度となくニアミスを繰くり返かえしてきた二人だが、名前を知ったのはこの時が初めてだった。





　晴はる海みとゆりかが出会った頃、先頭の選手は第八障害へと辿たどり着ついていた。

　第八障害にトップで駆け込んできたのはキリハだった。彼かの女じよは最初に稼いだリードを有効に使い、ここまでトップを守ってきた。何でもそつなくこなすキリハなので、こういった競技は得意だった。

「第八障害は………」

　だがキリハが第八障害を見み渡わたした時、二位以下の数名が一ひと塊かたまりになって駆け込んできた。

「いたぞ！　あの子がトップだ！」

「やっと追いついたかっ!?」

「まずいな、後続が追い付いてきたか………」

　レースも終しゆう盤ばんに差し掛かかるとキリハにも疲つかれが出始めており、走るスピードが落ちていた。だから疲れの出ていない体力自じ慢まん達たちが追い付いてきたのだ。サッカー部や男子陸上部など、持久力が必要とされる部の者達だった。

「あら、倉くら野のさんだわ」

「倉野さん？　あぁ、本当だ」

　体力自慢達の中には静しず香かと賢けん治じの姿もあった。二人もここまでに相当苦労したようで、静香のエプロンも賢治の舞ぶ台たい衣装もうっすらと汚よごれていた。二人はキリハの姿を見つけると笑顔で駆け寄っていく。

「いらっしゃい、二人とも」

「やっと追い付いたわ、倉野さん」

「いやはや、女性に負けそうになるとは………倉野さんも笠かさ置ぎさんも大したもんです」

　笑顔を交かわす静香とキリハに、賢治は思わず感心していた。中学時代に孝こう太た郎ろうと一緒に野球をやっていた賢治には体力に自信があった。それなのにクラスメイトの女の子が二人も自分よりも前を走っていた。驚おどろくべき事だった。

「ふふ、ちゃんと追い付いたじゃありませんか」

「そう言って貰もらえると立たつ瀬せが有ります」

　キリハは感心する賢治に笑いかけながらも、内心で胸を撫なで下おろしていた。

　───やはりこの笠置静香という娘むすめは只ただ者ものではないな………。この娘が我の敵でなかった事に感謝する必要がありそうだ………。

　そんな風にキリハが恐おそれる静香は、キリハの気持ちも知らず、楽しそうな様子で第八障害の広場を眺ながめていた。

　マラソンコースの遊歩道は、ぐるりと一周回ると元の場所に戻るようになっている。だから第八障害は吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの近くの空き地に作られていた。

「第八障害は平均台か………でも、随ずい分ぶん長いわね？」

　第八障害は長い平均台を横に五つ並べたものだった。平均台の長さはそれぞれ三十メートルほど。数本の角材を連結して作った特別製だ。ここでは選手達は五本の平均台のうちの一つを選び、渡わたらなければならない。だがその選せん択たくが難しかった。

　用意された五つの平均台はどれも太さが異なっている。真ん中にある平均台がいわゆる通常体育で目にするような太さのもので、それよりも太いものと細いものが二本ずつ用意されていた。もちろん細ければ細いほど渡るのが難しいのは言うまでもない。だからといって安易に太いものを選ぶ訳にもいかない。実はどの太さの平均台を渡ったかで、この先のコースが枝分かれしているのだ。当然、太いものを選べば遠回りのコースを走らされる。そして渡る時に平均台から落ちると、お約束の白い粉まみれになる上に一番太いものを渡った場合よりも更さらに遠回りのコースを走らされる。

　つまり身みの丈たけに合った平均台を選ばないと大変な目に遭あう仕組みだ。一発逆転で細いものを狙ねらうか、安全策で太いものを選ぶか。今後の展開を左右する、重要な選択だった。

「参ったわね………マッケンジー君はどれを渡るの？」

「んー、まぁ、順当に真ん中の平均台かなぁ。渡るのが難し過ぎず、長く走らされない」

「慎重なんですね、松まつ平だいらさんは」

「いやぁ───」

　キリハに笑いかけられ賢治が照れ笑いを浮うかべた時、遠くから元気の良い怒ど鳴なり声ごえが聞こえて来た。その声を耳にして、平均台へ向かっていた三人は思わず足を止めた。

「どうしてそなたはわらわではなくあんな弱そうな女に忠誠を誓ちかうっ!?」

「それはお前の度量が小さいからだっ！　少しは自覚しろっ！　チューリップ！」

「なぁにぃぃぃっ!?　もういっぺん言ってみろ、体力だけが取り柄の馬ば鹿か家臣がぁっ!!」

「何度でも言うてやるわっ、背せ丈たけも胸も度量も小さい、ヘタレ皇女がっ!!」

「背丈と胸は関係無いじゃろうっ!!　その侮ぶ辱じよくは取り消せぇっ!!」

「すみませんでしたヘタレ皇女ッ!!　小さいのは度量だけでしたぁっ!!　これでいいかっ!?」

「全然感情が籠こもっておらぬ!!　謝罪に聞こえぬわっ!!」

「当然だなっ!!　本気で謝あやまる気なんて無いんだからな!!」

「このぉっ、ああ言えばこう言うっ、忌いま々いましい家臣じゃっ!!　こいつめっ、こいつめっ!!」

「いてっ、いてててっ!!　やる気かコラァッ!!」

　派手に怒鳴り合いながら走って来たのは孝太郎とティアだった。その傍そばには早さ苗なえの姿もあったが、賢治と静香には見えていなかった。孝太郎とティアは時々相手に肩かたをぶつけたり蹴けったりしながら走っている。どう考えてもそれをしない方が速く走れるのだが、意地っ張りの二人はひたすらそれを繰り返していた。だがそれでも二人の走る速度はかなり速い。張り合う敵が目の前にいる分、疲れを忘れているのだ。

「コウ!?　あのアホ、もう追い付いて来たか!!　それにティアさんまで!?」

「はぁ～～、流石さすがは里さと見み君だねぇ～」

「体力だけは有り余ってるからなぁ、あいつは………」

　孝太郎の姿を見た瞬間、賢治は渡る平均台を変えた。

　───考えなしの孝太郎の事だ、絶対一番細いのを渡る！　だったら俺はその横の二番目に細い奴やつで行く！　真ん中の奴では安全策過ぎるっ！

　賢治が最初に渡るつもりでいたのは五本のうち中央の平均台。だが孝太郎の登場で、手頃な平均台を渡る余よ裕ゆうはなくなった。そこで孝太郎が渡ると思われる平均台よりもやや太めの平均台を選び、早めに渡ってしまおうという考えだった。

「お先にマッケンジー君！」

「笠置さんっ!?」

　そんな賢治よりも早く静香がその平均台を渡り始めた。静香も賢治と似たような考えだった。賢治も慌あわててその後を追う。だがキリハはそんな二人とは別行動だった。

「よしっ」

　───先がつかえている細めの平均台よりも、一気に渡れるものを！　一気に行けば遠回り分は十分に取り返せる！　駄だ目めでもまだ第九障害と第十障害がある！

　キリハが渡り始めたのは当初賢治が渡るつもりでいた中央の平均台だった。静香と賢治が渡っている平均台は急いでも二人よりも前には出られない。そこでキリハは誰も渡っていない中央の平均台を選んだ。彼女はそこを一気に駆け抜けるつもりだった。この先走るコースが長めになるが、平均台を駆け抜ける事が出来れば十分相そう殺さいできると判断したのだ。

「平均台っ!?　チューリップ、平均以下のお前には辛い障害が来たな!!」

「ほざくがよいわ下層市民っ!!　格式の違いというものを教えてくれるっ!!」

　そこへ問題の二人も駆け込んできた。賢治の予想通り、孝太郎はまっしぐらに一番細い平均台へ向かった。小細工を考えず、最短コースを突つき進すすむのが孝太郎なのだ。

『それ渡れッ、孝太郎ぉっ！　いよいよ大おお詰づめだっ！』

「任せろっ！」

　そして状じよう況きようからしてティアもそれに続くかと思われたのだが、ここで何故か彼女は一番太い平均台に向かって走って行った。

『ねぇ孝太郎』

「ん？」

『ティアはあっちへ行ったよ』

「………本当だ。随分弱気じゃないか、チューリップ姫ひめッ！」

　限界まで嫌いや味みを込めて孝太郎が挑ちよう発はつしたが、この時のティアは不思議と感情を乱す事は無かった。

「クククッ、急がば回れ、この国の格言にしたごうたまでの事。焦あせりは王者の嗜たしなみではない！」

　ティアは笑顔でそう宣言すると、小走りに平均台を渡り始める。一番太い平均台はそうしてもバランスを崩くずす心配は殆ほとんどない。ティアは孝太郎の何倍もの速さで平均台を突き進んでいった。

　そんな孝太郎達の中で最初に平均台の中間地点を過ぎたのは、やはり先行していたキリハだった。それにティア、静香、賢治の順で続く。孝太郎は五人の中では最さい後こう尾びだった。流石さすがに後からやってきて一番細い平均台ではなかなか前に出られず、苦戦していた。

　平均台はそのまま淡たん々たんと進むかに見えたのだが、ここで思わぬ伏ふく兵へいが姿を見せた。

「居たぞ！　先頭集団だ！」

「ようやく先頭に追い付いたぞ!!　あの一年坊ぼう主ずはどこだ!?」

「ごっつぁんです！」

　それはスタートの時に孝太郎が踏みつけた、三人の上級生達だった。ラグビー部・柔じゆう道どう部ぶ・相撲すもう部ぶ。怒いかりに燃えた彼かれらは、鍛きたえ上あげられた鋼鉄の肉体を揺ゆらして平均台へ近付いていく。

「おわぁっ、あの人達はっ!?」

　後ろから近付いてくる不ふ穏おんな気配に気付いた孝太郎が振ふり返ると、見覚えのある巨きよ体たいが目に入った。日ひ頃ごろ抜ぬけている孝太郎だが、スタートの時に特とく徴ちよう的てきなユニフォームを順番に踏みつけた事はハッキリと覚えていた。

『孝太郎っ、あの時の三人だよっ！　孝太郎を探してるみたい！　どうするの!?』

「どうするったって………」

　───まずいっ!!

　孝太郎は咄とつ嗟さに顔を背そむけ、目立たないように身体を小さく縮めた。ばれる前に平均台を渡ってしまうつもりだった。

「くっそー、どこだあのガキ!!」

「覚えてないのか、ラグビー部!?」

「一いつ瞬しゆんだったからハッキリとは………」

　だが巨きよ漢かん三人組は孝太郎以上に抜けていた。三人は誰も孝太郎の顔を覚えていなかったのだ。

『やったぁぁっ、ついてるぅっ!!』

　───ラァァッキィィィィィィッ!!

　孝太郎は早苗の声に合わせて心の中で喝かつ采さいを上げながら、目立たないようにコソコソと平均台を渡っていった。

「ごっつぁんです！」

「ん？　どうした相撲部の」

「ごっつぁんです！」

「何？　あの時のヤツは女連れだったって？　そうかっ、流石女によ人にん禁制の相撲部！　目の付けどころが違ちがうぜっ！」

「ラグビー部！　あそこだ！　女連れはあいつしかいない！　ようやく見つけたぞぉっ!!」

「でかしたぁっ！　復ふく讐しゆうの時至り!!」

「ごっつぁんです!!」

　三人は平均台の上にいる、ある男子生徒に狙いを定めた。

「マッケンジー君、後ろの方がなんか変だよ？」

「へっ………？」

　それはもちろん、静香と一緒に居る松平賢治その人だった。

「ごるぁ～、一年坊主ぅ～～～！　よくも俺達を足あし蹴げにしてくれたなぁっ！」

「しかも女連れでぇっ！　羨うらやましいっ！」

「ごっつぁんです！」

　ドスドスドス、ドスドスドス

　巨漢三人は大地を揺らしながら賢治のいる二番目の平均台へ向かっていく。平均台を渡ろうとしていた数人の生徒達はその三人の迫はく力りよくに思わず道を空けた。

「もぉ～～逃にげられんぞぉ～～～」

「なっ、何ですか先せん輩ぱい方がたっ!?　一体何事ですかっ!?」

　訳の分からない賢治は、平均台をグラグラと揺らして近付いてくる三人の男達の登場に首を傾かしげていた。

　───何で怒おこってるんだこの人達は!?　何で俺に迫せまってくる!?

　孝太郎のとばっちりを受けているだけなので、賢治にその理由が分かる筈はずもなかった。

「シラを切るつもりか!?　スタートの時に俺達を踏んでいった事、忘れたとは言わさんぞ!!」

「それだけでも万ばん死しに値あたいするというのにっ、何だ貴様っ!!　そんなに可愛かわいい女の子まで連れてっ!!　羨ましいっ!!」

「ごっつぁんです！」

「誤解です!!　俺は皆みなさんを踏んだりしていません!!」

「女連れは貴様だけだぁっ！　嘘うそを言っても騙だまされんぞ！」

「そうだそうだ！　紹しよう介かいしろ、この野や郎ろうぉ！」

「ごっつぁんです！」

　賢治は必死に後ろの三人を説得しようとするのだが、彼らはまるで聞く耳を持たず、そのまま平均台へ這はい上がってきた。

「き、来たぁっ!?」

「きゃあきゃあっ、もうっ、変なところ触さわらないでマッケンジー君！」

「す、すみませんっ！」

　仕方なく賢治は前に逃げようとしたのだが、前には静香がいて進む事が出来ない。

「こらぁぁぁぁっ、一年坊主ッ！　この状況で何羨ましい事やってるんだぁぁぁぁっ！」

「もう許さん、絶対に許さんっ！　顔が良いだけで何でこんなに待たい遇ぐうに差が出るんだっ！　俺達なんて男三人なんだぞっ！」



















「ごっつぁんです！」

　その間にも後ろの三人はどんどん賢治に迫っていた。この三人はレースよりも賢治を捕つかまえる事を優先していたので、平均台から落ちても良いとすら考えていた。だから賢治達たちの倍以上のスピードで平均台を走ってくる。このままでは賢治が捕まるのも時間の問題だった。

「あ～～～あ～～～あ～～～。スマン、マッケンジー」

　孝太郎は目の前に差さし掛かかった三人組を眺めながら、賢治に向かって両手を合わせた。

『………孝太郎、あんたってやっぱ陰いん険けんだわ』

「そうかぁ？」

「ああぁっ、そうかっ!?　分かったぞ!!　コウ、お前だなぁっ!?」

　手を合わせる孝太郎の姿を見て賢治はピンときた。三人組が追っているのはスタートの直後に上位だった男女の二人組。その条件で賢治が思いつくのはたったの一チーム。孝太郎と晴海の、編み物研究会チームだった。

「無実の他人を巻き込むのは止めような、マッケンジー君」

『よくもまぁ、ぬけぬけと………あんたが巻き込んだんじゃない………』

「それはそれ、これはこれだ。負けたくはあるまい、早苗君」

『そりゃそうだけどさ………そういえば、あんたって初めて会った時から酷ひどい奴だったわ………』

「そうかぁ？」

　早苗は孝太郎の隣となりに浮いたまま、彼に冷やかな視線を向ける。しかし孝太郎はどこ吹ふく風だった。

「そうだそうだ！　見苦しいぞ一年坊主！」

「違います先輩方っ！　そいつが、コウが真犯人なんですっ！」

「そこの坊主はひとりぼっちで、しかもいかにもモテなさそうじゃないか！　すぐに分かる嘘は止めろ、このスケコマシ野郎ォッ！」

「ごっつぁんです！」

　真相を悟さとった賢治の必死の訴うつたえも虚むなしく、三人組はなおも賢治に迫る。そんな彼らがあと数メートルの距きよ離りまで迫った時、賢治は遂ついに決断した。

「………このまま渡っていてもどうせ三人に捕まって平均台から落ちる！　だったらコウ、お前も道連れだぁぁぁっ!!」

「何のつもりだぁっ!?」

「こうだぁぁぁっ!!」

　その瞬しゆん間かん、賢治は平均台から思い切りジャンプし、隣の平均台を渡る孝太郎に向かって飛とび蹴げりを放った。

　それは賢治の起死回生の一手だった。このまま三人組に捕まれば確実に平均台から落ちる。だったら隣を渡る孝太郎に飛び蹴りを喰くらわせて平均台から叩たたき落おとし、そのままマラソンコースに突っ込んで三人組から逃げ出す。静香には負けるかも知れないが、孝太郎よりも先にゴールすれば奢おごらされる事は無い。

　これはこの状況で賢治が勝つ為ための、唯ゆい一いつにして最良のプランだった。

「くぅらぁえぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

『危ない孝太郎っ、避よけて避けてぇっ！』

「素直に喰らうかぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎と賢治、幼おさな馴な染じみ同士の二人にとって殴なぐり合あいの喧けん嘩かはそう珍めずらしい事ではない。だから最初は面食らった孝太郎も、すぐに飛んでくる賢治の迎げい撃げきに動き出した。

　───ここは足場の悪い平均台の上、相手は全体重を乗せた飛び蹴り、受け止めるのは無理だっ!!

「だったらこぉだぁぁぁぁっ!!」

　ゴンッ

　孝太郎は右みぎ腕うでを大きく振り回まわし、賢治が前に伸のばした右足首を一いち撃げきした。

「ぬあぁぁぁぁっ!?」

　すると賢治の狙いはそれ、地面に敷しかれた白い粉だらけのマットに向かって落っこちていった。

「うわっとっとっとっとぉぉおぉぉぉっ!?」

　対する孝太郎も賢治の飛び蹴りを完全に受け流せた訳ではなく、平均台の上で両りよう腕うでを振り回して必死にバランスを取ろうとする。

「それで勝ったと思うなよぉッ!!」

　だが賢治はマットに落ちる直前、孝太郎に向かって手を伸ばした。孝太郎が振り回している腕うでを掴つかみ、そのまま引ひき倒たおすつもりだった。

『孝太郎っ！　手がっ！』

「おの～～～れぇぇぇぇぇぇっ、マッケンジィィィィィィィッ!?」

「ワハハハハハハッ！　コウッ、お前も道連れにして───」

　ドッ

　賢治の手が孝太郎に届く直前、先に賢治の足がマットに触ふれた。しかしこうなってしまえば賢治は落ちても構わなかった。このまま孝太郎の腕を掴んでしまえば賢治の狙い通りの結果になるのだから。

　賢治の作戦は完かん璧ぺきだった。追おい詰つめられた時の咄嗟の判断も、続く飛び蹴りも、最後まで諦あきらめずに手を伸ばした事も。普通なら賢治の狙い通りの結果となっただろう。

　ドッカァァァァァァァァァン

　だがいかに賢治が見事でも、突とつ然ぜん足元で起こった爆ばく発はつには無力だった。





　足元で突然起こった小さな爆発に呑のみ込まれ、一瞬で賢治の姿が見えなくなる。元々バランスを崩しかけていた孝太郎は、この小さな爆ばく風ふうに煽あおられたおかげで幸運にも逆にバランスを取とり戻していた。

「なっ、なんだっ、何が起こった!?」

　だがバランスを取り戻したのは身体だけで、孝太郎の心は揺れに揺れた。突とつ如じよ巻き起こった謎なぞの爆発に孝太郎は大きく動どう揺ようしていた。

『なっ、なん、なんなん？』

「孝太郎、無事か!?」

「里見君っ、マッケンジー君は!?」

　もちろん動揺していたのは孝太郎だけではなかった。早苗やキリハ、静香も驚きに目を見張った。そして爆発に巻き込まれた当の賢治は目を見張る暇ひまもなく、気絶して白目を剥むきマットに転がっていた。

　驚いていなかったのは極少数だ。

「おいっ、女連れの演劇部員が爆発したぞ!?」

「なにぃっ!?　美系を武器に楽な人生を歩んできた奴が吹っ飛んだ!?」

「ごっつぁんです！」

「聞いたか!?　女の敵のメガネ鬼き畜ちくが自じ爆ばくしたって!?」

「なんとっ!?　女をたらしこむのに失敗したのかっ!?」

『それは良かった!!』

　それは例の三人組を含ふくむ、日ひ頃ごろモテない運動部の男子生徒達たちだった。

『ばんざーい、ばんざーい、ばんざーい！』

　彼らは野太い声を合わせ、笑え顔がお全開で万ばん歳ざいを繰り返した。

「オーッホッホッホッホッホッ！」

　そしてもう一人、この状況に驚いていない人間がいた。

「いやぁ恐ろしい恐ろしい、辺境の蛮ばん族ぞくはこれだから恐ろしい！　たかだか体育祭の種目に、本物の地じ雷らいを埋うめる輩やからがいるとはのう！　いやぁ、本当に恐ろしいっ！」

　爆発現場から一番遠い平均台の上で仁に王おう立ちして高笑いを続けるその人物こそ、神聖フォルトーゼ銀河皇国第七皇女ティアミリス・グレ・フォルトーゼ殿でん下かだった。

「地雷だって!?　さてはチューリップ、お前の仕し業わざだなっ!?」

　彼女の高笑いを聞いた瞬間、孝太郎は犯人がティアであると確信した。

「オーッホッホッホッホッ！　何のことやらっ！　言いい掛がかりも甚はなはだしいっ！」

　だがそのティアはあくまでシラを切った。明確な証しよう拠こが有る訳ではないので、ティアは強気だった。

「嘘をつけっ！　こういうハタ迷めい惑わくな事をするのはお前か早苗しかおらんっ！」

『ちょっと待ちなさいよぉぉぉっ！　何であたしもなのよぉっ！　訂てい正せいしなさい訂正っ！　愛する早苗ちゃんを誰よりも信じてますって言いなさいよぉぉぉっ！』

「おっ、おちつけっ、言葉のあやだってばっ」

　ティアとひとくくりに扱あつかわれた早苗は憤ふん慨がいした。早苗は孝太郎の襟えり首くびを掴むとガクガクと揺すり始める。それは平均台の上での事だったので、孝太郎は落ちないようにするのに必死だった。

　そんな時、不意に有名な外国の歌があたりに流れ始める。その歌は孝太郎のポケットの中の携けい帯たいから聞こえていた。それはルースから着信した時に鳴るように設定されたもので、一昔前に大ヒットしたシークレットサービスの映画の主題歌だった。

『あんたってば、ギリギリの所であたしを厄やつ介かい者ものだと思ってんのよッ！』

「ま、待った、電話、ルースさんから電話っ！」

『そんな事では誤ご魔ま化かされないわよっ!?』

「い、今だけ誤魔化されてくれッ！」

　早苗に激しく揺さぶられながら、孝太郎は携帯電話を取り出して通話ボタンを押おし込んだ。

「ル、ルースさんっ！」

『サトミ様！』

　すると携帯からは焦った様子のルースの声が聞こえて来た。彼女の声は早口で、すっかりうわずっていた。

「しまった!?　ルースに感付かれたか!?」

　孝太郎の通話相手がルースだと悟ると、これまで余裕の笑顔を浮かべていたティアの表情がサッと掻かき曇くもった。

『大変ですサトミ様っ！　「青騎き士し」の武器庫から、無力化地雷が百二十八個行方ゆくえ不明に───』

「『青騎士』ッ！　広域ジャミングッ！　通信を遮しや断だんしろっ！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　だが会話の途と中ちゆうで突然ルースの声が途と切ぎれる。

「ルースさんっ、地雷がなんですって!?　ルースさんっ!?」

　プー

　焦った孝太郎は何度もルースに呼び掛けるが、携帯から聞こえてくるのは通話が途切れた事を示す特徴的な音だけだった。仕方なく孝太郎はルースの番号を呼び出して通話ボタンを押したが、携帯はルースに繋つながってくれない。画面には無情にも通話圏けん外がいであると表示されていた。

「圏外!?　馬ば鹿かなッ、一体どうして───」

『ティアだよ！　ティアがまた何かやってるんだよ！』

「くっ、くそっ、てめぇチューリップ!!　一体何のつもりだっ!?　地雷が百二十八個ってどういう事だっ!?」

「怖こわいのう………もし本当に地雷が百二十八個もここに埋められているとしたら、誰だれひとりとして逃のがれられぬ。いやー、本当に恐ろしいのう。テロとは本当に恐ろしいものじゃのう」

「この野郎っ、涼すずしい顔で良くもそんな事をっ！」

『孝太郎、あんたに言えた義理じゃないと思うけど………』

　孝太郎は歯は噛がみするが、ティアは余裕の笑顔を崩さない。状況は明らかにティアが犯人だと言っているのだが、明確な証拠がある訳ではない。

「さぁどうする愚ぐ民みんっ!!　落ちれば地雷と分かっていて、それ以上進めるかっ!?」

「野郎ぉ………！」

　勝かち誇ほこるティア。彼女の言うとおりだった。下に落ちれば地雷が爆発すると分かっていて、これまでのように進める人間はいない。急いでいれば急いでいるほど、平均台が細ければ細いほどそうなる。誰の足もそこで止まってしまっていた。

「姫ひめ様さまっ！」

「おう、やっと来たか！」

　そんな時、遅おくれていたティアのパートナーの応おう援えん団だん員もこの場所へ駆かけ付つけてきた。

「すぐに参るぞ！　そなたも早く来るが良い！」

「Hail to the princess !」

　応援団員はティアを追って迷わず一番太い平均台を渡り始める。それは下に地雷が埋まっていると知っている者の気弱な足取りではない。力強く、迷いの無いものだった。

「そうか読めたぞティア殿どのっ!!　その平均台の下には地雷は無いのだなっ!?」

　この切せつ迫ぱくした状況では流石さすがのキリハも猫ねこかぶりしている余裕は無かった。彼女はティア達が渡る一番太い平均台を指さしながら、強い口調で詰きつ問もんした。

『そ、それで一番太い平均台に行ったのね!?』

「そういう事かっ!!　ずるいぞチューリップッ!!」

「オーッホッホッホッ！　言い掛かりじゃ皆の者！　わらわと応援団は、高貴なる者の強き意思と、鉄の勇気と鋼はがねの忠誠で渡っているに過ぎぬ！　そなたらの身に宿る魂たましいの脆ぜい弱じやくさに落らく涙るいするが良いっ!!」

　応援団と平均台の上で合流すると、ティアは勝ち誇った。

「参るぞ！　わらわとそなたでワンツーフィニッシュじゃっ！」

「Hail to the princess !」

　ティアが『青騎士』の武器庫から持ち出した地雷の数は全部で百二十八個。その殆どが応援団の手によって昨日の夜のうちにこの場所に埋められた。唯一の抜ぬけ道みちは一番太い平均台のみ。それ以外の場所にはネズミ一匹ぴき逃にがさないように、隙すき間まなく地雷が埋められていた。

　───甘あまかったな愚民にキリハッ！　このわらわが無策に敵の罠わなに飛び込むとおもうてかっ！

　この地じ雷らい原げんは、事前にキリハの不穏な動きを察知していたティアの対たい抗こう策さくだった。

「おいっ、向こうの端はしの平均台には妙みような仕し掛かけは無いらしいぞ！」

「じゃああれを渡れば良いって事じゃない!?」

「それだっ!!　行こうぜ!!」

「渡れ渡れっ！」

「な、なんじゃっ!?」

　だがここでティアの予想外の出来事が起こった。他ほかの平均台が駄目だと悟った生徒達が、ティア達の渡っている平均台に殺さつ到とうし始めたのだ。

「わっ、わわわっ、こっ、こらっ、者どもっ、もう少しゆっくり渡るのじゃっ！」

「ひっ、姫様っ！」

　多くの人間が一いつ斉せいに上ってきた事で平均台がぐらぐらと揺れ始める。これは身体の小さいティアはともかく、大きな応援団員には厳しかった。彼は揺れる足場と自身の高い重心を持て余し、あっという間にバランスを崩した。

「こ、これっ、しっかりせいっ！」

「しかしっ！　姫さ───おわぁぁぁっ!?」

「ばっ、馬ば鹿か者もの離はなせっ！　だぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そして応援団員はティアを巻き込んで平均台から転げ落ちた。

　バフッ

　平均台から落ちたティアと応援団は、マットに敷き詰められた粉にまみれて真っ白になった。ティアは大おお慌あわてで起き上がると、相棒の応援団員の胸むな倉ぐらを掴んで引き起こし怒鳴り付けた。

「この大馬鹿者ォッ！　なぜわらわも巻き込んだっ！　落ちるなら一人で────」

　ズドォォォォォォォン

　だがティアの叱しつ責せきの言葉は最後まで続かなかった。彼かの女じよ達たちの足元でも地雷が爆発したからだった。

「な、なぜ………」

　バフッ

　まともに爆発に巻き込まれたティアと応援団員はバッタリと倒たおれ、再び粉まみれとなった。

「は、端は道をあけろって言ったじゃろうに………」

「ひ、姫様、端ってそういう事だったんですか………て、てっきり向こうのハンデ用の平均台の事だとばかり………」

　この部活対たい抗こう障害物マラソンには、ボランティア関係の部活動も参加していた。だからその一いつ環かんで怪け我がをした生徒や車くるま椅い子すの生徒も参加している。その為の特別な平均台が離はなれた場所に設置されているのだが、応援団はそこにだけは地雷を仕掛けなかった。ティアが一番右みぎ端はしの平均台にだけは地雷を仕掛けるなと言ったからだ。その命令を聞いた時に応援団員達はティアの優やさしさに感動したのだが、残念ながら彼女の意図とは違っていた。

「ば、馬鹿、者が………忠誠心と勇気が、裏目に………ぐふっ」

「もうしわけ、ありま………がふっ」

　そしてティアと応援団員は目を回して動かなくなった。

「うわあぁぁぁぁっ、あるぞっ、ここにも爆ばく弾だんが埋まってるぅっ！」

「戻れっ、逃げろぉっ！」

「押すなっ、押すなって！　落ちるぅ、落ちるぅぅっ！」

「地雷がっ、地雷がぁぁぁぁっ!!」

　これに慌てたのは残された生徒達だった。一番太い平均台なら大だい丈じよう夫ぶだと思って一斉に渡わたり始めた矢先、実はこの平均台も安全ではないと分かった。もはやどこにも逃げ場は無い。孝太郎達だけではなく、全すべての生徒達が平均台の上で立ち往生することとなった。だが多くの人間が押し合っていればそれも長くは続かない。

「わああぁぁぁぁっ！　もうだめだぁぁぁっ！」

「きゃあああぁぁぁぁぁっ!!」

「おかーちゃ～～～～～～～んっ!!」

　いくらもしないうちに多くの生徒達が平均台から落ちていった。それを見て驚おどろいた他ほかの平均台の者達も次々と足を滑すべらせていく。

「何な故ぜだっ！　美形への天てん罰ばつではなかったのかっ!?」

「ブ男はどこまで行っても駄目だという事なのかっ!?」

「ごっつぁんです！」

　ズドォンッ、バゴォンッ、ドッカァン

　第八障害のあちこちで色とりどりの閃せん光こうが咲さき乱みだれる。そこはまさに戦場だった。

　救いは唯一、地雷が人を傷付けない無力化地雷であるという事なのだが、爆発に巻き込まれる当人達には大した救いにはならなかった。





　第八障害が大変な騒さわぎになっていても、最後尾を走る晴はる海みとゆりかには無関係だった。彼女達はまだ第六障害を過ぎたばかり。問題の地点までは一キロ以上の距離があった。

「おっとっと」

「大丈夫ですか、虹にじ野のさん」

「大丈夫です桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

「まだ先は長いですから、頑がん張ばって下さい」

「はいっ、ありがとうございますぅ」

　二人は疲ひ労ろうで重くなった身体を懸けん命めいに動かし、励はげまし合いながらゴールを目指していた。五月の初めの遊歩道をそうやって二人の少女が走っていく姿は、とても穏おだやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。その先に待ち構えている第八障害の惨さん状じようとは正反対の雰囲気だった。

　二人の関係は良好だった。晴海は本来引っ込み思案な方なのだが、ゆりか相手にはあまり意識せずに済んでいた。出会った時にゆりかが苦しんでいた事や、子供っぽいゆりかの人ひと柄がら、そして同じマラソンに参加して最下位になっている状況などがうまく働いた格好だった。ゆりかもゆりかできちんと話を聞いてくれる晴海の事を気に入っていた。一言で言えば、友とも達だちになれそう、という雰囲気だった。このまま何事も無く二人でゴールへ行ければ良い、二人はお互たがいにそう思っていた。

「桜庭先輩、どうして先輩はそんなに頑張ってるんですかぁ？」

「ふぅ、ふぅ、実は、研究会のお友達と、約束しているんです。必ず完走するって」

　晴海は荒あらい呼吸の合間にゆりかの質問に答えた。晴海の息は上がっていて、彼かの女じよの言葉は途切れ途切れだった。彼女の限界はもうすぐそこだ。しかしそれでも晴海は笑顔だった。

「だから、ちゃんとゴール、したいんです。お友達との、大切な約束ですから………」

　小さい頃からあまり学校へ通えなかった晴海は、根本的に友達というものが少ない。だから編み物研究会で出会った孝こう太た郎ろうは彼女にとって特別な意味を持っていた。その孝太郎と交かわした、ゴールするという約束。孝太郎の方はともかく、晴海にとっては重大な約束なのだった。

「お友達………どんな方なんですかぁ？」

　晴海の友達。それが孝太郎だと気付いていないゆりかは素す直なおに質問した。身体の節々が痛むので、話している方がゆりかには気が紛まぎれて楽だったのだ。

「それは───」

　だが晴海の言葉は途中で途切れ、一いつ緒しよにその足も止まった。ゆりかは普ふ通つうに走っていたので、晴海をその場に残して少し前に出た。

「桜庭先輩？」

　不思議に思ったゆりかが足を止めて振り返かえるのと同時に、晴海の身体がぐらりと大きく傾かたむいた。

「………」

　晴海の顔は真っ青だった。その瞳ひとみが物言いたげに揺れている。だが晴海が言葉を発する事は無く、一瞬申し訳なさそうにゆりかの顔を見た後、彼女はコンクリートの歩道へ向かって倒れ込んでいった。

「さっ、桜庭先輩っ!!」

　だが晴海が地面に叩きつけられる事は無かった。ゆりかが珍しく俊しゆん敏びんさを発揮し、晴海の身体を抱だき止とめたのだ。

「しっかりして下さいっ、桜庭先輩っ！」

「………に、虹野さん………」

　晴海の顔からは血の気が引き、唇くちびるは紫むらさき色いろになっていた。手足は冷たく、抱き抱かかえるゆりかの手には妙にひんやりとした体温が伝わってきていた。

　無理はしないとはいえ、それでもこの五キロのマラソンは晴海には荷が重かった。多少の練習は積んだものの、それでも彼女の身体は悲鳴を上げた。もし孝太郎と出会っていなければ、晴海は途中でリタイヤしたのかもしれない。けれど晴海は頑張ってしまった。孝太郎と交わした約束を守る為に。

「ごめ、んね………私、身体が弱くて………」

「ま、待ってて下さい、すぐに救護班を！」

　───急がないと、大変な事になる！

　晴海の様子が普通ではない事はゆりかにも分かった。顔色は悪く、息も荒い。体温は低めなのに、指先に感じる鼓こ動どうだけは馬鹿みたいに速い。

　ゆりかは慌てて周囲を見回したが、近くには人の姿は見えない。そこでゆりかは誰かを呼びに行こうと立ち上がった。そんなゆりかを引き止めたのは晴海の弱々しい声と、ゆりかの手を握にぎり締しめる冷たい手だった。

「虹、野さん………。最後まで一緒に、いけなくて………ごめん、なさい………」

　そして晴海はその言葉を最後に意識を失った。ゆりかの手を握り締めていた手からも力が抜け、コンクリートの地面にぱたりと落ちた。

「桜庭先輩っ、桜庭せんぱぁいっ!!」

　ゆりかは必死に呼びかけるが、晴海の意識は戻もどらず、目を閉じたまま動かなかった。

　───駄だ目めだ、もう一刻の猶ゆう予よも無い！　だったら！

　晴海をそっと遊歩道に横たえると、ゆりかは普ふ段だんの気弱な様子とはかけ離れた決意に満ちた表情で立ち上がった。その瞳に宿る光はいつになく強い。立ち上がったゆりかは右腕を正面に伸ばすと、高らかに宣言した。

「来てっ！　エンジェルハイロゥッ！」

　キュンッ

　するとゆりかの伸ばした手の先で球状になった青い光が煌きらめく。そして光が消えた時、光の球があった場所には多くの飾かざりが付いた長い杖つえが浮うかんでいた。ゆりかは現れた杖を掴み取ると、すぐに両手で構えて杖に意識を集中し始めた。

「お次は………コスチュームチェンジ・モディファークイックン・エンド・パーマネントォッ！」

　ボンッ

　杖を頭上に掲かかげて叫さけんだ瞬間、ゆりかの身体は青い閃光に包まれ、衣装が一いつ瞬しゆんで別のものへ変わった。コス研のメイド服から、自前の魔ま法ほう少女の衣装へ。コスプレ少女の面めん目もく躍やく如じよ、それはゆりかが一〇六号室へ最初に姿を現した時の衣装だった。

「待ってて下さい桜庭先輩っ、魔法少女レインボーゆりかがお助けしますっ！」

　チャキッ

　衣装を変えたゆりかは再び杖を構えて集中し始める。今度は杖の先が晴海の胸に向けられた。その晴海は相変わらず目を閉じたまま動かない。意識の無い彼女は、まわりで起こっている事には気付いていなかった。

「リムーブディジーズ・モディファーマキシマイズッ！」

　ゆりかがそう叫ぶと杖から青い光が溢あふれだし、晴海の身体を取り巻いていった。

　ゆりかは使う魔法の種類によって七色の光を放つ。この青い光はゆりかが何かを呼び出そうとする時の光だった。今日使った魔法の色は三度とも青。杖を呼び寄せ、服を取り換かえ、そして今、晴海の中に生命力を呼び起こそうとしている。

　彼女は魔法少女レインボーゆりか。虹の七つの光を操あやつる魔法少女なのだ。だが不幸にして活かつ躍やくするその姿を見ている者は誰も居ない。しかしこの時のゆりかはもう、自分が何者であるのかは気にしていなかった。頭の中にあったのは、ただ晴海を救いたいという思いだけだった。

「目を醒さまして晴海先輩っ!!」

　ゆりかはそう叫ぶと杖を握る手に力を込める。

　ヒュオオオッ

　すると青い光は一層強くなり、眠ねむったままの晴海を幾いく重えにも取り巻いていく。ゆりかは晴海に目を醒まして欲ほしくて、必死に呼び掛け続けた。

「ゴールするんでしょうっ!?　お友達と約束したんでしょうっ!?」

「………」

　しかしそれでも晴海は目覚めない。彼女の病気は生まれつきのもの。そんなに簡単な代しろ物ものではない。いくら魔法といえど、すぐに癒いやせるようなものではなかった。

「私も一緒に頑張りますからぁっ!!　だからぁっ!!」

　それでもゆりかは大声で呼び掛け続けた。諦めない事を教えてくれたのは他でもない、晴海だったから。

「あれっ!?」

　するとここで思いがけない事が起こった。まるでゆりかの声に応こたえるかのように、杖から溢れ出す光が変化し始めたのだ。

「えぇっ!?　なっ、何、これはっ!?　私は白い魔法なんて知らないのにっ!?」

　いつの間にか光は青から純白へと変化していた。そのうえ光の強さもさっきまでとは比べ物にならないくらい強い。まるで小さな太陽が現れたかのように、爆ばく発はつ的てきな光がゆりかと晴海とを取り巻いていた。

「なっ、なんで!?　私の傷までっ!?　それに痛みも消えてっ!?」

　ゆりかが晴海にかけた魔法は輝かがやきと共にその力を増し、晴海だけでなくゆりか自身にまで影えい響きようし始めていた。ゆりかの身体には踏ふまれて出来た傷がいくつもあったが、光の中にいるとそれが嘘のように消えていく。身体にまとわりついていた疲労感も同じようにして消えていった。

「どういう事なんですかぁぁっ!?」

　やがて光は柱状に収束して空へ伸び、天と地とを繋つないで輝き始める。そしてゆりかはその純白の光の柱の中で呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

「この力は一体!?」

　ゆりかが晴海に使った魔法は、一人の人間の病気を治ち療りようするだけの力しか備えていない筈はずだった。こんな風に複数の人間に影響したり、ましてや病気と一緒に怪我や疲労を癒すような力は備えていない。それが出来るのは別の魔法だ。その上威い力りよくも尋じん常じようではなかった。

「もしかしてこれが一〇六号室に集中している魔ま力りよく!?」

　ゆりかにも力の出所はいまいち分かっていない。けれど一つだけはっきりしている事があった。

「ううん、理由なんてもうどうだって良いっ!!　これだけの力があれば、桜庭先輩は助かるっ!!」

　晴海の顔からは苦痛が抜け、顔も手足も血色が良くなっている。奇き妙みように低かった体温は元に戻り、鼓動と呼吸は規則正しく繰くり返されていた。

　大切なのは晴海が無事だったという事。今のゆりかにとって、それ以外の事はそれほど重要ではなかった。





「くっ、くそっ、負けて、たまるかぁっ、せ、せんぱいをっ、表ひよう彰しよう台だいへ、あげるためにぃぃぃっ」

『しっかり孝こう太た郎ろうっ、あと少しだよっ!!』

　校庭に戻ってきた孝太郎は満まん身しん創そう痍いだった。孝太郎の身体はふらふらで、いつ気絶して倒れてもおかしくない状態だった。孝太郎は途中で拾った木の棒を杖のように使って、身体を引きずるようにして校門をくぐっていく。

　ワアアァァァァァァァッ

　孝太郎が校門を抜けると、校庭の観客席にいる人間が一斉に湧わいた。ふらふらしてはいても、孝太郎は一位だったからだ。部活動が活発な春はる風かぜ高こう校こうでも、この種目で編み物研究会が一位になった事は無い。それだけに会場の興奮は小さくは無かった。しかしそんな激しい歓かん声せいも、トラックを進む孝太郎の耳には届いていなかった。

「あと少し、もうちょっとでゴール………」

『ほら、第十障害！　あと三十メートル！』

　疲つかれ果はてた孝太郎の耳に届いていたのは早さ苗なえの声だけだった。孝太郎は彼女の声だけを頼たよりにひたすら足を動かし続けていたのだ。

　孝太郎がこうなった理由はもちろん第八障害の地じ雷らい原げんのせいだった。それにその後のマラソンと第九障害が追い打ちをかけた形だ。

　それでも孝太郎が倒れなかったのは、晴はる海みを勝たせたいという思いと、隣で懸命に応おう援えんしてくれている早苗の存在のおかげだった。そうでなければとっくに孝太郎は倒れていた事だろう。

『あれをやったら終わりだよ！』

「終わり？　も、もう終わりなのか？」

　だがここで孝太郎は大きなミスを犯おかした。早苗の『もうすぐ終わり』というニュアンスの言葉を『もう終わり』と聞き間ま違ちがえたのだ。

『わあぁぁぁっ、だめぇっ、孝太郎っ、駄目だったらぁぁぁぁぁっ!!』

「そうかぁ、終わりかぁぁぁ………」

　普段なら何の問題もない小さなミス。しかし限界まで力を尽くした孝太郎だったから、一度気合いが抜けてしまうともう最後だった。身体から力が抜けた孝太郎は、その場にパッタリと倒れ込んだ。しかし孝太郎の顔は満足げに輝いていた。

「お、俺はやったぞぉぉぉぉぉぉ………」

『違ちがうんだってばぁぁぁぁっ!!　聞いてよもぉぉぉぉぉっ!!』

「ウヘヘヘ、そんなに褒ほめるなよ早苗………」

『褒めてな～～～～～～いっ!!』

　だが早苗の叫びも虚むなしく孝太郎は両目を閉じてしまう。疲れ切った孝太郎は既すでに気を失っていた。

「すかー、すかー、すかー」

　気を失った孝太郎の顔は安らぎに満ちていた。それは何もかもをやり遂とげた男の誇らしげな笑顔だった。

『あんただけ満足して寝ねてんじゃないわよぉぉぉぉぉっ!!　あたしの畳たたみはどうなるのよぉぉぉっ、もぉぉぉぉっ!!』

　だが焦あせる早苗にとっては孝太郎の安らいだ寝顔は実に不ふ愉ゆ快かいだった。





　オオォォォォォォォォ

　一位を独走していた孝太郎が倒れた事で、校庭は大きなどよめきに包まれた。そしてそのどよめきに負けじと実じつ況きようの放送委員が大きな声を張り上げる。

『おーっとこれはまたしても大波乱っ！　一位で帰ってきた編み物研究会・里さと見み孝太郎選手は第十障害を目前にしてダウ～～～ンッ!!　近くにいる実行委員は首を横に振ふっている!!　どうやら完全に気絶している模様ですっ!!』

　そんな放送委員の女子生徒の高い声が終わらないうちに、会場は再びどよめきに包まれた。二位以下の選手が校庭に姿を見せたのだ。

「居たっ、早苗じゃっ！　孝太郎は………おほっ、あやつめ、ここまで来て力尽きよったか！　よいよい、わらわが勝てば家臣のそなたも報むくわれよう！」

「という事は我ら二人のうち、勝った方が優勝という事か………」

　校庭に入ってきたのはティアとキリハだった。後続とは距離が開いているので、それ以外の人間の姿は見当たらない。二人の姿に気付くと、応おう援えん席せきから女子陸上部と応援団の声せい援えんが飛んだ。

「倉くら野のさ～～～ん、頑張ってぇぇぇぇぇっ！」

「桐きり葉はちゃ～～～んっ！　勝って文化祭の予算をぶんどってぇぇぇぇっ！」

『Hail to the princess !　Hail to the princess !　ティアミリス殿下に勝利を！　フォルトーゼ皇家に栄光あれっ！』

　だがティアもキリハも孝太郎と同じように疲れ切っていて、声援に応えている余よ裕ゆうは無かった。二人とも全身は白い粉にまみれ、着ている服はところどころが焼やけ焦こげていた。共に第八障害で平均台から落ちたのだ。そしてその後も繰り返された小こ競ぜり合いが彼女達から体力を奪うばい、校庭に辿たどり着ついた時には二人とも疲労が足に来ていた。二人のふらつく足が地面を噛かむ度に、玉のような汗あせが白い粉の上を滑り落おちていく。

「波乱含ぶくみのレースじゃったが、結局はわらわとそなたとで決着をつけねばならんようじゃなっ」

「我は元よりそのつもりだった。決着を着けよう、ティア殿っ」

　しかしそれでも二人は疲れ切った身体に鞭むち打うって、先を争あらそうようにトラックを走っていく。この部活対たい抗こう障害物マラソンには一〇六号室の畳がかかっている。二人とも簡単には引き下がれなかった。

　二人は孝太郎の傍そばまでやってくると、孝太郎と一緒にいる早苗に声をかけた。

「早苗、孝太郎は無事なのか？」

『うん。寝てるだけ』

「そうか。なら良い」

「クククッ、早苗、選んだ相手が間違いだったようじゃな」

『うっさいわねっ、ほっといてよっ！』

「そうさせて貰もらおう、フハハハハハハハハッ」

　そして二人は孝太郎と早苗の横を通り抜け、トラック上に設置された第十障害へ駆け込んでいった。

『お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！　最後の難関、第十障害へようこそ～～～♪』

　二人を出で迎むかえたのはコスプレ研究会の五人の少女達だった。大分練習したのか、その声は綺き麗れいに重なっていた。

　ゆりかと会長を除く、マラソンに出なかった五人は体育祭とのタイアップ企き画かくで第十障害のスタッフを務めていた。このため彼女達は右みぎ腕うでにメイド服の上から『スタッフ』と書かれた腕わん章しようを身に着けていた。

「遊んでいる暇は無いっ!!　ここでは何をすれば良いのじゃっ!?」

「焦らない焦らない」

　この場の責任者であるコス研の副会長はにこやかに微笑ほほえむと、リボンや造花で色とりどりに飾り立てられた段ボール箱を抱えて二人に近付いていった。

「この箱は何なのだ？」

「よくぞ聞いてくださいました。この第十障害では皆みな様さまに借り物競走をやって頂きます。この箱でくじを引いて、そこに書かれている物をこの校庭にいる人から借りて下さい。借りた後はそれを持って直接ゴールへ向かって下さい」

「分かったっ！」

「では我も」

　言うが早いか、ティアは素す早ばやく箱のてっぺんに開いた穴に手を突っ込んだ。キリハもすぐにそれに続く。そして箱から手を引ひき抜いた時、二人の手には二つ折りにされた白い紙が一枚ずつ握られていた。

「それではお二人ともくじを開いてください～～～」

　副会長の言葉に従って、二人は同時に紙を開いた。

「こっ、これはっ!?」

「こんなものを持って来いというのか!?」

　二人は同時に驚きよう愕がくした。そしてお互いがびっくりしている事に気付いて、相手の手の中にあるくじを覗のぞき込む。

「ふ、ふふふっ、ふふふふふふっ」

「ハハッ、ハハハハハッ、ハハハハハハハッ」

　相手のくじを見た途端、二人は一緒に笑い始めた。だが二人とも目は少しも笑っておらず、お互いの事を油断なく睨にらみつけていた。そのまま二人は拳こぶしを握り締めて前に出し、半身で身構える。二人の姿はまるで殴なぐり合いの喧けん嘩かでも始めるかのようだった。

「やはりこういう事になるのか………所しよ詮せんは侵しん略りやく戦争、血ち塗ぬられた道か………」

　キリハの引いたくじにはこう書かれていた。

“〝Ａカップ以下のブラジャーを借りてくる”〟

「面おも白しろい、かかって来るが良い!!　クラノ＝キリハッ!!」

　そしてティアが引いたくじにはこう書かれていた。

“〝Ｄカップ以上のブラジャーを借りてくる”〟

　キリハは悲しげに、ティアは興奮気味に。向かい合う二人の様子は正反対だったが、やろうとしている事は同じだった。お互いに必要な物は目の前にある。ティアもキリハも相手を殴り倒して、必要な物を手に入れるつもりなのだった。





　再び走り出してからというもの、晴はる海みとゆりかの順位はぐんぐん上がっていた。上じよう位い陣じんが第八障害で軒のき並なみリタイヤしたのも理由の一つなのだが、それ以上に二人の足の速さが順位を大おお幅はばに押し上あげていた。

「私、一体どうしてしまったんでしょう………元気になったのも不思議なのに、倒れる前よりも速く走れるなんて………」

「気にする事なんて無いですよぉ、桜さくら庭ば先輩。気分が悪いとかならともかく、元気になったんですしぃ」

　晴海が意識を取り戻した後、二人は何故か足が速くなっていた。それはまるでマラソン選手が乗り移ったかのようで、先さき程ほどから二人は飛ぶような勢いで走り続けていた。しかもいくら速く走ろうとも息は苦しくならず、疲ひ労ろうを感じる事も無い。それは晴海でなくとも不思議に感じて当然だった。

「でも、気になります、やっぱり………」

「だったら私の魔ま法ほうだって思って下さい。伊だ達てにこんな格好している訳じゃありませんからっ！」

「虹にじ野のさん………ふふふっ、そうします。その方が夢があって良いですもんね？」

　ゆりかが明るく言葉をかけると、晴海の顔に笑顔が戻った。本当は魔法なんて無いけれど、魔法だと思った方が夢がある。ゆりかの言葉を聞いて、晴海はそんな風に考えるようになっていた。

「はいっ！　愛と勇気、夢と希望の魔法少女ですっ！」

　───良かった、桜庭先輩が元気になってくれて………。

　心身ともに元気になった晴海の姿を見て、ゆりかはとても嬉うれしい気持ちになった。引き換えに晴海はすっかりゆりかをコスプレ少女だと考えるようになっていたが、ゆりかはそれを訂正しようとは思わなかった。日ひ頃ごろのゆりかは誰かに魔法を信じさせたくて仕方がなかったというのに。

　───これは魔法じゃなくて、桜庭先輩の頑張りが呼びこんだ幸運なんですぅ………。

　本当はゆりかの魔法が呼び寄せた白い光の影響なのだが、それを晴海が信じるという事は、晴海自身の頑張りを否定してしまうという事でもある。だからゆりかはあくまで晴海が頑張っているから舞まい込んだ偶ぐう然ぜん、という体てい裁さいを守りたかったのだ。

　───その為なら、私はコスプレ少女で良いですぅ………桜庭先輩にはそう思ってて欲しいですぅ………。

　ついさっきまでゆりかはこの障害物マラソンが嫌で嫌で仕方がなかったのだが、いつしかすっかり楽しい気分になっていた。ゆりか自身、それが不思議でならなかった。

「ほ、ほら、虹野さんっ、校門が見えてきましたよっ！」

「本当ですぅ！　もうひと頑張りですねっ！」

　二人の走る道の先に吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの校門が見えてくる。二人が必死に目指したゴールは、もうすぐそこだった。





　ゴキンッ

「ぐあっ!?」

「ぐはっ!!」

　晴海とゆりかが校庭に入った瞬しゆん間かん、ティアとキリハの拳がお互いの頬ほおにめり込んだ。

『決まったぁぁぁぁぁっ!?　倉くら野の選手の右のジャブを左で跳はね上げ右のクロスで勝負に出たティア選手でしたが、それを読んでいた倉野選手も狙ねらいを外さなかったぁっ!!　お互いの必殺ブローが同時に炸さく裂れつする壮そう絶ぜつな相討ちぃぃぃぃぃぃっ!!』

　お互いの全力パンチを頬に受け、ティアとキリハは顔があらぬ方向を向く。そして二人はその状態で動きを止めた。

『ここは解説のボクシング部顧こ問もん・丹たん下げ先生に訊きいてみましょう！　先生、どうでしょうか？』

『惜おしい、全く惜しいっ！　ティア嬢じようちゃんのリーチがあとほんの少し長ければ、嬢ちゃんの狙い通りの結末になった筈じゃあっ！　これは嬢ちゃんのせいではなぁいっ！　あと少しリーチがあればぁっ！』

　校庭には興奮した実況と解説の声が流れていた。その間もティアとキリハはそのままの姿勢で動かなかったのだが、やがて限界を迎むかえ二人は同時に校庭に倒れていった。

『ダウーン！　両者ノックダウ～～～～ン！』

『良くやったぞティア嬢ちゃぁぁぁぁん！　試合は引き分けじゃが、ボクシングは嬢ちゃんの勝ちじゃあぁぁぁぁっ！』

　ウオォォォォォォォォォッ



















　観客席の人々はその場に立ち上がり、歓声と拍はく手しゆが校庭を揺ゆるがした。それはまるで校庭全体が咆ほう哮こうしたかのようだった。しかしその賞賛を浴びるティアもキリハも微び動どうだにしない。お互いの放った必殺の一いち撃げきを受け、完全に目を回していた。

「ボ、ボクシング………？」

「第十障害って、殴り合いなんですかぁっ!?」

　動かなくなったティア達の横を、晴海とゆりかが唖あ然ぜんとした様子で走はしり抜けていく。二人とも喧嘩は苦手なので、第十障害が殴り合いだと困ってしまうのだ。

「さっ、里さと見み君っ!?　里見君までっ!!」

「だっ、誰にやられたんでしょおっ!!　殴り合いなんて嫌ですぅぅぅぅっ!!」

　ティア達の傍には孝こう太た郎ろうも倒れていたので、晴海とゆりかの顔は不安で真っ青になった。

『別にそんな大それた障害じゃないわよ』

「………ほ、ほんとに？」

　孝太郎と一緒にいた早さ苗なえがぶっきらぼうに告げると、ゆりかの表情が僅わずかに緩ゆるむ。

『孝太郎が倒れたのは疲れたせい。そっちの二人が戦ってたのはいきがかり上』

「そうなんですか。よ、よかったぁぁぁっ」

　普段なら早苗に怯おびえるゆりかだったが、この時は他ほかの驚きの方が強く、自然と早苗に笑顔を向けていた。だが早苗の方は相変わらず機き嫌げんが悪かった。目覚めない孝太郎に腹を立てていたのだ。

「虹野さん、誰と話しているんですか？」

「い、いえ、何でもありませんっ！　独り言ですぅ！」

　晴海には早苗の姿は見えないし、声も届いていない。だからゆりかが早苗と喋しやべっていると、その衣装ともあいまって、とても奇妙に見えるのだ。

「そうでしたか。よかった………」

　晴海は思わず胸を撫なで下おろした。コスプレだけなら趣しゆ味みで片付けられるが、誰も居ない場所に話しかけているのはちょっと怖こわい。だから晴海はただの独り言だと分かってホッとしていた。

『おかえりなさいませー、お嬢様っ！』

　程ほどなく晴海とゆりかは第十障害へと辿り着いた。迎えたのはもちろんコスプレ研究会の少女達だった。

「副会長さん！」

「やっと来たわね、ゆりかちゃん」

「あのぉ、第十障害ってなんなんですかぁ？」

「借り物競走よ！　ほらほら二人とも早くくじを引いて！　何人か先へ行ってるけど、急げばまだ間に合うわよ！」

　副会長は早口で説明すると、くじ引きの箱をゆりか達たちに向かって差し出した。コス研の人間は当然コス研に優勝してもらいたいので、ゆりかには急いで欲しかったのだ。

　実はこの時ゆりかと晴海は七位と八位につけていた。そのうち孝太郎とティア、キリハの三人はノックアウトされていたので、実質的には四位と五位。二人の前には三人の選手がいる訳だ。その三人は借り物を探しに観客席の中にいたので、急げばまだ十分に逆転が可能な位置だった。

「桜庭先輩」

「はい」

　ゆりかと晴海は同時に箱に手を入れ、くじを引いた。ティアとキリハの時とは違って、その雰囲気は和なごやかだ。ゆりかも晴海も、相手を蹴け落おとそうなどとは欠片かけらも考えていなかった。

「あっ………」

「あうぅぅ………」

　くじを開いた途端、晴海の顔が綻ほころんだ。しかし反対にゆりかの表情は曇くもった。

「私はこれでした。虹野さんは何でしたか？」

「私はこれですぅ………」

　二人はその場でくじを見せ合った。晴海のくじには“〝部の後こう輩はい”〟、そしてゆりかのくじには“〝友達”〟と書かれていた。

「さぁ、行きましょう虹野さん！」

「あうぅぅ、桜庭先輩は先に行ってくださいぃぃ。わたしはここでリタイヤですぅぅ」

　ゆりかは残念そうに肩かたを落とした。その瞳は暗く、口からは大きな溜ため息いきが漏もれた。

「どうしてですか？」

「私ぃ、まだ友達なんて居ないんですぅ～～～」

　晴海が引いたのは“〝部の後輩”〟なので、近くに倒れている孝太郎を連れていけば問題なかった。しかしゆりかに必要なのは“〝友達”〟で、この町にやってきたばかりのゆりかには難しい借り物だった。

「だから先に行ってくださいですぅ」

「大丈夫ですよ、ゆりかさん」

　だが晴海は笑え顔がおを崩くずさなかった。彼女はその笑顔と同じぐらい優やさしげにゆりかに語りかけた。

「あなたの友達ならここにいます」

「えっ………」

　晴海は両手を自分の胸の上で重ねて軽く首を傾かしげる。

「それとも、私では足りませんか？」

　晴海の視線にはゆりかをからかうような悪戯いたずらっ子の感情が滲にじんでいた。

「いっ、いえっ、とんでもないっ！　こっ、光栄です桜庭先輩っ！」

　ゆりかはパッと笑顔を浮かべ、繰り返し何度も頷うなずく。ゆりかの目には涙なみだが滲んでいて、その喜びの深さをよく表していた。

「その代わりと言っては何ですけど、一つお願いがあるのですが」

「お願いですかぁ？」

　晴海の言葉にゆりかはきょとんとして何度か目を瞬まばたかせる。そんなゆりかの姿を見て、晴海はとても楽しそうに片目を閉じてウィンクした。それは晴海がなかなか他人に見せない、特別な笑顔だった。

「里見君を運ぶのを手伝って欲しいんですけど」

「あぁっ………はっ、はいっ！　それぐらいならいくらでもっ！」

「ありがとう、虹野さん」

「いいえっ、お礼を言うのはこっちですぅ」

　そうして二人は元気に笑い合うと、第十障害の手前に倒たおれたままの孝太郎に駆かけ寄よっていった。
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「あ、あれ………？」

　孝こう太た郎ろうが目を醒ましたのは部活対たい抗こう障害物マラソンの表ひよう彰しよう式しきが始まった時の事だった。孝太郎が気絶してから大分時間が経たっていたので、辺りの風景は夕日がオレンジ色に染めあげていた。

『やっと起きたぁ………』

　孝太郎が目を開けると、目の前には仏ぶつ頂ちよう面づらの早さ苗なえの顔があった。彼女は孝太郎が気絶してからずっと待っていたので不ふ機き嫌げんだった。

「早苗………ってオイ、障害物マラソンはどうなったんだっ!?　ここどこだっ!?」

　飛び起きた孝太郎は慌あわててきょろきょろあたりを見回した。そこは体育祭の本部の隣となりにある救護班のテントだった。救護班といっても病院のような設備がある訳ではない。イベント用のテントの下に青いビニールシートを敷しいて人が寝られるようにしただけの簡素なものだ。そこには孝太郎以外にも二人の人間が寝かされていた。それは目を回したままのティアとキリハだった。救護班の人間は出で払はらっており、そこには孝太郎達四人の姿しかない。救護班が向かった先はもちろん、問題の第八障害だった。

『そんなものとっくに終わったわよ。あんたは第十障害の直前で気絶してリタイヤ』

「じゃ、じゃあ誰が勝ったんだ!?　ティアか!?　キリハさんかっ!?　どっちなんだっ!?」

　孝太郎は気絶したままの二人を指さして、早苗にどちらが勝ったのかを尋たずねた。孝太郎が言っているのは障害物マラソン全体の順位の話ではない。一〇六号室の中の順位の話だった。

『どっちでもない。あたし達とゆりか』

「ハァ………？」

　早苗の答えに、孝太郎は目が点になる。それは孝太郎が欠片も予想していなかった結果だった。

　───俺達とゆりかが勝っただって………!?　俺はリタイヤしたんだぞっ!?

「どっ、どっ、どういう事だっ!?　どうして俺とゆりかが勝つなんて馬ば鹿かな事になってるんだ!?」

　納なつ得とくのいかない孝太郎は、早苗の両りよう肩かたを掴つかんでガクガクと大きく揺さぶった。

『お、お、おちついてっ！』

「これが落ち着いていられるかっ！」

　興奮した孝太郎はなおも早苗を揺さぶり続ける。逃にげ出すのを諦あきらめた早苗は、頭を前後にがっくんがっくんと振りながら懸けん命めいに答えた。

『ティ、ティアとキリハは殴り合ってダブルノックアウト。二人で審しん査さ員いん特別賞を貰もらったけど、せ、成績はリタイヤ扱あつかい。そんで晴はる海みとゆりかが同着で優勝したから、あたし達とゆりかがティアとキリハから畳たたみポイントを吸い上げるって事に───』

「ちょ、ちょっと待て待て早苗っ！　桜さくら庭ば先輩とゆりかが優勝ってどういう事だっ!?」

　驚おどろいた孝太郎は一瞬手を動かすのを止めたが、すぐにそれまでの倍の速度で早苗を揺さぶり始めた。晴海とゆりかが同着で優勝したなんて事は、簡単には信じられなかった。

『お、おおおおっ、こ、こうたろ、ちょ、ちょっと………』

「どういう事なんだっ!?　今すぐ説明しろっ!!」

『説明して欲しかったら揺さぶるのをやめんかこのアホんだらぁぁぁぁぁっ!!』

　ゴンッ

　孝太郎の頭に救急箱が落ちる。早苗のポルターガイストだった。

「ぐ、ぐおおぉぉぉぉぉぉっ」

　救急箱は角を下にして孝太郎の頭に激げき突とつした。その激痛で孝太郎は早苗の事を解放し、両手で頭を抱えた。

『ふぅ、やれやれ………』

「む、無む茶ちやすんなよな………おまえ………」

『無茶したのはあんたでしょーがっ!!　ったくもぉ………』

　ようやく孝太郎の手から逃のがれた早苗はふわりと宙に浮かび、両手を腰こしに当てて不満そうに頬を膨ふくらませた。しかしそんな風にしながらも、早苗は律りち儀ぎに説明を続けた。

『あのね、そもそもが地じ雷らい騒さわぎでみんな足止めだったでしょ？　上位陣は殆ほとんどリタイヤしたし』

「ああ」

『晴海とゆりかはその間に追い付いてきて、追おい抜いてったらしいわ』

　第八障害では地雷のおかげで多くの人間が足止めされた。強行突とつ破ぱを試みた者も多かったが、失敗した者の方が多くリタイヤが続出した。だが最下位だった晴海とゆりかが到とう着ちやくした時には殆どの地雷が爆ばく発はつ済みで、彼かの女じよ達たちは何の問題もなくそこを通過した。結果的にこの騒そう動どうは二人にとっては大きなプラスに働いたのだ。

「い、いや、それでも運動の苦手なあの二人が、逆転優勝だなんて………」

『疑うなら見てごらんなさいよ。今ちょうど表彰式の真っ最中だから』

　なおも納得できない孝太郎に、早苗はテントの外を指さした。その先には表彰台が作られ、多くの人間がそれを取り巻いていた。孝太郎はその様子を見る為ために大おお慌あわてでテントを飛び出した。

「おお………」

　表彰台のてっぺんには、早苗の言う通り晴海とゆりかの姿があった。

『そして優勝は、編み物研究会とコスプレ研究会の二チーム！　文化系でしかもどちらも研究会という大きなハンデを負いながらも堂々の優勝！　おめでとう、良く頑がん張ばった！』

　校庭のスピーカーからは興奮した校長の声が流れ出してきた。晴海とゆりかは周りの人たちから祝福を受け、照てれ臭くさそうにしていた。二人ともどちらかというと内向的な性格なので、こういう場所は苦手なのだ。しかし校長から優勝のトロフィーを受け取ると、二人は笑顔で顔を見合わせた。

「ほ、本当に優勝したのか………」

『ね、本当だったでしょ？』

「信じられない………」

『そんなの、みんなそうよ』

　早苗は肩を竦すくめる。

　優勝を讃たたえる校長の声、表彰台の上に立つ二人。いくら信じられなかろうと、二人は本当に優勝したのだった。

「………でもまぁ、結果はオーライか」

『まぁね』

　晴海は表彰台に上がり、孝太郎は侵しん略りやく者しや達たちに勝った。それは孝太郎の望んだとおりの結末だった。

　───桜庭先輩の頑張りを神様は見ていたって事かな………良かったですね、先輩………。

　そんな風に考えると不思議と納得できた孝太郎だった。そして孝太郎は軽く笑顔を浮かべて表彰台の二人を眺ながめる。二人はトロフィーを手に誇ほこらしげに笑い合っていた。

「………オ、オーライじゃないわ………」

「大家さんっ!?」

　表彰台の方を眺めていた孝太郎の視界に、突とつ然ぜん静しず香かが割り込んできた。彼女は全身が真っ黒に汚よごれ、髪かみの毛けはアフロヘアーのようにチリチリになっていた。

「第八障害に地雷を埋うめたバカはどこっ!?」

　彼女がそんな格好であるのは、もちろん第八障害で何度も爆発に巻き込まれたからだ。いくら人を傷付けない地雷だとはいえ、何度も巻き込まれれば汚れるし焦げもする。今の彼女はまるでコントで火事に巻き込まれた人のようだった。その酷ひどさは孝太郎が声を聞くまで静香だとは分からなかったほどだ。

「里さと見み君っ！　隠かくすと為にならないわよっ!?」

　しかしたとえ全身がボロボロでも、静香の瞳だけは爛らん々らんと輝いていた。彼女の瞳を輝かせているのは強い怒いかり。その怒りは激しく、彼女の荒あらい鼻息が孝太郎にかかるほどだった。

「あ、あっちです！　救護班のテントで寝てます！」

　静香の迫はく力りよくに負け、孝太郎はあっさりとティアの居場所を吐はいた。別に隠す必要もないのだが、隠したくても隠し通せる自信は孝太郎には無かった。

「そぉぉぉこぉぉぉかぁぁぁぁぁぁぁ～～～～!?」

　ポキ、ポキポキポキッ

　静香は両手を重ね合わせ、指の関節を鳴らす。

　───死ぬ。ティアは間違いなく死ぬ………。

　静香の指が鳴る音が一つ聞こえる度に、孝太郎はティアの寿じゆ命みようが減っていくように感じられた。そして静香は恐おそれ慄おののく孝太郎をそこに残し、のっしのっしと救護班のテントへと近付いていく。

「許せ、チューリップ」

　ティアが危ないと分かっていても、孝太郎は動く事が出来なかった。それだけ今の静香が怖かったし、実のところ孝太郎もティアには怒おこっていたのだ。

「いいや、許さん」

　孝太郎が救護班のテントに向かって手を合わせた時、また別の人間が孝太郎の前に姿を現した。

「マッケンジー？」

「俺だけじゃないぞ」

　孝太郎の前に現れたのは、大おお柄がらな三人の男達を引き連れた賢けん治じだった。賢治の姿も静香と似たようなもので、純白だったタキシードはすっかり真っ黒、顔も真っ黒、髪はチリチリと惨さん憺たんたる有様だった。

「よぅ、一年坊ぼう主ず」

「会いたかったぜぇ～～」

「ごっつぁんです！」

　賢治が引き連れていたのはラグビー部・柔じゆう道どう部ぶ・相撲すもう部ぶの三人組だった。彼かれらもまた真っ黒だったが、特とく徴ちよう的てきなユニフォームのおかげで判別が付いた。もし同じ体操服だったら見分けがつかなかったに違いない。

「実はな、コウ。先せん輩ぱい方がたがお前に話したい事があるそうだ」

　賢治はわざとらしくハンカチでメガネのレンズを拭ふくとニヤリと笑う。その笑顔はメガネを拭いたハンカチと同じぐらい、黒い情念に彩いろどられていた。

「うっ、な、何の用ですか先輩方っ!?」

　───まさか………。

　孝太郎の背中に冷たいものが走る。賢治とこの三人が同時に目の前に現れたとなると、考えられる事は幾いくつも無い。

「スタートの時に随ずい分ぶん世話になったからな、そのお礼をしようと思ってな」

「無関係のメガネ君にお礼をしてしまった以上、お前にもお礼をしておかない事には不公平だろう？」

「ごっつぁんですっ！」

「や、やっぱりぃっ!?」

　思わぬ展開に孝太郎は焦り始める。

　───まさかマッケンジーとこの人達が和解するだなんて………。

　実は賢治達たちが和解したのは例の地雷騒ぎのせいだった。予期せぬ困難に見み舞まわれて脱だつ出しゆつの為に協力しあった事で、四人の中に連帯感が生まれていたのだ。

「たっ、助けよ愚ぐ民みんっ!!　その身しん魂こん尽つくしてわらわを守るのじゃあっ!!」

「チューリップ!?」

　そんな時、半泣きのティアが孝太郎に飛びついて来た。突とつ然ぜんの事で驚いた孝太郎だったが、何とかその小さな身体を抱だき止める。ティアは怯えた様子で孝太郎の腕うでの中から飛び降りると、素早く孝太郎の背後に身を隠した。

「く、来るっ、静香が来るっ!!　早う戦え孝太郎っ!!　わらわの命が大ピンチなのじゃあっ!!」

「なにぃっ!?」

　ズシャッ、ズシャッ

　孝太郎がテントを見た時、ちょうど中から静香が姿を現した。彼かの女じよは相変わらず爛々と目を輝かせ、恐ろしげな雰ふん囲い気きで一歩一歩孝太郎達の方へ近付いて来ていた。

「ほぉう………里見くぅん、結局はその子をかばうのねぇ………」

「な、何だこのプレッシャーはっ!?」

　これまでも鋭するどかった静香の瞳が更さらに強きよう烈れつな光を放ち始める。それは強烈な敵意。勝手にティアが背中に逃げ込んだだけなのだが、静香は完全に孝太郎を敵と認にん識しきしていた。

「ほれ戦えぃ愚民っ！　名めい誉よ貴族にしてやるっ！　思い切り死んでこいっ！」

「嫌に決まってるだろうがっ！　俺を巻き込むなっ！」

「嫌じゃあっ！　わらわだけ不幸になるなんて嫌じゃあっ！　主従は生きるも死ぬも一心同体というではないか！」

「俺はお前の家臣じゃねぇっ!!」

「この際そなたが家臣かどうかなど、どうでも良いわっ!!　一緒に不幸になれぇいっ!!」

「おっ、おのれチューリップ、お前という奴やつはぁっ!!」

「お～～～っっほっほっほっほっほ♪」

　孝太郎もティアも必死だった。本気で怒った静香の怖さは誰よりも知っている。本気の静香と戦うくらいなら、まだ戦車と戦う方が勝ち目がある。それだけに孝太郎は巻き込まれたくなかったし、ティアも一人になりたくなかった。

「………とまあ、こういう事なんですよ、先輩方」

「なるほど、良く分かったメガネ君。君を誤解していた事を詫わびよう」

「くっそぉぉぉぉぉっ、本当はモテるくせに、モテなさそうなフリをするとはっ!!　一番俺達のプライドを踏ふみにじる行こう為いだっ!!」

「ごっつぁんです！」

　揉もめ続ける孝太郎とティアにただならぬ関係を感じ取った三人組は、目をギラつかせながら身構える。彼らもまた孝太郎とティアを敵と認識し、一歩一歩距きよ離りを詰つめ始めた。

「メガネ君、君には済まない事をした。後で我々の事を好きに傷いため付けてくれたまえ。だが今はあの不届き者を成敗させてくれッ!!」

「手伝います」

「良く言ってくれたメガネ坊主っ!!　顔の良い連中にもお前のような奴がいたとはっ!!」

「今はみんな真っ黒で、顔も何もありませんよ」

「ごっつぁんです!!」

「話せるぜメガネ坊主っ!!　気に入ったっ!!」

「覚かく悟ごしなさい里見君っ、ティアさんっ！　みんなにかけた迷めい惑わくは、きっちり償つぐなって貰うからぁぁぁっ！」

　賢治と静香、そして大男三人は一団となって孝太郎とティアに迫せまる。今の彼らには説明も言い訳も通じそうにない。

　───もはやこれまでか………仕方ない！

　そんな大だい迫はく力りよくの五人を前に、遂ついに孝太郎は決心した。

「逃げるぞチューリップ！」

「お、おうっ！」

　孝太郎はティアの手を引いて走り出す。

「コウ！　待ちやがれ！」

「追えッ!!　逃がすなっ!!」

「ごっつぁんですっ！」

「マッケンジー君、逃げ道みちを塞ふさいで!!」

　するともちろん五人もその後に続く。

「愚民っ、わらわの為に囮おとりになれぇっ!!　明日から朝踏まないようにするからぁっ!!」

「嫌だぁぁぁっ、踏んでも良いからお前が囮になれぇぇぇぇぇっ!!」

　仲良く逃げる二人。追う五人。

　こうして部活対抗障害物マラソンは延長戦が始まったのだった。





『バッカねぇ………』

「そう言うな。あれでティア殿どのも少しは気を使っているのだ」

　救護班のテントの前には早苗とキリハの姿があった。取り残された二人は救護班のテントを出て、走り回る孝太郎達たちの様子を眺めていた。

『気を使ってる？　嘘うそぉ～』

「怪け我が人にんや死人は出なかっただろう？」

『そうだけどさぁ………あんなモノ使えば静香が怒るに決まってるじゃない。何で分かんないかなぁ………』

「あの負まけず嫌ぎらいの姫ひめ様さまの事だ。分かっていてやったのだろう」

　ティアが使った地雷は激しい閃せん光こうと衝しよう撃げきで気絶させる事を目的としたものなので、滅めつ多たな事では怪け我がをしたりする事は無い。軽い火傷やけどやアフロがせいぜいなのだ。

　そのうえゆりかが第八障害を通過するときに治ち療りようの魔ま法ほうを使ったりもしているので、更に怪我人は減っていた。しかしもちろんこのゆりかの活躍には誰も気付いていない。

『あんたみたいに、もっと巧こう妙みようにやれれば良かったのにね』

「なんの話だ？」

『惚とぼけるんじゃないわよっ。知ってるのよ。スタートの時にみんなが転んだのって、あんたの仕し業わざなんでしょう？』

「さて、何の事だか我には分からないが………」

　早苗は状じよう況きようからしてトップで走って行ったキリハ達が一番怪あやしいと踏んでいた。しかしその疑ぎ惑わくの視線をキリハは笑顔で難なく受け流す。彼女の場合、証しよう拠こは一いつ切さい残していないのだ。

『………やっぱり、あんたが一番厄やつ介かいだわね』

「心外だ。我は孝太郎の恋こい人びとになりたいだけだ。我らが結ばれれば、きっと幸せな家庭が築けるだろう」

『よく言うわ、そんな事ちっとも思ってない癖くせに………ったく今日はみんなどうかしてるわ………』

　逃げ回る孝太郎とティア、追う五人、そんな孝太郎達を笑顔で見守るキリハ、今もなお表ひよう彰しよう台だいの上にいるゆりかと晴海。今日は幽ゆう霊れいの早苗がまともに見えるほど、みんながこぞっておかしな事ばかり繰り返かえしていた。

「ふふふ、耳が痛いな」

『まともなあたしの気苦労を、もっと分かって欲しいものだわよ。もぉぉっ』

　早苗がそうやってぼやいた時、目の前を孝太郎とティアの二人組が駆け抜ぬけていく。

「おっ、おい愚民っ！　実はここに地雷がもう一個あるのじゃがっ！」

「やめろチューリップ！　それを使うと本当に殺されるぞっ!?」

「じゃがたった今捕つかまるのは避さけられるっ！」

「よせぇぇぇぇぇぇっ!!　もうちょっと後先考えろぉぉっ!!」

　───なによっ、孝太郎ばっかり楽しそうにしちゃってさっ！

　まともがどうのこうのと言いつつも、実は一人だけ蚊か帳やの外である事が不満な早苗なのだった。





　だが、そんな早苗をあくまでまともではないと考えている者達がいた。

「これを見ろっ!!　信じられん!!　こんなに霊れい体たいが高密度で安定した幽霊なんて初めてだぞぉっ!?」

「捕まえれば高く売れるかなっ!?」

　彼らは校庭の片かた隅すみの植込みの中から早苗にスピードガンのような奇き妙みような機械を向け、何かの数値を測定していた。そして彼らはその測定結果に狂きよう喜きした。

「あぁっ、古い表現だがよ、億万長者だぜッ!?　貧びん乏ぼう暮しから脱出だぁっ!!」

「やったぜアニキー!!」

　彼らは何日か前に早苗の存在を知り、それ以降ずっと後をつけて観察していた。つまり今日までに何度か孝太郎が感じていた視線は、本当は彼ではなく早苗に向けられていたものなのだった。





















　　　あとがき





　皆みなさんお久しぶりです、作者の健たけ速はやです。

　一巻出版から四ヶ月、無事二巻をお届けする事が出来ました。これも一巻をお買い上げ頂いた皆さんが応おう援えんして下さったおかげです。まずはこの場を借りて篤あつく御おん礼れい申もうし上あげます。



　さて、この本の中身を少しだけ紹介しておきましょう。

　侵略者達は一〇六号室だけでは飽あき足らず、遂ついに孝太郎の心のオアシス・吉祥春風高校にまで侵略の魔まの手てを伸ばし始めます。あの手この手の侵略行為は、春風高校全体を巻き込んだ事件に発展していくのか？　この本はそういう内容になっています。

　みどころは遂にデザインしてもらえたマッケンジー君。その分だけ一巻よりも活かつ躍やくしている気がします。



　そうそう、実はこのあとがきを書いている最中に、先日結けつ婚こんした友達から連れん絡らくがありました。なんでも『九月に子供が生まれます』だそうです。なんだかとても悔くやしいのでここに書いてしまうことにします。

　このやろう。幸せになりやがってこのやろう。ねたましいぞこのやろう。私が独ひとり身みだと分かってて言ってるだろこのやろう。生まれたら写真を見せやがれこのやろう。

　でも、本当におめでとう！



　そろそろページが無くなってきました。今回のあとがきは二ページだそうなので、もうあまり余裕がありません。この辺でお別れです。

　最後になりましたが、この本を書くにあたって尽じん力りよくしていただいた編集部の皆様、並びに挿さし絵え担当のポコさん、相談に乗ってくれた友人一同、そしてこの本をお買い上げ下さった皆さんに心より御礼申し上げます。

　それではまたいずれ。出来れば三巻のあとがきでお会いしましょう。



二〇〇九年　六月

健速
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